少年 探偵 長 


海 野 十一 


怪事件の 第 一 ぺ— ジ 


まさか、 その 日、 この 大事 件の 第一 ぺ ー ジ であると 

はるき 

は 春 木 少年 は 知らなかった。 あとから いろいろ 思い出 

はるき きょし 

してみ ると、 その 曰 は、 運命の 大きな 力が、 春 木 清 を 

ぐんぐん そこ へ ひっぱり こんだ とも 思われる。 

ぐうぜん 

ふしぎな 偶然の 出来事が、 ふしぎに いくつ も 重なつ 

て 起った ような 感じ だが、 それ もみん な、 清 少年の 運 

命で あ つたに ちがいない の だ。 

ききかいかい 

奇々 怪々 なる その 大事 件 は、 第一 ぺ— ジ にあた る そ 


の 日に おいて、 ほんの ちょっぴり、 その 切 口 を 見せた 

だけであった。 もし 春 木 少年が、 そのと きに この 事件 

の 大きさ、 深さ、 ものすご さ、 おそろし さ を 半分 ぐら 

いで も 見と おす ことができたなら、 彼 はこの 事件に 関 

係す る こと を あきらめた であろう。 それほど この 事件 

きょうふ じけん 

は、 大 じかけ の 恐怖 事件であって、 とても 少年の 身で 

だいき けん 

は 歯が たたない ばかり か、 大 危険に まきこまれる こと 

は 分りき つ ていたの である。 

まえ 

まあ、 前お きのことば は、 このく らいに してお いて 

春 木 少年が その 事件の 第一 ぺ— ジの 上に、 どういう 

工合に して、 足 を 踏み こんだ か、 それにつ いて 語ろう。 


その 日、 春 木 少年 は、 この間から 学校で 仲よ しにな つ 

うし まるへ いたろう  からだ 

た 同級生の 牛 丸 平太郎 という 身体の 大きな 少年と いつ 

しょに、 日曜 を 利用した 山登り を やって いたので ある 

しば はらす いげんち 

その 山登りと いうの は、 芝 原 水源地の 奥に ある カンヌ 

キ 山の頂 上まで 登る ことであった。 

春 木 少年が、 この 町へ 来たの は、 ほんの 一力 月 ほど 

前の ことであった。 その 前、 彼 は 東京に いた。 この 町 

は 関西の 港町 だ。 

くわしい こと は、 いずれ 後での ベる 時が あるから、 

ここに は 説明 しないが、 春 木 少年 は、 家の 事情に よつ 

て、 とつぜん この 港町の 伯母さんの 家へ あずけられた 


のであった。 そして 清 は、 近くの 雪見 中学校へ 転校 入 

学した のだった。 彼 は 三年 生だった。 

一 時 はずい ぶん さびしい 思い もした が、 清 はこの 頃 

ではす つかり なれて しまった。 そして 学校に も 牛 丸 君 

のよう な 愉快な 友 だち がで きる し、 それから 又 港町の 

れんざん 

うしろに つらな つ ている 連山の 奥 ふかく 遊びに いく 楽 

しみ を 発見して、 ひまが あれば 山の 中 を 歩き まわった。 

へい  つれだ 

その 日、 清 は、 牛 丸の 平 ちゃんと 連立って、 おひる 

ごろ カンヌ キ 山の頂 上に たどり つ いた。 そこで 弁当 を 

け 、v  j  、- 

たべ、 それから そこらに ある 荒れ 寺の 境内で さんざん 

き と 

遊び、 それから 午後 三時 ごろに なって、 二人 は 帰途に 


つ いた。 

秋の 日 は、 六 時 頃に はもう とつぷ リ 暮れる ので、 午 

ふもと 

後 三時に 頂上 を 出る と、 麓へ 出て 町へ はいると き は、 

町に も 港に も 灯が いっぱいつ いている はず、 すこし 山 

の 上で 遊びす ぎて おそくな つた。 

そこで 二人 は、 競走 をして、 山 を 下りる ことにした。 

カンヌ キ山を 下りて、 芝 原 水源地に 近くな つたと こ 

ろに、 渓流 にう つくしい 滝が か つ ている ところが ある。 

この 滝の 名 は、 イコマの 滝と いうんだ そうだ。 文字 は 

いこま  たき 

たぶん 生 駒の 滝と 書く のであろう。 

カンヌ キ 山から 出て いる 下り 道が 二つあった。 東 道 


と 西 道 だ。 この 二つの 道 は、 生 駒の 滝の すこし 手前で 

出会い、 いっしょになる。 そこで 春 木 少年と 牛 丸 少年 

は、 べつべつの 道 をと つて どっちが 早く 生 駒の 滝に つ 

く か、 その 滝の 前で 出会う 約束で、 競走 を はじめた の 

だった。 

「ぼく は、 だんぜん 東 道の 方が 早い と 思う ね。 ぼく は 

東 道と きめた」 牛 丸 少年 はそう いった。 

「そうかな あ。 じゃあ、 ぼく は 西 道 を かけ 下りて、 君 

ょリ 早く、 滝の 前につ いてみ せる」 

春 木 少年 は、 牛 丸が 東 道 をえ らんだ もの だから、 や 

むな く 西 道 を 下りる ことにした のだった。 この 決定が、 


春 木 少年 を 例の 事件に ぶつからせる ことにな つた。 も 

しこの 時 反対に、 牛 丸 少年が 西 道 をえ らんだら、 牛 丸 

の 方が 怪事件に ぶっかった ことであろう。 

二人 は、 f チ ニイ 三 ンで、 左右へ 別れて、 山 を 下り 

はじめた。 

秋の 日 は、 まだかん かん 照って いた。 しかし だいぶ 

ん 低くな つていた。 

てせい  つえ 

春 木 少年の 方 は、 口笛 を 吹きながら、 手製の 杖 を ふ 

リ まわしつつ、 どんどん 山 を 下りて いった。 すこし 心 

細くない でもなかった が、 ときどき 山の から はるか 

下界の 海 や 町が 見える ので、 そのたび に 彼 は 元気 をと 


り もどした。 

二 時間ば かり 後に、 彼 はついに 生 駒の 滝の 音が 聞え 

る 近くにまで 来た。 

「さあ、 ぼくの 方が 早い か。 それとも 牛 丸 君が 勝った 

か。 なにしろ 牛 丸 君 は、 この 土地に 生れた 少年 だから、 

山の 勝手 はよ く 知っている。 だから、 ぼく はかな わな 

いや」 

春 木の 方 は、 そういう わけで 自信がなかった。 

ところが、 実際 は 春 木の 方が、 ずっと 先につ いたの 

であった。 

とちゅう 

牛 丸 少年の 方 は、 途中で 手間 どって いた。 というの 


まるきばし 

は、 東 道で は、 途中で 丸木橋が 落ちて いて、 そのため 

彼は大 まわりし なくて はならなかった。 本当 は、 東 道 

の 方が 近道だった の だけれ ど、 思いがけない 道路 事故 

のた め、 牛 丸 は 春 木 清よりも、 三十 分 もお くれて 現場 

に つく ことにな つたの だ。 

そして 三十 分 もお くれた ことが、 二人の 少年の 運命 

の 上に、 たいへんな ちがい を もたらした。 それ は 一体 

どういう ことで あつたか。 春 木 少年 は、 何事 も 知らず、 

生 駒の 滝の 前へ ついて、 

「しめた。 ぼくの 勝 だ。 牛 丸 君 は、 まだつ いていない 

じ やない か」 


と、 ひとりごと をい つて、 あたり を 見 まわした。 滝 

おお： i. こ 、リ こ 

は、 大太鼓 をた くさん 一 どきに ならす ように、 どう ど 

ぼうし 

うと ひびき を あげて 落ちて いる。 春 木 は 帽子 をぬ いで 

もみじ  かえで 

汗 をぬ ぐった。 紅葉 ゃ楓 がう つくしい。 

「おや ッ」 少年 は 目 をみ はった。 

滝 をす こし 行きす ぎた 道の 上に、 誰か 倒れて いるの 

であった。 黒い 洋服 を 着た 男であった。 

(どうした のだろう) 

様子が へんな ので、 清 は おそるおそる、 その そばに 

近づいた。 すると、 いやな ものが 目に はいった。 うつ 

むいて 倒れて いる その 洋服 男の かたく 握りし めた 両手 


が、 まつ 赤であった。 血 だ。 血 だ。 

「死んで いるの か？」 

ひとみ 

少年が、 青くな つて、 再び 瞳 を こらした ときに、 洋 

服 男の 血 まみれの 手が 少し 動いて、 土 を ひっかいた。 


重傷の 老人 


「あ、 あの人 は 生きて いるんだ」 春 木 少年 は 叫んだ。 

叫ぶ と、 その あと は、 おそろし さも 何も 忘れて 


血染めの 洋服 男の そばに かけより、 膝 をつ いて、 

「もしもし。 しっかりなさい。 どうしたので すか。 ど 

こ を やられた のです か」 と、 呼びかけた。 

そのと き 少年 は、 この 血染めの 人が、 かなりの 老人 

である こと を 知った。 顔に、 髭が ぼうぼうと はえ、 黒 

とりうちぼうし  とうはつ 

い 鳥 打 帽子が ぬげて いてむ き 出しに なって いる 頭髪 は、 

しらが  いっけん 

白毛ぞ めが してあって、 一見 黒い が、 その 根本のと こ 

ろ はまつ 白な 白 毛であった。 鳥 打 帽子が ぬげて いる そ 

ばに は、 茶色の ガラスの はまった 眼鏡が 落ちて いた。 

老人 は、 苦しそう に 顔 を あげて、 春 木の 方へ 顔 をね 

じ 向けた。 が、 一目 春 木 を 見た だけで、 がっくりと 顔 


を 地面に 落とした。 全身の 力 を あつめて、 自分に 声 を 

かけた 者が 何者で あるか をた しかめた という 風で あつ 

た。 

老人 は、 うん うん 呻り はじめた。 

「しっかりして 下さい。 傷 は どこです か」 

と、 春 木 は つづいて 叫びながら 老人 を 抱きお こした。 

わか  じめん 

分った。 老人の 胸 はまつ 赤であった。 地面に おびた 

だしく 血が 流れて いた。 傷 は、 弾丸に よる ものだった。 

くぴ  た ま 

左の 頸の つけ 根のと ころから 弾丸が はいって、 右の 肺 

の 上部 を 射ぬ き、 わきの 下にぬ けて いる 重傷であった 

が、 春 木 少年に は、 そこまで はっきり 見分ける 力 はな 


かった。 しかし 傷口が ある こと は 彼に もよ く 見えた の 

で、 そこ を 早くし ばって あげなくて はならない と 思つ 

た。 

まうたい 

しばる ものがない。 繃帯が あれば いいんだ が、 そん 

な もの は 持 合わせがない。 

どうしょ うか。 そうだ。 こう なれば 服の 下に 着て い 

てぬぐい 

る シャツと、 それから 手拭と を 利用す る ほかない。 春 

木 少年 は 実行 家だった から、 そう 決心 するとまず 老人 

を 元の ようにね かし、 それから 急いで 服 を ぬぎすて、 

しま 

縞の シャツ をぬ ぐと、 それ を ベリ ベリと 破って 長いき 

れを こしらえ、 端と 端と つなぎあわせた。 手拭 も ひき 


さいて、 それにつ ないだ。 

「これでよ し。 さあ 出来た。 おじさん、 しっかり なさ 

い。 傷口に 仮り の 繃帯 をして あげます からね」 

そういって 春 木 は、 再び 老人 を 抱きお こして、 上向 

きにした。 

老人 は 口から、 赤い もの を はき 出した。 胸 を やられ 

ている からな の だ。 少年 は、 絶望の 心 をお さえ、 老人 

をし きりに はげましながら、 傷口 をぐ るぐ る 巻いて 

やった。 

その 間に、 老人 は 苦しそう にあえぎながら、 目 を あ 

けたり、 しめたり していた が、 少年が して くれた 傷の 


手当が すんで、 しずかに 地面に ねかされた とき、 

「あ、 ありがとう。 か、 神の 御子よ …… 」 

と、 しわがれた 聞き とれない ほどの 声で、 春 木 少年 

に 感謝した。 そのと き 老人の のどが、 ごろごろと 鳴つ 

て、 口から 赤い 泡立った ものが だらだらと 流れ だした。 

「もの をい つて は、 だめです。 おじさん は、 胸に 傷 を 

している のです からね」 老人 は、 かすかに うなずいた。 

「さあ、 これから どうしたらいい か。 ぼく、 山 を 下り 

て、 誰か を 呼んで 来ます から、 苦しいで しょうが、 し 

ばらく がまんし ていて 下さい」 

そういって 春 木 は、 老人の そばから 立ち上って、 ふ 


もとへ 走ろうと したが、 そのと き、 老人が 一声 高く 叫 

んだ。 

「お待ち」 

「え ッ」 

「そばへ 来て ください」 

「なんです か。 そんなに 口 をき くと、 また 血が 出ます 

よ」 

春 木 は、 老人の そばへ 膝 をつ いた。 

「もう、 もう、 わし はだめ だ。 あんた の 親切に お礼 を 

したいから、 ぜひ 受けて 下さい。 今、 そのお 礼の 品物 

を 出す から、 ちょっと、 横 を 向いて 下され」 


「お礼なん て、 ぼく は、 いいです よ。 大した こと はし 

な いんだから」 

「いや、 わし はお 礼 をせ ずに はいられない。 それに こ 

のま ま、 わしが 死んで しまえば、 莫大なる 富の 所在 を 

解く 者が いなくなる。 ぜひ あんた に ゆずりたい。 あん 

たは、 何とい う 名前 かの」 

老人 は、 苦しそう にあえぎ、 赤い 泡 を ふき 出しな が 

まこと  い つわり 

ら、 少年に 話しかける。 その 事柄 は、 真 か 偽 か はつ 

きり しないが、 とにかく 重大な こと だ。 

はるき きょし 

「ぼく は、 春 木 清と いうので す」 

「ハル キ. キヨシ。 いい 名前 だな。 ハル キ. キヨシ 君 


いのち 

に、 わし は、 わしの 生命の 次に 大切に していた もの を 

ゆずる。 キヨシ 君。 すまん がわし をもう 一度、 うつ 向 

けにして おくれ」 

春 木 少年 は、 老人の いうと おりに した。 

「キヨシ 君。 わしが いいと いうまで、 ちょっと 横 を 向 

いていて おくれ」 

老人 は、 へんな こと をい つた。 しかし 少年 は、 いわ 

れる とおりに した。 

老人 は、 ふるえる 手 を、 自分の 目のと ころへ 持って 

いった。 それから 彼 は、 指先で 右の 目のと ころ を もん 

たま 

でいた。 そのうちに、 老人の 指先に は、 白い 球が つま 


みあげられ ていた。 卵大 t では あるが、 卵で はなく、 一 

はんてん 

方に 黒い 斑点が ついていた。 

ぎがん 

義眼であった。 老人の 右の 目に はいって いた 入れ目 

であった。 

しんてい 

「さ。 これ を キヨシ 君に 進呈す る」 

老人 は、 気味の わるい 贈物 を、 春 木 少年の 方へ さし 

だした。 

なんという ことであろう。 老人 は 気が 変にな つたの 

であろう か。 

春 木 少年 は、 まさか 義眼と も 思わず、 それ を 卵 か 石 

かと 思って 受取った。 


もらった 義眼 


「これ は 何です か。 これ は どんな 値 打の ある ものです 

か」 

少年 は、 老人の 義眼 を、 手のひらの 上で ころがして 

みながら、 不審が つた。 

そのと き 滝の ひびきの 中に、 別の 物音が はいって 来 

た。 ぶ— ンと、 機械的な 音であった。 春 木 少年 はま だ 


気が ついてい なかつ たが、 老人の 方が 気が ついて、 びつ 

くりした。 

やつ 

「おお、 キヨシ 君。 悪い 奴が こっちへ 来る。 あんた は、 

ほらあな 

早く それ を 持って、 洞穴 か、 岩 かげ かに 早く かくれる 

んだ。 早く、 早く。 いそがな いと 間に あわない。 そし 

て、 空から 絶対に あんた の 姿が 見られな いように、 気 

をつ け るんだ。 さあ。 早く …… 」 

「どうしたんで すか。 そんなに あわてて …… 」 

わるもの 

「わし を 殺そうと した 悪者の 一 派が、 ここへ やって来 

きが い 

るの だ。 あんた の 姿 を 見れば、 あんた にも 危害 を 加え 

るだろう。 よく おぼえて いるが いい。 悪者 どもが、 こ 


こ を 去る まで は、 あんた は 姿 を 見せて はならない。 身 

体 を 動かして はならない。 あんた は 今、 わしから ゆず 

られた 大切な 品物 を 持って いると いう こと を 忘れない 

ように。 さ、 早く かくれて おくれ」 

老人 は、 気が 変にな つたよう に、 わめきつ づける。 

春 木 少年 は、 重傷の 老人が この 上 あんな 声 を 出して 

し き 

いたら、 死期 を 早める だろうと 思った。 だから 早く 老 

人の いうと ぉリ、 岩 かげ かどつ かへ かくれる のが、 老 

人の ためにな ると 思って、 立ち上った。 

が、 老人に たずねなくて はならない ことが、 たくさ 

ん あった。 


「この 卵みたい な もの を どう すれば いいんで すか」 

「な、 中 を あけて みなさい。 早く かくれ るんだ。 だん 

だん 空 か ら 近づ く あの 音が 聞え ない のか。 早く、 早く」 

そうい われて 春 木 少年 は 気がついた。 頭の 上から お 

しっける ような、 ごうごう たる 物音が している。 でも、 

もう 一 つ 老人に 聞いて おかねば ならない ことがあった。 

「おじさん。 おじさんの 名前 は、 なんというので すか」 

「まだ、 そこに ぐずぐず している のか」 

重傷の 老人 は 腹立たし そうに 叫んだ。 

「わしの 名 は トグラ だ」 

「ト ダラです か」 


とぐら やそ まる  いっこく 

「戸倉 八十 丸 だ。 早く かくれろ。 一 刻 も 早く！ さも 

い のち 

なきや、 生命がない。 世界的な 宝もう ば われる。 早く 

穴の 中へ、 とびこめ。 あの へんに 穴が ある。 だが、 気 

をつ けて …… 」 

老人の 声 は、 泣き叫んで いるよう だ。 

春 木 は、 今 はこれ 以上、 老人 をな やませて は 悪い と 

ひんし  さ 

思った。 そこで、 瀕死の 老人の 指した 方向へ 走った。 

大きな 岩が 出て いた。 滝つぼと は 反対の 方 だ。 

彼が、 岩の かげに とびこん だとき、 頭上に びっくり 

くだ 

する ほど 大きい ものが、 まい 下って きた。 

ヘリ コプタ ー だった。 竹とんぼの ような 形 をした 大 


きな 水平に まわる プロペラ を 持ち、 そして 別にもう 一 

つ 小さな プ 口 ぺ ラを つけた 竹とんぼ 式 飛行機 だ つ た。 

へ リコ プタ— は、 宙に 浮いた ように 前進 を 停止し、 

上下に 自由に 上ったり、 下ったり できる 飛行機で ある。 

か つ そうじょう 

だから、 滑走 場がなくても 飛び あがる ことができ、 ま 

おくじょう 

たせまい 屋上 へ 下りる こと もで きる。 

ゆうやみ 

そのよう なへ リコ プタ ー が、 夕闇が うすく かかって 

来た 空から、 とつぜんまい 下りて 来たので、 春 木 少年 

はお どろいた。 

なぜであろう。 ヘリ コプタ ー が、 なに 用あって まい 

下りて くるので あろう。 


戸倉 老人が、 恐怖して いたの は、 そのへ リコ プタ— 

であろう か。 

ようす 

春 木 少年 は 岩 かげに しゃがんで、 この 場の 様子 をう 

す い ちょ く 

かがった。 へ リコ プタ— は、 垂直に 下って きた。 

と、 ぱっと あたりが 昼間の ように 明るくな つた。 へ 

たんしょ うとう 

リコ プタ— が 探照灯 を、 地上へ 向けて 照らしつ けた 

の だ。 

「あ ッ」 春 木 少年 は、 岩に しがみついた。 

ぎらぎらと、 強い 光が、 春 木 少年の 左の 肩 を 照らし 

つけた。 

少年 は、 なんとはなしに 危険 を 感じ、 しずかに 身： K: 


を 右の 方へ 動かして、 ヘリ コプタ ー の 探照灯 からのが 

れ ようとした。 

しかし 探照灯 は 追い かけて 来る ようであった。 

春 木 は、 岩に ぴったりと 寄り そった まま、 身体 を 右 

の 方へ 移動して いった。 

すると、 彼 はとつ ぜん 身体の 中心 を 失った。 右足で 

踏んで いた 土が くずれ、 足 を 踏み はずした のだった。 

そこに は 草に かくれた 穴が あった。 身体が ぐら リと右 

力た も 

へ 傾く。 「あ ッ」 という 間もなく、 彼の 身体 は 穴の 中 

へ 落ち こんだ。 両手 をのば して、 岩 をつ かもうと した 

が、 だめだった。 


少年の 身体 は、 深く 下に 落ちて いって、 やがて 底に 

たたきつけられた。 それ は、 わりあいに やわらかい 土 

であった が、 彼 はお 尻 をした たかに ぶつつ け、 「う ン」 

と 呻り 声 を あげる と、 気 を 失った。 

気 を 失った 少年の そばに、 戸倉 老人が ゆずり 渡した 

ひとみ 

疑問の 義眼が 一 つ ころがつ ていた。 そして 義眼の 瞳 

は、 まるで 視力が あるかの ように、 上に 丸く 開いて い 

ぎ ようし 

る 空 を 凝視して いた。 

はな わざ 

空中 放れ 業 


穴の 中に 落ち こみ、 気 を 失って しまった 春 木 少年 は、 

だいか つげき 

その 直後に 起 つ た 地上の 大 活劇 を 見る ことができな 

かった。 

まったく、 彼の 思い も かけなかった ような 活劇の 幕 

が、 そのと き 切って 落された のであった。 

ヘリ コプタ ー から、 とつぜん、 だ だ だ だッ、 だ だ だ 

た ま 

だッ と、 はげしい 機関銃が 鳴り だした。 弾丸 は、 戸倉 

しんべ ん 

老人の 倒れて いる 身辺へ、 雨の ように 降り そそいだ。 

弾丸が 地上に 達して 石に あたる と、 ぴかぴか ッと 火花 


が 光り、 それが 夕暮 のうす 闇の 中に、 生き物の ように 

おどった。 だが、 弾丸 は、 戸倉 老人の まわりに 落ちる 

だけで、 老人の 身体 は 突き刺さなかった。 

「うわ ッ、 なんだろう」 滝つぼの 正面の 道路の 上に、 

少年の 姿が あらわれた。 春 木ではなかった。 牛 丸 少年 

いこま  たき 

であった。 彼 はよう やく 生 駒の 滝の 前に 今つ いたので 

あった。 彼に はま だ この 場の 事！! がの みこめて いな 

かった。 だから 身の 危険 を 感じる こ ともなく、 道の ま 

ん 中に 棒立ちに なって、 火花のお どり を、 いぶかしく 

眺めた のであった。 

が、 一瞬の のち、 彼 は 戸倉 老人の 倒れて いる 姿を認 


めた。 また、 つづいて 起った 銃声の すさまじ さに よつ 

て、 はっと 身の 危険 を 感じた。 

「あ、 あぶない」 牛 丸 少年 は、 身 を ひるがえ すと、 か 

かき 

たわらの 大きな 柿の 木に、 するすると のぼった。 牛 丸 

は、 木登りが 得意 中の 得意だった。 だから 前後の 考え 

もな く、 柿の 木なん かに よじ登つ たので ある。 それ は、 

彼のた めに、 幸福な ことではなかった。 

そのと きへ リコ プタ— は、 戸倉 老人の ま 上まで きた。 

胴の 底に 穴が あいて、 そこから 一本の 口— プが ゆれな 

がら、 まい 下って きた。 

すると、 口 ー プを 伝わって、 一人の 男が するすると 


下りて きた。 そのと き 口 ー プの先 は 地上に ついていた。 

さぎ ようい 

その 男 は、 力— キ 色の 作業衣に 身 を かためた 男だった。 

その 男 も 倒れて いる 戸倉 老人 も 共に 探照灯の 光の 中に 

あった。 

老人 は、 死んで しまった ように、 動かない。 

牛 丸 少年 は、 柿の 枝に つかまって、 この 有様 をび つ 

くりして 眺めて いる。 

作業衣の 男 は、 ついに 地上に 足 をつ けた。 口 ー プを 

放して、 戸倉 老人の 方へ 走りよ つた。 そして 膝 をつ い 

て 老人の 身体 を しらべ だした。 彼のた めに、 老人 は 二 

三度 身体 を 上向きに 又 下向きに ひつ くりかえされた。 


しばらく すると、 作業衣の 男 は 立 上って、 手 を ふつ 

て、 上のへ リコ プタ— へ、 合図の ような こと をした。 

ヘリ コプタ ー の 胴の 窓から も、 一人の 男が 上半身 を 出 

して、 下へ 手 を ふって 合図した。 

下の 男 は、 分ったら しく、 合図に 両手 を 左右への ば 

した 後で、 口 ー プの端 を 手に とって、 戸倉 老人に 近づ 

くと、 老人の 身体 を 口 ー プで ぐるぐ る 巻きに しばりつ 

けた。 

それから 自分 は、 老人よりも 口— プの 上の 方に ぶら 

下った。 

それが 合図の ように、 口 ー プ はぐん ぐんへ リコ プ 


タ ー の 方へ 巻き あがって いった。 へ リコ プタ— は、 宙 

に 浮いて、 じっとし ている。 この 有様 を、 牛 丸 少年 は、 

あっけに とられて 柿の 木の 上から 見て いた。 

ところが、 とつぜん 作業衣の 男が、 片手 を はなして、 

牛 丸 少年の 登って いる 柿の 木 を 指した。 と、 ぱっと 強 

い 探照灯の 光が 牛 丸 少年の 全身 を 照らしつ けた。 

「うわ ッ。 たまらん」 牛 丸 平 太郎は 生れつき ものおじ 

をし ない 楽天家で あつたが、 このと きば かリ は、 もう 

い き 

死ぬ かもしれ ない と 思った。 彼 は 目が くらんで、 呼吸 

をす る ことができ なくなった。 彼 は 懸命に、 両手と 両 

足で、 柿の 木の 枝に しがみつ いていた。 目 は、 全然 も 


の を 見分ける 力が なくな つ た。 

「柿の 木の 上で、 目 はみ えず」 

ヘリ コプタ ー の 音が 遠の いていつ たのが 分った とき、 

牛 丸 は、 ひとりごと をい つた。 俳句になる ぞと 思った。 

このと き、 ようやく すこしば かり、 ものの 形が 見え 

るよう にな つ た。 

「ひどい 目にあわせ よった」 

彼 は、 そろそろと 柿の 木から、 すべり 下りて いった。 

牛 丸 少年 は、 滝の 前に、 小一時間 もうろうろ してい 

た。 もう まっくらな 中 を、 あたり を 探し まわった。 

「お— い。 春 木 君 や— い」 と、 何十 べん も、 友 だち の 


名 を 呼んで みた。 しかし その 返事 は、 彼の 耳に 聞え な 

かった。 その 間に、 彼 は、 倒れて いた 人の あとへ も 行つ 

てみ た。 そこに は、 血の 跡ら しい ものが 黒ずんで 地面 

を 染めて いるの を 見た。 

「誰だろう、 ここに 倒れて いた 人 は」 

彼に は 事情が 分らな か つ た。 

へ リコ プタ ー で 救助 作業 を や つ たの かもしれ な いが、 

しかし その 前に、 はげしい 銃声の ような もの を 聞いた。 

それ を 聞きつ けたから、 彼 はび つくりして 柿の 木へ 

登った の だ。 彼 は 後で 考えて、 「ぼく は、 あのと き は、 

なんて あわてん 坊 であったろう」 と 苦笑した こと だつ 


た。 

いつまで たっても、 春 木 君が やって こない ので、 一 

時間ば かりたった 後に、 牛 丸 少年 は、 ひとりで 川 を 下 

りていった。 

牛 丸 はなん にも しらなかった、 ここに ふしぎな こと 

があった。 それ は、 戸倉 老人の 身体から はなれて とび 

散らばつ ていた 老人の 帽子 も 眼鏡 も、 共に その あとに 

残って いなかつ たこと である。 

それにしても、 重傷の 戸倉 老人 を 拾って いった、 へ 

リコ プタ— に 乗って いた 者 は、 何者であった ろうか。 

老人 を 救助に 来た 者 だと は 思われない。 もし 救助に 


来た 者なら ば、 老人 は 春 木 少年の 前で あのよう に 恐怖 

してみ せる はず はない の だ。 

すると、 あのへ リコ プタ— は、 戸倉 老人の ために は 

てきしゅ 

敵手に あたる 連中が 乗って いた ものであろう か。 

この 生 駒の 滝 を 背景と した 血 なまぐさい 謎に みちた 

ひとまく 

一幕 こそ、 やがて 春 木 清が 少年 探偵 長と して 全世界へ 

話題 をな げた 奇々 怪々 なる 「黄金 メダル 事件」 へ 登場 

する その 第 一 幕で あつたの だ。 


穴からの 脱出 


岩 かげの 穴の 中に 落ち こんだ 春 木 少年 は、 まだ 牛 丸 

君が その 附近に いた 間に、 われに かえる ことができた。 

彼 は、 牛 丸 君が 自分 を 呼ぶ 声 をた しかに きいた。 そ 

こで 彼 は、 穴の 中で 返事 をした ので ある。 いくど も 牛 

丸 君の 名 を 呼んで、 自分が ここにい る こと を 知らせた 

ので ある。 しかし 牛 丸 君 は、 ほかの 方ば かリを 探して 

いて、 春 木が 落ち こんでいる 穴の 上に は 近 よらな かつ 

た。 

そのうちに 牛 丸 は、 あきらめて、 生 駒の 滝の 前 を は 


なれ、 ふもとへ 通ず る 道 をお りていった。 

あとに 残されて 穴の 中に ひとりぼっち になった 春 木 

のま わり はだん だん 暗くな つてき た。 彼 は、 お尻 を さ 

すりながら、 あたり を 見 まわした。 

たま  ぎがん 

「あ ッ、 あの 球 だ」 彼 は、 そばに 戸倉 老人の 義眼が 落 

ちている の を 見つける と、 あわてて 拾い あげた。 

「何だろう。 ふしぎな もの だな あ。 おやおや、 目玉み 

き み 

たいだ ぞ。 こっち をに らんで いる。 ああ 気味が わる 

い」 

あまり 気味が わるい ので、 彼 は それ を ポケットの 中 

へし まった。 


「さあ、 なんとかして、 この 空つ ぼの 井戸から あがら 

なくて は」 

見る と、 空 井戸の 底に は、 横向きの 穴が あった。 人 

間が やっとく ぐって はいれる ほどの 穴だった。 しかし、 

気味が わるくて、 春 木 ははい る 気がしなかった。 彼 は 

立 上った。 そして 上 を 向いて いろいろと しらべて みた 

が、 そこに は 上から 口 ー プも なにも 下って いなかった。 

深さ は 十四 五メ— トルら しい。 

「土の 壁が 上まで やわらか いとい いんだが な あ。 そし 

てな にか 土 を 掘る ものが あると いいんだ が。 待てよ、 

ナイフ を 持って いるから これで 掘って やろう」 


春 木 は、 空 井戸の 土壁に、 足場の 穴 を 掘り、 それ を 

伝って 上へ あがる こと を 思いついた。 そこで、 早速 そ 

の 仕事 を 始めた。 

こんき 

それ は 手間の かかる 仕事で あつたが、 少年 は 根気よ 

く 土の 壁に 足場 を 一段ず つ 掘って いって、 やがて 穴の 

そとに 出る ことができた。 

ためいき 

「やれ、 ありがたい」 春 木 は、 そこで 大きな 溜息 を 一 

つして、 あたり を 見 まわした。 あた リは まっくらで 

あった。 そして まつ 暗闇の 中から、 滝の 音 だけが とう 

とうと 鳴り ひびき、 いっそう 気味の わるい ものにして 

いた。 


ただ 晴夜の ことと て、 星 だけが 空に きらきらと 明る 

く かがやい ていた。 しかし 星 あかり だけで は、 道と 道 

でない ところの 区別 はっかなかった。 彼 は、 山 を 下り 

る こと を 朝まで 断念す るし かないと 思った。 むり をし 

て 下りれば、 足 を ふみ すべらして 谷底へ 落ちる おそれ 

が ある。 

のじゅく 

「しょうがない。 今夜、 滝の 音 を 聞きながら 野宿 だ」 

しりもち 

春 木 は、 草の 上に 尻餅 をつ いた。 決心が つけば、 野 

宿 もまた おもしろくな いこと もない。 ただ、 明日に 

なって、 伯母た ちに 吒られ るで あろうが、 それ もし か 

たなし だ。 


春 木 は、 急に 腹が 空いて いるのに 気がついた。 ポ 

ケット を さぐった が、 例の へんな 球の 外になん にもな 

い。 みんなた ベて しまったの だ。 

そのうちに 寒くな つて 来た。 秋 も 十一月の 山の 中 は、 

更ける と共に 気温が ぐんぐん 下って いくのであった。 

「ああ、 寒い。 これ はやり 切れない」 空腹 はがまん で 

きる が 寒 いのは やり切れない。 どうか ならない ものが。 

「あ ッ、 そうだ。 ライタ ー を 持って いた」 

こういう ときの 用心に、 彼 は ズボンの ポケットに 

ひなわし き 

火緦 式の ライタ ー を 持って いる こと を 思いだ した。 そ 

うだ。 ライタ ー で 火 をつ け、 枯れ枝 を あつめて、 どん 


どんた き 火 を すれば いいので ある。 少年 は 元 気づ いた。 

すみび 

火緦 式の ライタ ー は、 炭火の ように 火が つくだけ で、 

まのお 

ろうそく のように 焰が 出ない。 それ はよ く 分って い 

たが、 彼 はこの 前、 火緦の 火に、 燃え あがり やすい 糸 

くず を 近づけて、 ふうふう 息 を ふきかける， J とに より、 

糸く ず を めら めら と 燃え あがらせて、 焰を つくった 経 

験が あった。 その 経験 を 今夜い かして 使う の だ。 

彼 は、 服の 裏 をす こし さいて、 糸く ずと 同様の もの 

を こしらえ、 それに ライタ— の 火 網の 火 を 燃え あがら 

せる ことに 成功した。 焰 はめら めら と、 赤い 舌 を あげ 

て 燃え あがった。 その 焰を、 枯れ草の かたまりへ 移し 


た。 火 は 大きくな つた。 こんど は、 それ を 枯れ枝の 方 

へ 移した。 火勢 は 一段と 強くな つた。 それから 先 はも 

たきび 

う 困らなかった。 明るい、 そして あたたかい 焚火が、 

どんどんと 燃えさ か つ た。 

あたたかく なり、 明るくな つたので、 春 木 少年 はすつ 

かり 元気に なった。 附近から 枯れ枝 をた くさん 集めて 

来た。 もう 大丈夫 だ。 

火に あたって いると、 ねむくな り だした。 昼間から 

の 疲れが 出て 来た ものら しい。 

ねむ 

しかし ここで 睡 つてし まって は、 焚火 も 消えて しま 

い、 風邪をひく ことになるで あろうと、 彼 は 気がつい 


た。 そこで、 なんとかして 唾らない 工夫 をし なくて は 

ならない。 彼 は 考えた。 

「そうだ。 さっき 戸倉のお じさんから もらった 球 をし 

らべ てみ よう」 

それ は、 この 際う つてつ けの 仕事だった。 少年 はポ 

ケット から、 例の 球 を 出した。 火に かざして、 彼 はは 

じめ て ゆっくり とその 品物 を 見た の だ。 

「や ッ。 これ は 眼 玉 だ。 気持が 悪い」 

彼 は ぞっと 背中が 寒くな り、 眼 玉 を 手から 下へ とり 

落とした。 眼 玉 は、 ころころと ころがって、 焚火の そ 

ばまで いった。 


「待てよ。 あれ はほんと うの 眼 玉 じ やない らしい。 あ 

あ、 そうだ。 義眼だろう、 きっと」 

彼 は、 自分が あわてん 坊 だった のに 気がついて、 お 

かしくな り、 ひとりで 笑った。 

「あ、 眼 玉が あんなと ころで、 焼けそう になって いる。 

たいへん、 たいへん」 彼 は あわてて、 もえさしの 枝 を 

手に とる と、 焚火の そばから 義眼 を 拾い出した。 

「あちち ちち ッ」 義眼 は あつくな つていて、 彼の 手 を 

焼いた。 彼の 手から 義眼 は 再び 地上に 落ちた。 すると 

義眼 は、 まん 中から ぱっくりと、 二つに 割れた。 

それ は 春 木 少年の ために は、 幸運であった といえる。 


なぜなら、 火で 焼けで もしなければ、 この 義眼 を 開け 

る こと は、 なかなか むずかしい ことであった から、 つ 

まりこの 義眼 は、 一種の 秘密 箱で あつたの だ。 この 球 

を 開く に は、 どんなにしても 一週間ぐ らい 考えなくて 

きゅうけい 

はならなかった の だ。 少年 は 幸運に も その 球形の 秘 

密箱を 火 の そばで 焦がし たがために、 秘密 箱 のからく 

り は 自然に 中で はずれ、 彼が 二度目に 手から 地面の 上 

へ 落とす と、 ぱっくりと 二つに 割れた ので ある。 しか 

し、 これに は 春 木 少年 はお どろいて、 目 を ぱちくりし 

た。 

「おや。 中に なに かはいつ ている ぞ。 ああそう か。 あ 


れ なんだ な。 あのお じさんの いった こと は噓 でな いら 

しい」 

ばく だ い 

莫大なる 富 だ。 世界的の 宝 だ。 いったい それ は 何で 

あろう か。 

春 木 少年 は、 手 をのば して、 二つに 割れた 戸倉 老人 

の 義眼 を 手に とって 調べた。 

「ああ、 こんな ものが はいって いる」 

きぬ 

義眼の 中には、 絹の ような きれで 包んだ ものが は 

いっていた。 中には、 なに かかたい ものが ある。 

絹の きれ を あける と、 中から 出て 来たの は 半月形の 

平った い 金属 板だった。 かなり 重い。 そして 夜目に も 


ぴかぴかと 黄い ろく 光って いる。 そして その上に は、 

うき まリ  ま 

うすく 浮彫に なって、 横 を 向いた 人の 顔が 彫りつ けて 

くさ リ いか リ 

あり、 その まわりに は、 鎖と 錨が ついていた。 裏 を 

かえして みると、 そこに は 妙な 文字の ような ものが 

よこがき 

横 書に なって 数 行、 彫りつ けて あった。 しかし それが 

どこの 国の 文字 だか、 見た ことのない ものだった。 

古代 文字と いうよりも、 むしろ 音符 号の ようであった 

「金貨の 半分み たいだが、 こんな 大きな 金貨が あるん 

だろう か。 とにかく 妙な もの だ。 いったい これ は 何 だ 

ろうか」 

と、 彼 は その ぴかぴか光る 二つに 割られた 黄金の メ 


ダル を、 ふしぎ そうに 火に かざして、 いくど もい くど 

も 見直した。 

「字 は 読めない し、 それに 半分 じ や、 しょうがな いが、 

これで も あのお じさんが いったよ うに、 これが 世界的 

な 莫大な 富と 関係が ある もの かな あ」 

せっかく もらった が、 これで は 春 木 少年に とってち 

んぷん かんぷんで、 わけが 分らなかった。 

さあ、 どういう ことにな るか。 

そのと き、 一陣の 山風が さっと 吹き こんで きて、 枯 

葉が まい、 焚火の 焰が 横に ふきつけられて、 ぱちぱ ち 

と 鳴った。 すると 少年の すぐ 前で、 ぼ— ッと 燃え 出し 


たもの が ある。 

「あつ、 しまった」 

それ は、 この 半月形の 黄金 メダル を 包んで あった 絹 

のきれ だった。 それに は 文字が 書いて ある ことが その 

とき 始めて 春 木 少年の 注意 を ひいた ので ある。 火 は、 

その 絹の ハンカチ ー フ みた いなもの を、 ひとな めに し 

て 焼きつ くそうと している。 少年 は、 驚いて、 火の 中 

へ 手 をつつ こみ、 燃える 絹の きれ を とりだす と、 靴で 

ふみつけた。 

火 はよう やく 消えた。 

「やれやれ。 もちつ とで 全部 焼いて しまう ところ だつ 


た」 

焼け残つ たの は その 絹の ハンカチ ー フの 半分よ リす 

こし 小さい 部分だった。 それに はこ まかく 日本 文字が 

書いて あった。 少年 は、 その 文字 を 拾って 読み出した 

が、 なにしろ 半分ば かりが 焼けて しまったので、 その 

文字 はつながら なかった。 

だが、 少年 は 読める だけの 文字 を 拾って いた。 が、 

急に 彼 は 顔 を こわばらせ ると、 

「ああ、 これ はたい へんな もの だ」 と 叫んだ。 にわか 

に 彼の 身体 はぶる ぶる とふる えだして、 とまらな か つ 

た。 


なぜであろう か。 

いったい その 焼けの こりの 絹の きれ は、 どんな こと 

が 書いて あった ろうか。 そして 半月形の 黄金の メダル 

こそ、 いかなる 秘密 を、 かくして いるの だろう か。 

しんざん 

深山に は、 にわかに 風が 出て 来た。 焚火の 火の 子が 

暗い 空に まいあがる。 

ろく てんさん さ い 

六 天 山塞 


さて、 戸倉 老人 を さらって いったへ リコ プタ ー は ど 

こへ 飛び去つ たか。 

ぼしょく 

ヘリ コプタ ー は、 暮色に 包まれた 山々 の 上 すれすれ 

に、 あるとき は 北へ、 あるとき は 東へ、 また あるとき 

は 西へ と、 奇妙な 針路 をと つて、 だんだんと、 奥山へ 

はいりこんだ。 

約 一時間 飛んで から そのへ リコ プタ— は、 闇の 中 を 

しずしずと 下降し、 やがて、 ぴったりと 着陸した。 

その 場所 は、 どういう 景色のと ころで、 その 飛行場 

は どんな 地形に なって いるの か、 それ は 肉眼で は 見え 

なかった。 なにしろ、 日 は とつぷり 暮れ、 黒白 も 見 わ 


けられぬ ほどの 闇の 夜だった から。 ただ、 銀河ば かり 

が、 ほの 明るく、 頭上 を 流れて いた。 

このへ リコ プタ ー に は、 精巧な レ ー ダ ー 装置が つい 

あんや 

ていたから、 その 着陸 場 を 探し 求めて、 無事に 暗夜の 

着陸 を やりとげる こと は、 わけの ない ことだった。 

レ ー ダ ー 装置 は、 超 短 電波 を 使って、 地形 を さぐった 

り、 高度 を 測ったり、 目標との 距離 を だしたり する 器 

械で、 夜間に は 飛行機の 目と してたい へん 役立つ もの 

だ。 

こうして へ リコ プタ— は 無事 着陸した。 しかも まち 

がいな く 六 天 山塞へ もどって 来たので ある。 


六 天 山塞と は、 何で あるか？ 

この 山塞に ついて、 ここにく わしい 話 をのべ るの は 

ひかえよう。 それよりも、 ヘリ コプタ ー の あとに つい 

ていって、 山塞の もよう を 綴った 方が いいであろう。 

そのへ リコ プタ ー が 無事 着陸す ると、 操縦席から 青 

い 信号灯が うち ふられた。 

すると、 ごお ー ッ という 音が して、 大地が 動きだし 

た。 へ リコ プタ— をのせ たま ま、 大地 は 横にす べつて 

いった。 

か つ そうろ 

それ は大 仕掛な 動く 滑走路であった。 細長い 鉄片 を 

組立て て こしらえた 幅 五メ— トルの 滑走路で、 動力に 


よ つて これ はべ ルト式 運搬 機の ように 横にす ベ つ て 動 

いていく。 そうしてへ リコ プタ ー は、 山腹に あけられ 

どうもん 

た 大きな 洞門の 中へ 吸い こまれて しま つ た。 

とま 

それから 間もなく、 動く 滑走路 は 停った。 そしてう 

しろの 洞穴の あたりで、 がらがらと 鉄扉の しまる 音が 

聞え た。 

まぶ 

その 音が しなくな ると、 とつぜん ぱっと 眩しい 光線 

がへ リコ プタ ー の 上から 照らしつ けた。 洞門の 中の 様 

子が、 その 瞬間に、 はっきりと 見える ようになった。 

ひとむね 

そこ は 建築した ばかりの 大工 場で、 この 一棟へ はいつ 

た。 土 くれの 匂いな ど はなく、 芳香 を 放つ 脂の 句い 


があった。 そして 壁 も 天井 も 明るく 黄い ろく 塗られて、 

がんじょう  めいさい 

頑丈に 見えた。 ただ 床 だけ は、 迷彩 を ほどこした 

こうざ い 

鋼材の 動く 滑走路が まん 中 を つらぬいて いるので、 異 

様な 気分 を あおりた てる。 

ばた ばた と、 へ リコ プタ— を かこんだ 五六 名の 腕ぷ 

けいき じゅう 

しの 強そう な 男た ち は、 ピストル や 軽機 銃 を かまえて 

とラ じょ ラ しゃ 

へ リコ プタ— の 搭乗者へ 警戒の 目 を 光らせる。 彼ら 

の 服装 は、 まちまち であり、 背広が あった リ、 作業衣 

であった りした。 

きどう 

すると 機 胴の 扉が あいて、 一 人の 長髪の 男が 顔 を だ 

した。 彼 は 手 を 振って、 


「大丈夫 だ。 奴さん はもう あばれる 力なん かないよ」 

いこま  たき 

といった。 この 男 は、 生 駒の 滝の 前で、 緦ば しご 伝 

いに ヘリ コプタ ー から 下りて きて、 戸倉 老人 を 拾い あ 

なみた つじ 

げた 男だった。 波立 二と いって、 この 山塞で は、 にら 

みのき く 人物だった。 

そのと き、 奥から 中年の 男が 駆け だしてき て、 波立 

二に 声をかけた。 

「おい。 戸倉 はま だ 生きて いるか。 心臓の 音 を 聴いて 

みてくれ」 心配そう な 顔だった。 

「脈 はよ くありません よ。 でも まだ 生きて います」 

「新しく 傷 を 負わせた のじ やな かろうね。 そうだった 


ら、 頭目の きげんが 悪くなる ぜ」 

き ど 

「ふん、 木戸さん、 心配な しだよ。 おれが そんなへ ま 

を やる と 思います か。 射撃に かけて は —— 」 

「そんなら いいんだ。 担架 を 持って くるから、 その ま 

まにして おいて くれ」 

おももち 

木戸と よばれた 中年の 男 は、 ほっとした 面 持に なつ 

て、 うしろ を 振 返った。 担架 を かついだ 一隊が、 停つ 

た エレべ —タ ー から ぞろぞろ とでて くるの が 見えた。 

まじ 

その 中に、 ひとりい やに 背の 高い 人物が 交って いた。 

つる  でこぼこ 

首が 長くて、 ほんと に 鶴の ようで ある。 顔 は 凸凹が は 

さんか くす い 

げしくて 岩 を 見る ようで、 鼻が 三角錐の ようにと が つ 


て 前へ とびだし ている。 もう ひとつ とびだして いるの 

まゆげ 

は、 太い 眉毛の 下の 大きな 両眼 だ。 鼻の 下に は、 うす 

い 髭が はえて いる。 かますの 乾物の ように、 やせ 細つ 

ている 彼。 そして 背広の 上に、 まつ 白の 上つ ぱりを 

おおまた 

長々 と 着て、 大股で すたすたと やって来、 もの もい わ 

ずに へ リコ プタ— の 上へ 登って はい つた。 

彼 は、 すぐで てきた。 そして 木戸の 前に 立って、 も 

の いいたげ に 相手 を 見下ろした。 

「どう だね、 机 博士」 木戸 は、 さいそく する ように、 

机 博士の 小さく 見える 顔 を 仰いだ。 

「ふむ、 頭目の 幸運て えもの さ。 この おれ 以外の 虾何 


なる 名医に かけても、 あの 怪我人 は あと 一 時間と 生命 

が もたない ね」 

机 博士 は、 表情の ない 顔で、 自信の ある ことば をい 

い 切った。 

「ほう、 助かる か」 木戸 は 顔 を 赤く した。 

「ではす ぐ 手当 をしても らうんだ。 頭目 は、 すぐに も 

戸倉 を ひき 寄せて、 話 をした いんだろ うが、 いったい 

これから 何時間 後に、 それが できる かね」 

せけんなみ 

「世間 並に いえば、 三 週間 だよ」 

「君の 引受けて くれる 時間 だけ 聞けば いいんだ」 

「 ザ J の 机 博士が 処置 をす るなら 今から 六 時間 後 だ。 そ 


れ なら 引受ける」 

「よし、 それで 頼む。 頭目に 報告して おくから」 

「今から 六 時間 以内 は、 どんな ことがあっても だめ。 

た ま  きわ 

一語 も 聞け ない といって おいて くれた まえ。 銃弾 は 際 

どい ところで、 心臓 を 外れて いるが、 肺 はめち やめち や 

だ。 もの をい えば、 血と あぶくが ぶくぶく 吹きで る。 

普通なら すでに、 この 世の 者で はない さ。 しかし 奴 さ 

かしょ 

ん、 うまい 工合に 傷の 箇所に、 血 どめの ガ— ゼ —— ガ— 

ゼじ やない が、 きれ を 突 込んで、 器用に その上 を 巻い 

て ある。 奴さんに とって は、 これ はう ちの 頭目 以上の 

幸運 だつ たんだ」 


博士 は ひとりで 喋った。 

「手術 はこ こです るから、 医局 員で ない 者 は どこかへ 

行っても らいたい ね」 

「え、 ここです るの か、 机 博士」 

「そうさ。 どうして、 この 重態の 病人 を、 動かせる も 

のかね。 狭くても、 しょうが ないやね」 

と、 博士 はい つた。 

「電気の 用意が できました」 

部下の 合図が あった。 博士 は 再びへ リコ プタ ー の 座 

席へ もぐりこんだ。 


だんそう  とうもく 

男装の 頭目 


それに つづく 同じ 夜、 正確に 時刻 をい うと、 午前 二 

時 を 五分ば かりま わ つ た 時で あ つ た。 

ろく てんさん さい  しば けんじゃく 

この 六 天 山塞の 指揮権 を 持って いる 頭目の 四 馬 剣 尺 

は 重傷の 戸倉 老人と 会見す る ことにな つ た。 

戸倉 老人 は、 車が ついている 椅子に しっかり ゆわき 

つけられた まま、 四 馬頭 目の 待って いる 特別室へ 運ば 

れ こまれた。 その そばに は 机 博士が、 風に 吹かれて い 


る 電柱の ような かっこうで、 つきそつ ていた。 

頭目 は、 ゆったり と 椅子から 立ち あがり、 力 ー テン 

をお し 分けて、 戸倉 老人の 方へ 歩みよ つた。 

彼の 風体 は、 異様であった。 

四 馬 剣 尺 は、 六尺に 近い ほどの 長身であった。 そし 

てうん と 肥えて いたので、 横綱に しても はずかしくな 

すそ 

いほ どの 体格だった。 彼 は その りっぱな 身体 を 長い 裾 

を 持った 中国服に 包んで いた。 彼の 両手 は、 長い 袖の 

中に かくれて 見えなかった。 

その 中国服に は、 金色の 大きな 竜が、 美しく 剌繡し 

てあつた。 見る からに、 頭が 下る ほどの すばらしい 模 


様であった。 

四 馬 剣 尺の 顔 は 見えな か つ た。 

かんむ リ 

それ は 彼が、 頭の 上に 大きな 笠 形の 冠 を かぶって 

いたからで、 その 冠の まわりの ふちから は、 黒い 紗で 

作った 三重の 幕が 下りて いて、 あごの 先が ほんの 

ちょっぴり 見える だけで、 顔 はすつ かり 幕で 隠れて い 

た。 

「おい、 戸倉。 今夜 は 早い ところ、 話 をつ けよう じ や 

ないか」 頭目 四 馬 は、 おさえつける ような 太い 声で 戸 

倉 老人に いった。 

いすぐ る ま 

戸倉 は、 青い 顔 をして、 椅子 車の 背に 頭 を もたせ か 


け、 黙りこく つていた。 死んで しまった のか、 睡 つて 

いるの か、 彼の 眼 は、 茶色の 眼鏡の 奥に 隠れて いて、 

あいている のか、 ふさいで いるの か 分らない から、 判 

断の つけよう がない。 

「おい、 返事 をし ないか。 今夜 は 早く 話 をつ けて やろ 

うと、 こっち は 好意 を 示して いるのに、 返事 をし ない 

そういって 四 馬 は、 長い 袖 をのば すと、 戸倉の 肩 を 

つかんで 揺ぶ ろうとした。 

「おっと 待った、 頭目」 と、 とつぜん 停めた 者が ある- 

机 博士であった。 彼 は、 頭目の 前へ 進みで た。 


「頭目。 あんた から、 わが 輩が 預っ ている この 怪我人 

きせきてき 

は、 奇蹟 的に 生きて いるんで すぞ。 手荒な こと をして 

この 老 ぼれ が 急に 死んで しまっても、 わが 輩 は 責任 を 

おわんです ぞ。 一 言お ことわりして おく 次第で ある」 

机 博士 は、 俳優の ように 身ぶ リも 大げさに、 戸倉 老 

人が 衰弱し きってい る こと を 伝えた。 

「ちかごろ 君の 手術の 腕前 もに ぶった と 見える」 

「肺臓の 半分 はめち やめち やだった。 それ を 切り取つ 

て そのかわりに 一時、 人工 肺臓 を 接続して ある。 当人 

が、 自分の 手で 人工 肺臓 を 外す と、 たちまち 死んで し 

まう。 つまり 自殺に 成功す る わけ だ。 だから このと お 


り 椅子に しばりつけて ある わけ だ。 当人が あばれん 坊 

だからし ばりつ けて ある わけで はない。 以上、 責任者 

として 御注意して おきます」 

と、 机 博士 は 手 を 振り 足 を 動かし、 ひびの はいった 

ガラスの コップの ような 戸倉 老人の 健康状態 を 説明す 

ると、 うやうやしく 頭目に 一 礼して、 椅子 車のう しろ 

へ 下った。 

「博士。 しかし この 老 ぼれ は、 喋れない わけ じ やな 

かろう」 

「ここ へ 担ぎ こまれた とき は、 血の あぶく を ごぼごぼ 

口から ふきだして、 お喋り は 不可能だった。 が、 今 手 


当 をした から、 発声 はでき ます。 もっとも 当人が 喋る 

気にならな いと 喋らないで しょうが、 それ はわが 輩の 

仕事の 範囲で はない」 

戸倉 老人に 返事 をさせる か、 させない か は、 頭目、 

あんた の 腕 次第 だよ —— と、 いわない ばかりだった。 

「ふん」 頭目 は、 つんと 首 をた てた。 「わし は 知りたい 

と 思った こと を 知る だけ だ。 相手が 柿の 木で あろうと、 

人間で あろうと、 太陽で あろうと、 返事 を させないで 

はおかぬ。 それに、 このごろ わし は 気が 短くな つて、 

相手が ぐずぐずして いると、 相手の 口の 中へ 手 をつつ 

こんで、 舌 を 動かして 喋らせた くな るんだ。 すこしら 


んぼ うだが、 気が短いんだ からしよ うがない」 

机 博士 も 木戸 も、 その他の 幹部た ち も、 おた がいの 

顔 を 見合した。 頭目が そんな こと をい う ときには 頭目 

はき つ とす ごい こと を やつ て、 部下た ち をび つ くり さ 

せる のが 例だった。 その 前に、 頭目 は、 しっかり とし 

た 計画 をた てて おく。 それから それに 向って ぐんぐん 

進める のだった。 だから、 成功し ない ことはなかった。 

らんぼう 者の ように 見えながら、 その実 は どこまでも 

心 を こまかく 使い、 抜け目の ない こと をす る 頭目 だつ 

た。 部下た ちが、 頭目に 頭が 上らな いのも、 そこに 原 

因が あった。 


はたして、 その 夜ので きごと は、 後日に なって 部下 

たちが たびたび 思いだ さないで はいられない ほどの、 

重大な 意味 を 持って いた。 その 重大なる できごと は、 

今、 彼らの 目の前で くりひろげられようと している の 

だ。 

いのち 

「おい、 戸倉。 きさまの 生命 を 拾って、 ここへ 連れて 

きて やる までに は、 三人の 生命が ぎせいに なって いる 

の だぞ。 きさま を 救う ためにき さま を 襲撃した 一 一人 連 

れ のらん ぼう 者 を 撃ち 倒した の は、 わしの 部下だった。 

可哀 そうに 自分 も 撃 たれて 生命 を 失った。 死ぬ 前に、 

彼 は 携帯 用 無電 機で その 場の こと をく わしく わしのと 


ころへ 報告して きた。 報告が 終る と 彼 は 死んだ の だ。 

いい 部下 を、 きさまの ために 失って しまった。 わし は、 

きさまから 十分な 償い を 受けたい」 

「私 だ つ て、 ひどめ 目に 〔# 「ひどめ 目に」 は ママ U あつ 

ている。 おたがいさま だ」 

戸倉 老人が、 はじめて 口 をき いた。 軽蔑 を こめた 

ごちょう 

^口 周、 いこ。 

「ふん。 なんとで もい うがいい」 頭目 四 馬 は 軽く うけ 

流す と、 一歩前進した。 「そこで わし は 取引 を 完了し 

おうごん  みかづき 

たい。 おい、 戸倉。 きさまが 持って いる 黄金の 三日月 

を、 こっちへ 渡して しまえ 一 


四 馬がず ばりと 戸倉 老人に 叩きつ けた ことば！ そ 

れは あの 黄金 メダルの 片 われ を 要求して いるの だった。 

「なにが 欲し いんだ か、 私に は ちんぷん かんぷんだ」 

老人 は、 いよいよ 軽蔑 を こめて いう。 

「こいつが、 こいつが …… 。 きさまが 黄金の 三日月 を 

知らない ことがあ るか。 きさまが 持って いる こと は、 

ちゃんと 種が あがって いるんだ。 早く 渡して しまった 

方が、 とく だぞ」 

「わし はそんな もの は 知らない。 もちろん、 持って は 

いない。 いくどき かれても、 そういう ほかない」 

戸倉 老人の 語調 は、 すこし 乱れて きた。 机 博士 はう 


しろで 注射 薬 の ァ ンプ ルを 切る。 

「知らない とはい わせない。 では、 これ を 見よ」 

四 馬 は、 とつぜん 右手で 長い 左の 袖 を まくりあげた。 

左の 手首が あらわれた。 そのお や 指と ひとさし 指との 

間に 支えられて、 ぴ かりと 光る 小さな 半月形の ものが 

あった。 例の 黄金 メダルの 片 われであった。 しかし こ 

れは春 木 少年が 今 持って いる あの 片 われと は 形が ち 

がって いた。 

つまり、 春 木 少年の 持って いるの は、 片 われに ちが 

いないが、 半分より すこし 大きく、  メダルの 中心から 

角 を はかる と、 百 八十 よりも 二十 S ばかり 大きい。 


今、 四 馬が 指の 先につ まんで 見せた の は、 半分より 小 

おうぎがた 

さい もので 扇形 をして いる。 

それ を 頭目 は 戸倉の 前へ つきつけた。 

「どう だ。 これが 見えない か」 

「ぁッ それ だ。 や、 汝が 持って いたの か。 ちえ ッ」 

戸倉 老人 は、 かん 高い 声で 叫ぶ と、 手 を 延ばそうと 

した。 しかし 手足 は、 椅子 車に 厳重に しばりつけられ 

てあつて、 手 を 延ばす どころではない。 彼 は 残念が つ 

て、 か ッとロ を あくと、 頭目の さしだし ている 黄金 メ 

ダル を 目が けて、 かみついた。 

「おっと、 らんぼうして は 困る。 はつ はつ はつ」 


頭目 は、 あやうい ところで、 手 を 引いた。 

「はつ はつ はつ。 これが 欲し いんだな。 きさまに くれ 

て やらない でもない が、 その 前に、 きさまが 持って い 

る 他の 半分 を こっちへ だせ。 一週間 あずかったら、 両 

方と も、 きれいに きさまに 返して やる。 どう だ、 いい 

条件だろう が。 うんと いえ」 

このと き 戸倉 は、 ぐったり として、 頭 を 椅子の 背に 

つけた。 目 をむ いている のか、 目 をと じている のか、 

それ は 茶色の 眼鏡に さえぎられて 分らない が、 彼の 両 

肩が はげしく 息をつい ている ところ を 見る と、 戸倉 老 

人 は 今なん ともい えない 悪い 気持に なって 苦しんで い 


る ものと 思われる。 もちろん、 彼 は 頭目の 話しかけに、 

一 度 もこた えない。 

「黙って いて は、 わからん じ やない か。 わし は 早い 取 

引 を 希望して いるの だ。 おい、 戸倉。 きさまが 黄金 三 

日月 を かくして いる 場所 を わしが 知らないと でも 思う 

のかい」 

それ を 聞いて 戸倉 老人 は、 ぎょっと 身体 を かたくし 

た。 

「はは は。 今 さら あわてても だめ だ。 わし は 気が短い。 

欲しい もの は、 さっそく 手に入れる。 まず、 これから 

外して …… 」 


四 馬の 手が、 つと 延びた。 と 思う と、 戸倉 老人が か 

けて いた 茶色の 眼鏡が、 頭目の 手の 中に あった。 眼鏡 

そうはく 

を もぎ とられた 老人の 蒼白な 顔。 両眼 は、 かたくと じ、 

唇が わな わなと ふるえて いる。 

「ふ ふ ふ。 きさまが おとなしく していれば、 わし は 乱 

暴 を はたらく つもり はない。 そこで わしが 用の あるの 

ぎが ん 

は、 きさまが 目の 穴に 入れて ある 義眼 だ。 それ を 渡し 

て もらおう」 

「許さぬ。 そんな こと は 許さぬ。 悪魔め」 

老人 は大 あばれに あばれた いら しいが、 手足の いま 

しめ は、 ぎゅっとお さえつけ る。 


四 馬 は それ を 冷やかに 見下して、 

「ええと、 きさまの 義眼 はたし か 右の 方だった な。 お 

い、 みんなき て、 戸倉の 頭 を、 椅子の 背に おしつけて 

いろ」 

木戸 や 波 や、 その他の 部下が 戸倉に とびついて、 頭 

目が 命じた とおり、 椅子の 背に おしつけた。 戸倉の 鳥 

打 帽子がぬ げかかった。 四 馬 は その 前に 進みよ つて、 

右手 を 延ばす と、 戸倉の 右 眼 を 襲った。 

エックス線 のかげ 


頭目の 手に は、 戸倉の 義眼が のって いる。 

いれもの 

「ふん。 これが 黄金の 三日月の 容器と は、 考え やが つ 

たな。 しかしこう なれば、 お気の毒 さま だ。 ありがた 

ちょうだ い 

く 頂戴して しまおう。 いやま だお 礼 をい うの は 早い。 

この 中から 三日月 さま を ださなくて は …… 」 

頭目 は、 義眼 を 両手の 指先で 支えて、 くるくる とひつ 

くりかえして みた。 しかし、 義眼の どこ を どう すれば 

開く のか、 見当が つかなかった。 その 開き 方 は、 

まう じんぶ つ 

某 人物より 一応き いてお いたので あるが、 どこ をき き 


まちがえ たか、 彼の 記憶に あると おりに、 義眼の 上下 

を 持って 左右に ねじって みても、 さっぱり あかない の 

だった。 

(ふ ー ン、 こいつ はまず い) と、 頭目 は 心の中で 舌 打 

ち をした。 だが、 それ を 今 顔色に あらわす こと は 戸倉 

に対して も、 また 部下に 対しても おもしろくない。 

が、 問題 は、 それです む ものではなかった。 早く こ 

れを 開いて みる 必要が あ つ た。 

かなづち 

「おい 木戸。 大きな 金槌 を 持って こい。 急いで 持って 

こい」 

と、 頭目 は 命令した。 


「はい」 と 返事 をして 木戸が 引 込んで から、 再び 彼が 

この 部屋に あらわれ るまで、 ちょっと 時間が あった。 

一座 は、 ここで ほっと 一息 いれた。 

きょうしん ざ い 

机 博士 は、 戸倉 老人の 腕に、 強心剤 の 注射 を 終える 

と、 自分の 指先 を アル コー ルの ついた 脱脂綿で 拭って、 

それからぎ ゅッ とくび を 延ばして 背の びした。 

「ねえ、 頭目。 もう 一 回、 今みたい な 手 あらな こと を 

なさる と、 わが 鼠 はこの 人物の 生命に ついて 責任 をお 

いません ぜ。 これで 二度目の 警告です」 

と、 机 博士 は、 しずかに いい 放った。 これに 対して 

頭目 はだ まりこく つていた。 博士 は、 肩 を すぼめた。 


そこへ 木戸が もどって きた。 頭の 大きな 金槌 を 頭目 

に 度す。 

「これでい いんです かね」 

「うん」 

頭目 は、 卓子の 上に 義眼 をお いた。 そして 金槌 を 

握った 右手 を ふり かぶって、 義眼の 上に 打ち下ろそう 

とした。 

「頭目。 ちょ つ と 待った」 

と、 声をかけた 者が ある。 机 博士だった。 

頭目 はい やな 顔 をして、 博士の 方へ 首 を 向けた。 

「頭目。 金槌で 義眼 をう ち 割って、 中の もの を 見よう 


というん でしよう。 しかし それ はまず いな あ。 かんじ 

んの ものに 傷が つくお それが ある」 

「じゃあ、 どうしたらいいと いうんだ」 

「その 黄金 三日月と やら は、 もちろん、 金属でしょう 

プラ スティック 

義眼 は樹 脂 だ。 それならば、 その 義眼 を、 ここに あ 

エック ス  とうし 

る X 線 装置で もって 透視 すれば、 いともかんたんに 

問題 は 解決す る。 なぜと いって、 X 線 は、 樹脂 をら く 

に 透す が、 黄金 は 透さない。 だから、 中に ある 黄金 三 

日月が、 かげに なって、 ありあ リと 蛍光板の 上に あら 

われる。 どうです。 いい 方法でしょう がな」 

と、 机 博士 はう しろから 携帯 用 X 線 装置 を 持ち だし 


てきて、 頭目の 前の 卓子の 上に おいた。 この 装置 は、 

きょう ぷ  こっせつ 

さっき 戸倉の 胸部の 骨折 を 調べ るた めに 使った もので 

あった。 

「これ は 名案 だ。 じゃあ これに X 線 を かけて 見せて く 

れ」 

と、 頭目 は、 あんがい すなおに 頼んだ。 

「よろし ゆう) ，- ざる」 

博士 はそう いって、 装置からで ている 長い コー ドの 

先の プラグ を、 電源 コンセントに さしこんだ。 それ か 

らばち ンと スィッチ を ひねって、 目盛 盤 を 調整した。 

すると 光線 蔽 いの ある 三十 センチ 平方ば かりの 四角い 


幕 を 美しい 蛍光が 照らした。 この 蛍光 幕と X 線 管との 

け いこう まく がいこつ 

間に、 博士 は 手 を 入れた。 すると 蛍光 幕に 骸骨の 手首 

がうつつ た。 博士の 手だった。 

「さあ 用意 はよ ろしい。 ここへ 義眼 を さし 入れる。 そ 

して こ つちから 蛍光 幕 をの ぞくと 見えます」 

と、 博士 は 身体 を 横に ひらいて 頭目 を さしまねいた _ 

頭目 は、 X 線 装置の 前へ 進んで、 博士から いわれた 

とおりに した。 蛍光 幕へ 戸倉の 義眼の りんかく がう 

つった。 うつった の は その 義眼ば かリ ではない。 頭目 

の 右の 手首が うつった。 どの 指 かに はめて いる、 幅の 

ひろい 指環もう つった。 


「あ ッ」 頭目 は 低く さけんで、 手 を 引き あげた。 しば 

らくす ると、 また 義眼 をつ かんだ 手が うつった。 その 

指に は、 指環が はまって いなかった。 頭目 は、 すばや 

く 左手に 持ち かえた ので ある。 

「どうです。 見えます か」 と、 机 博士が きいた。 

「三日月の 形 をした もの は 見えない」 

頭目が、 X 線の 中で 義眼 をぐ るぐ る まわして みるが、 

義眼 はすつ かりす きとお つていて、 金メダルの 黒い か 

げ はない。 

きんぞく  〈 ん 

「ああ、 その 中には、 金属片が はい つて いないの です」 

と、 机 博士が 横からの ぞいて みて、 そういった。 


「しかし、 そんな はず はな いんだ」 

頭目 は、 怒った ような 声で いって、 手 を X 線 装置 か 

ら だすと、 義眼 を 卓上に おいた。 

が— ンと、 大きな 音が して、 義眼が 金槌で 叩きつ ぶ 

された。 頭目が、 かんしゃく をお こして、 やっつけた 

ので ある。 X 線 装置が 検出した 結果 を 信じなかった の 

だ。 破片が あたりに とび 散った。 まわりに いた 者 は、 

ぁッと 叫んで、 口 をお さえた。 

が、 その 結果 は、 義眼の 中には、 なにも 隠されて い 

ない という ことが 分った だけで ある。 

「うう— む」 と、 頭目 は 呻った。 


しばらく 誰も 黙って いた。 嵐の 前の しずけさ だ。 

ほ 

と、 とつぜん 頭目が 肩 をい からして 吠え 立てた。 

「やい、 戸倉。 どこへ 隠した のか、 黄金 メダルの 片割 

れ を！」 

「わし は 知らぬ。 いや、 たとえ 知って おった としても、 

お前の ような らんぼう 者に は 死んでも 話さぬ」 

戸倉 老人 は、 のこる 一眼 を 大きく むいて、 四 馬 をに 

ら みつけた。 

「わしが 知りたい と 思った こと は、 かならず 知って み 

せる。 そうか。 きさまの 義眼と いうの は、 もう 一方の 

眼なん だな」 


というと、 頭目 は、 又もや 戸倉に とびかかった。 そ 

して 彼の 指 は 戸倉の 左の 眼 を 襲った。 

ねこ おんな 

猫 女 


「あ、 あぶない。 待った」 

叫んだ の は 机 博士 だ。 あぶない と、 大きな 声。 そし 

て やにわに、 頭目の 手首 をつ かんで 引きと めた。 

「なぜ、 とめる？」 


「お待ちなさい。 戸倉の 残る 一眼 は 義眼ではないです。 

ほんものの 眼です よ。 抜き取ろ うたって、 取れる もの 

です か。 やれば、 器量 を さげる だけです よ。 頭目、 あ 

ん たが 器量 を 下げる のです よ」 

そうい われても、 頭目 は 戸倉 老人の 頭髪 をつ かまえ 

て、 放そうと はしなかった。 

「頭目、 よく 見て ごらんなさい。 ほんものの 眼 だとい 

うこと は、 目玉 をよ く 見れば 分ります よ。 瞳孔 も 動く 

し、 血管 も 走って いる」 

そういって 机 は、 携帯 電灯 を 戸倉の 眼の 近くへ さし 

つけた。 


頭目 は、 戸倉の 眼の 近くへ 顔 を 持って いった。 そし 

てよ く 見た。 なんども よく 見た。 どうやら、 こっち は、 

ほんものの 目玉ら しい。 

そのと きだった。 頭目の 注意力が、 急に 戸倉の 目玉 

から 放れた。 彼 は、 自分の 顔へ、 下の 方から 光が あたつ 

ている ように 思った ので ある。 そのと おりだった。 机 

博士が 手に もっている 携帯 電灯の 光の 一部が、 偶然 か、 

おお  しゃ 

それとも 故意 か、 頭目の 顔 を蔽ぅ 三重の 紗 のきれ の 下 

から はいって きて、 彼の 顔 を 下から 照して いるので あ 

る。 

(あ ッ) 


ぶれいもの 

「無礼者！」 と 頭目が 叫ぶ のと、 机 博士の 手から 携帯 
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電灯が 叩きお とされる のと、 同時であった。 

博士 は、 手 をお さえて、 うしろへ 身 を ひいた。 彼の 

手から 血が ぼたり と 床に 落ちた。 

「や あ 君の 手だった か。 それ は 気がつかなかった。 が 

まんして くれた まえ」 

頭目が、 すぐ 遺憾の 意 を あらわし たので、 一 度に 

さ つ き だ 

殺気立 つ たこの 場の 空気が、 急に やわらいだ。 

もんちゃく 

「おい 戸倉。 きさまが、 しぶとい から、 こんな 悶着が 

起る。 早く 隠し場所 をい つてし まえ。 この 黄金 メダル 

の 半分の 方 は どこに 隠して 持って いる」 


頭目 は、 どこかに しまって いた 黄金 メダルの 半分 を 

再び 左の 指で つまんで、 戸倉の 方へ さしつけた。 戸倉 

いちもんじ 

は、 頭目 を にらみつけた まま、 口 を 一文字に つぐんで 

いる。 

「早くい うんだ。 早くい え」 そのと きだった。 

とつぜん、 この 部屋の あかりが、 一度に 消え失せた _ 

鼻 を つままれても 分らない ほどの 闇が、 一 同 を 包んだ _ 

ぁッと 叫ぼうと した 折し も、 

「動く と、 撃つ よ。 動くな。 あかり をつ ける と 撃つ よ- 

あかり をつ けるな」 

と、 かん 高い 女の 声が、 部屋の 一 隅から 聞え た。 


女 は、 この 部屋に はいなかった はず。 みんな はふし 

ぎに 思った。 女の 声 は、 一同が 集って いると ころの 反 

対 側で、 頭目の 立って いた 後方の ようで ある。 

「何者 だ。 名 をな のれ」 頭目の 声が 闇の 中 を つらぬい 

た。 

「よけいな 口 をき くな。 わたし や 暗闇の 中で 目が みえ 

るんだ から、 撃とうと 思えば、 お前さんの 心臓の ま 上 

だって、 撃ちぬ いてみ せる よ。 わたし や —— 」 

と 女が、 えらそう な こと をい つてい ると き、 部下が 

固まって いると ころで、 誰かが 携帯 電灯 を ぱっとつ け 

た。 


と、 間 髪 を いれず、 轟然と 銃声 一発。 

こなみじん 

携帯 電灯 は 粉微塵に なって とび 散った。 

「う ー む」 どたりと 人の 倒れる 音。 

「誰でも、 このと おりだよ。 わたしの いう こと をき か 

なければ …… 」 

まや わざ 

たしかに、 彼女が やった 早業に ちがいない。 それに 

しても その 怪しき 女 は、 どこから、 この 部屋に しのび 

よった もの か。 ふしぎと いうより 外ない。 電灯が 消え 

ると 同時に 女の 声が したよう である。 それまで は、 

煌々 と 明かる かった この 部屋 だ。 その 状況の もとで、 

どうして この 部屋へ 忍び こめる だろう か。 まるで 見え 


な い ガラス 体の ような 女 だとい わなければ ならな い。 

「いよいよ、 こっちの 用事 だが」 と 女の 声 はい やに 落 

ちつき 払つ ている。 

「おい、 頭目さん、 お前さんの 大切に している 黄金 メ 

ダルの 半分 を あっさり わたしに 引き渡し ておくれ。 い 

やと はい わさない よ。 早く 返事 をしても らいたい ね。 

なさ 

おやおや、 お前さん はなん てえ 情けない 顔 をす るんだ 

ろう。 わたしに や、 紗の 三重べ— ル なんか、 あっても 

ない のと 同じ こと、 お前さんの 素顔が、 ありあ りと 見 

えてい るんだ」 

じしょ ラ 

暗闇で、 ものが 見える 目 を 持って いると 自称す る 女 


であった。 こうい われて は、 四 馬頭 目 もべ ちゃん こだ。 

「うそ だ。 見えて たまる もの か」 頭目の 声が した。 腹 

立た しさと 恐怖と に、 語尾が ふるえて 聞え る。 

「まあ、 そんな こと は 放っておいて、 おい、 頭目。 早 

く 黄金 メダル をお だしよ。 おい、 返事 をしなさい 返事 

を …… 」 

頭目の 声が、 しばらくして 聞え た。 

「ばか をい え。 誰が だす もの か」 

すると、 くくく くッと 女が 笑いだ した。 

「お前さん も 間ぬ けだね え。 そんな こと をい う 前にお 

前さん の 頭の 上 を 見る がいい。 みんな も 見る がいい」 


「なに ッ」 頭目 は 上 を 見た。 

「あ ッ、 あれ は …… 」 彼の 頭上  一 メ— トルば かりのと 

ころに、 闇の 中に も はっきり 光って みえる 小さい 物体 

があった。 しばらく 目 を 定めて みると、 それが 例の 黄 

金メダルの 半分で ある ことが、 誰の 目に も 分った。 

「そんな はず はない」 と 頭目の 声。 

「あ ッ、 無い。 無くなつ ている、 黄金 メダルの 半分が 

…… 。 いつ、 盗み やが つた か」 

「おさわぎ でない。 動けば 撃つ よ。 わたし や、 気が 短 

いからね」 

なに やつ 

「何奴 だ、 きさま は」 


「ま つ くらやみで、 目が 見える 猫 女と 申す 者で ござる。 

ほらお 前 さ ん の 大切な 黄金 メダ ル が 動きだ し た 」 

そのと おりであった。 猫 女の いったよ うに、 黄金 メ 

ダル は 空中 を ゆらゆらと 動きだした。 

「手 をお だしで ない。 一発で 片 づける よ」 

ふ しぎ ふ しぎ、 黄金 にかが やく メダ ル は 空中 を と ぶ。 

一同 は、 あれよ あれよ と、 その 運動 を 見上げて いるば 

カリ 

ちゅうと  リ ゆうせい 

そのうちに、 宙 飛ぶ 黄金 メダル は、 流星の ように 

す ー ッと 下に 下りた。 とたんに、 扉が ばたん と 音 をた 

てて 閉 つた。 


「あ ッ」 一 同 は 首 をす くめた。 

と、 頭目の 大きな 声が、 出入口の ところで 爆発した。 

かぎ 

「ちえ ッ。 逃げられた。 戸の 向こうで、 鍵 を かけや 

がった。 おい 明かり をつ けろ。 懐中電灯 をつ けろ。 大 

丈夫 だ。 今の 女 は、 ここからで ていつ たんだ。 そして 

おれたち は、 この 部屋に 閉じ こめられて いるんだ」 

頭目 はわめ きたてる。 

まぶ 

そのと き、 電灯が ぱっとつ いた。 眩しい ほど 明かる 

い。 一同 は 見た。 頭目が、 次の 部屋との 間の 扉の ハン 

ドル を 握って、 うん うんい つてい るの を 見た。 

「おお、 頭目」 


「みんな こい。 この 扉 を こじ あけろ。 こわれて もさし 

つかえない ぞ」 

と、 頭目 は 扉 を 放れて、 指 を さした。 

そこで 部下た ち は 集って、 扉へ どす ー んと体 あたり 

を くらわした。 二度、 三度、 四 度 目に 扉の 錠が こわれ 

て、 扉 は 向こうに はねかえった。 

「それ ッ」 と 頭目 を 先頭に、 部下た ちが 続いて、 そこ 

から 次の 部屋へ とびこんで いった。 

急 に 部屋 はしず か になった。 

そうく つる 

残って いるの は、 痩軀 鶴の ような 机 博士と、 それ か 

いすぐ る ま 

らもう 一人 は、 椅子 車に しばりつけられた 戸倉 老人 だ 


けであった。 

老人 は、 気 を 失って いた。 

てんじょう 

机 博士 は 天井 を 仰いで、 首 を ふった。 

ようかいへんげ  しわざ 

「はて、 ふしぎな こと だ わい。 まさか 妖怪変化の 仕業 

でも あるまい に …… 」 

おももち 

と、 不審の 面 持で、 両手 を ズボンの ポケットに 突 込 

んだ。 


深夜の S 音 


さて、 話 は 春 木 少年と 牛 丸 少年の 上に 移る。 

いこま  たき  たきび 

春 木 少年 は、 生 駒の 滝の 前で 焚火 をして、 その 夜 を 

過ごした こと は、 諸君 も ご存じの はずで ある。 

牛 丸 少年の 方 は、 この 山道に も 明かる いので、 闇の 

道ながら ともかくも 迪り迪 つて、 町まで 帰りつ くこと 

がで きた。 

牛 丸 君 は、 両親から 叱られた。 あまり 帰りが おそ 

かった ので、 これ は 叱られる のが あたり 前で ある。 

彼 は、 春 木 君が 家へ たずねて こなかった こと を 知り、 

念のために、 春 木 君が 起き伏し ている 伯母さんの 家へ 


いった。 

ところが、 春 木 君 はま だ 帰って こない ので 心配して 

まゆ 

いたと ころ だと、 伯母さん は 眉 を よせてい つた。 

それから 大 さわぎと なった。 同級生 や、 その 父兄が 

召集され た。 その 数が 二十 名 あまりと なった。 

ちょうちん  ひょうしぎ 

一 同 は 提灯 や 懐中電灯 を 持ち、 太鼓 や 拍子木 や 笛 

を 持って 暗い 山中へ 登って いった。 

「迷い 児の 迷い 児の 春 木 君 や ー い」 世の中が 進んでも、 

迷った 子供 を 探す 呼び声 は 大昔 も 今 も 同じ ことで あつ 

た。 

「迷い 児の 迷い 児の 春 木 君 や— い」 


どんどん どん、 どんどん どん。 か あち かち、 かち か 

ちッ。 

にぎやかに 山 を 登って いった 一行 は、 生 駒の 滝の 前 

に 焚火が あるの を 発見し、 それに 力 を 得て 近づいて み 

ると、 当の 春 木 君が 火の そばで、 いい 気持に ぐうぐう 

睡 つてい るの を 見出し、 やれやれ よかった と、 胸 をな 

で 下ろした。 

二人 は、 もう 一度 叱られ 直して、 山 を 下り、 無事に 

めいめいの 家へ はいった。 

その 翌日に なると、 二人の こと は 町内に すっかり 知 

れ わたり、 学校から は受 持の 先生が 見える という さわ 


ぎにまで なって、 ふだん は のんき 坊主の 二人 もす つか 

り ちぢこま つ てし ま つ た。 

生 駒の 滝 事件の こと は、 二人の 口から もれた ので、 

遂に は 警察署にまで 伝わり、 その 活動と なった。 ニ少 

年 も 証人と して 現場へ 同行した。 

機銃 弾 は 発見され たが、 血 だまり は 雨に 洗われた た 

めか、 はっきりし なかった。 

つりあ  はな わざ 

ヘリ コプタ ー が とんで きて、 空中 吊上げの 放れ 業 を 

やった こと は、 牛 丸 少年の 話 だけで、 それ を 証明す る 

ものがなかった。 この 次に、 そういう ものが 飛んで い 

るの を 見たら、 気をつける ことに 申 合わせが できた だ 


けだ。 

春 木 少年 は、 戸倉 老人から ゆずられた 黄金 メダルな 

どの ことに ついては、 遂にい わなかった。 彼 は、 その 

ことにつ いて 牛 丸に 話す こと もしなかった。 彼 は、 こ 

のこと について ゆっくりと、 自分で できるだけの 研究 

をして みたい と 思った。 その上で、 話した 方が いい。 

時が きたら、 牛 丸に も 話 をす るつ もりだった。 

なにしろ 瀕死の 戸倉 老人が 彼に 残して いった ことば 

によると、 黄金 メダルの 件 は、 非常な 機密であって、 

う つ かりこれ に 関係して いる こと を 洩らした が 最後、 

思いがけない ひどい 目にあう にちがいないと 思われた。 


こうじんぶ つ 

現に、 あの 好人物の 老人が むごたら しく 瀕死の 重傷 を 

負って いた こと、 それに つづいて 牛 丸 君が 見た とおり 

老人が へ リコ プタ— で 誘拐され た そのもの ものし さか 

ら 考えて、 これ はう つか リロに だせない と、 春 木 少年 

を 警戒 させた の だ。 

だが、 春 木 少年 は、 その 謎 を 秘めた 宝の 鍵. 黄金 メ 

きぬ 

ダルの 片 われと、 小文字で うずめられた 絹 ハンカチの 

焼けの こり を、 いつまでも 厳封して 机の ひきだしの 奥 

しま 

に収 つてお くこと はでき なかった。 それ は 三日 目の 夜 

に 入っての ことで あつたが、 春 木 君 は 自分の 勉強部屋 

に はいって、 ぴったり 扉 をし めて 錠 を かけ 窓に は 力— 


テン を 引き、 それから 例の 二つの 宝の 鍵の 入った 包 を 

きじょう 

取 出して、 机上の スタンドの あかりの 下に 開いて みた。 

みかづき がた 

ぴかぴか光る 三日月形の 黄金 片と、 焼け こげの ある 絹 

ハンカチの 一部と は、 共に 無事であった。 

「ああ、 ちゃんと していた」 

と、 春 木 少年 は 自分の 胸 をお さえた。 

「ふ ふ ふ ふ。 ぼく は、 この間の 事件から、 いやに 神経 

質に なった よう だぞ。 こんな もの は、 何んでも な いん 

だ。 おもちゃ みた いなもの だ。 あの 戸倉と かいった 老 

人 は、 気が 変にな つてい たんじ やない かな あ」 彼 は、 

今までと 反対の 心に なって、 二つの 宝の 鍵 をば かば か 


しく 眺めた。 

「だが、 これ はほんとの 金 かな」 

彼 は、 黄金 メダル を 手に とって 撫でて みた。 なかな 

き ん 

か 美しい。 そして 重い。 やっぱり 黄金の ように 見える。 

黄金なら、 これ だけ 売っても 大した 金になる。 

(いっそ、 売って しまって やろう か。 売って しまえば、 

めんどうな ことはなくなる。 それが いい、 そのうち 

ききんぞくしょう 

貴金属 商に、 そっと 見せて、 値段が よければ 売って し 

ま つ て やれ) 

そんな こと を 考えて いたと き、 夜の 静けさ をつ いて 

空の 一 角から、 ぶ— ンと にぶい 唸が 聞え てきた。 


春 木 は、 はっと 目 を かがやかした。 

「飛行機が 飛んで いる。 まさか この間のへ リコ プタ— 

ではないだ ろうが …… 」 耳 をす ましてい ると、 どうも 

ふ つうの 飛行機の 音と はちが う。 

「あ ッ、 へ リコ プタ— だ。 いけない ぞ」 

彼 は、 机上の スタンドの スィッチ を ひねって、 室内 

を まっくら にした。 そして 手 さぐりで、 二つの 宝の 鍵 

を 包んで、 元の ように ひきだしの 奥へ おしこんだ。 

ヘリ コプタ ー の 音 は、 だんだん こっちへ 近づいて く 

るよう だ。 春 木 少年 は、 急に 恐怖に おそわれ、 がた が 

たと ふるえだした。 


「分った。 ぼくの 黄金 メダル を 奪いに きたんだ。 それ 

にちがいない」 春 木 少年 は、 そう 思った。 

たいへん である。 彼 は 生 駒の 滝の 前で、 あの 黄金 メ 

ダル を 死守した 戸倉 老人が、 賊の ため どんなに ひどい 

目にあつ たかを 思いだ した。 それから とつぜん 滝の 前 

へお りてきた ヘリ コプタ ー が、 倒れて いる 戸倉 老人に 

対して 猛烈な 機関銃 射撃 を やった あげくに、 老人 を 吊 

りあげて 飛び去つ たこと を 思いだ した。 これ は 牛 丸 君 

から 聞いた こと だが、 おそらく ほんとうであろう。 

てあら 

どこまでも 手荒い 賊 どもの やり方 だ。 最新式 の乗リ 

物 や 殺人の 器械 を 自由に 使いこなして、 必ず 目的 を 達 


しないで はやまな いとい うす w  J い 賊 ども だ。 

「ぼくなん か、 とても かなわな いや。 これ はおとな し 

く 黄金 メダル を 渡した 方が 安全 だよ」 

春 木 少年 は、 抵抗す る ことの 愚か さ を さとった。 だ 

が、 くやしい。 

「 …… 待てよ。 戸倉 老人 は、 生命に かけて、 黄金 メダ 

ルを賊 どもに 渡すまい と、 がんばつ たの だ。 それ を ぼ 

くが ゆず リ渡 されたん だから、 ぼく も 生命に かけて、 

これ を 守る のが ほんとう じ やない か」 

少年の 気が、 かわって きた。 すると 恐怖が すう ー ッ 

とう すれて いった。 


「よし。 逃げられる だけ 逃げて やれ」 

春 木 は 考え直した。 そしてい つたん しまった 黄金 メ 

ダルと 絹の きれと を 再び とりだし、 すばやく ズボンの 

ポケットに ねじこむ と、 裏口から そっと 外へ でた。 

ヘリ コプタ ー は、 いよいよ 近くに 迫って いた。 

しんごうとう  ひょうしきとう  いろ でんとう 

信号灯 か 標識灯 かしらな いが、 色 電灯が ついてい 

るの が 見える。 

春 木 は、 首 を ちぢめて、 塀の かげに とびこんだ。 二 

つきあ 

十日 あまりの 月明かりであった。 姿 を 見られ やすい か 

ら、 行動 は 楽で ない。 

彼 はへ リコ プタ— から 見つけられない ようにと、 塀 


づたいに 夜の 町 をぬ つて、 山手へ 逃げた。 

二百 メ  —！ ^ル ばかりい くと、 そこから 向こう は 急に 

高く 崖に なって いた。 崖の 上に は 稲荷 神社の 祠が あつ 

た。 このごろ のこと とて 屋根 はや ぶれ 軒 は 傾き、 誰も 

番をして いない 祠 だった。 春 木 は、 その 石段 をの ぼる 

こと を わざと さけ、 横の 方に ついている 草に うず もれ 

た 急な 小道 をの ぼって いった。 もちろん 姿 を 見られな 

いためだった。 

崖の 上に のぼりつ いて、 彼 は ほっとした。 ここなら、 

まず、 大丈夫で ある。 

すそ  けいしゃ 

というの は、 ここ は 山の 裾で、 ひどい 傾斜に なって 


いる。 稲荷 神社の まわりに は、 古い 大きい 木が ぎつ し 

すきま 

リ とり 囲んで いて、 枝が はりだして 隙間の ない ほど だ。 

それに 境内 も ごくせ まい。 ここなら、 ヘリ コプタ ー が 

下りて こようと しても、 翼が 山の 木に さわって、 とて 

もうまくい かないであろう。 春 木 は、 そういう 推理に 

もとづいて、 崖の 上のお 稲荷さん へ かけあが つたので 

ある。 


おそろしき 事件 


おそろしい 事件が、 この 時には 既に、 あらまし 終つ 

ていたの だ。 

今、 その 最後の 仕上げが 行われつ つあった。 

さて、 それ はどうい う 事件であった ろうか。 

ヘリ コプタ ー がだん だんこつ ちへ 近づ いてく るので、 

春 木 は 不安に なった。 ヘリ コプタ ー は、 このままの 方 

向で 飛びつ づける と、 お 稲荷さん のうしろ の 山に、 ぶ 

つかる にち がいなかった。 春 木 は、 自分が ここにい る 

こと を、 やっぱりへ リコ プタ ー に 見つけられ たかと 

思った くらいだ。 


ところがへ リコ プタ ー は、 お 稲荷さん の 方まで は 飛 

んで こなかった。 その 途中に ある 河原の 上と 思う あた 

りで、 得意の 空中 足ぶ み を はじめた ので ある。 

その 河原 は、 春 木の いると ころから は 右手に 見えて 

しば はらす いげんち 

いたが、 その 川 は 芝 原 水源地の あまり 水が 流れて いて、 

すえ みなとが わ 

末 は 湊川 に はいるの だ。 

「何 をす る つもり かな あ」 

と 春 木 は、 こわごわ 崖の 上の 木立の かげから のび あ 

が つ て その 方 を 注意して いた。 

すると、 河原の 向う 岸に、 四 五 人の 人影が 固まって 

歩いて いるのに 気がついた。 彼ら は 上流の 方へ 向って 


歩いて いる。 が、 とつぜん 彼ら は ひっかえ した。 影が 

長くな つた。 その 先頭に、 小さい 影が 一 つ 走って いた。 

その 小さい 影 は、 ある 一 軒の 家の 石段に あがり かけ 

かさ 

た。 と あとの 群が、 その 小さな 影の 上に 重なった。 

人影の 群 は、 ふたたび 前の ように、 岸の 上 を 上流に 

向って 歩き だした。 彼ら は 固まって いた。 

そして 小さい 影 は、 彼らの 頭の 上に かつがれ ている 

らしかった。 

春 木 は、 このと き、 どきん とした。 

「あ、 あの 家 は 牛 丸 君の 家 だ。 …… すると、 もしゃ。 

あの 小さい 人影 は、 牛 丸 君ではなかった か」 


はっきりした 理由 は 分らない けれど、 牛 丸 君 も 自分 

も、 この間からへ リコ プタ— の賊と 因縁が ついて、 な 

ん だかいつ も 睨まれて いるよう な 気がして ならな か つ 

た。 

だから 春 木 は、 すぐ 牛 丸 君が 誘拣 されて いると、 か 

んづ いたわけ である。 そして それ はほんと うに 正しい 

観察であった。 

牛 丸 少年 を かつぎあげた 怪漢の 一 同 は、 それから 間 

もな く 白い 河原の 中へ 下りて いった。 そこに は、 お あ 

つらえ 向きに ヘリ コプタ ー が 上に 待って いて、 綱 だか 

なわばしご 

緦 梯子 だか を 下ろして あつ た。 


彼らが、 その 梯子に とりついて、 だんだん 上へ ひき 

あげられて いくのが 見えた。 ただ ひとり 河原に 残って 

いた 人影が あつたが、 それ は 大きな 人影であって、 牛 

丸 君ではなかった ようで ある。 このと き 牛 丸 君 は、 あ 

の 戸倉 老人のと きと 同じように、 綱に くくりつけられ 

へ リコ プタ— の 中へ ずんずん 引き あげられて いるのに 

r\  、、ゝ ヽ ，ト 、 。 

ち カレる レ 

ヘリ コプタ ー は、 この 離れ 業 をたい へん すばしこく 

やっての ける と、 早 やぐん ぐん 上昇 を 始めた。 

やつ 

「ひどい 奴 だ」 

春 木 は、 むちゃくちゃに 腹が立った。 しかし どうす 


る ことができ ようか。 

り き 

相手 は、 自分た ちが 持って いない 文明の 利器 を 使つ 

て、 好きな こと を やっての ける の だ。 手 だしが でき や 

しない。 

ヘリ コプタ ー は、 ぐんぐん 舞い あがり、 それから 予 

想して いたと おり、 山 を 越えて、 北の方へ い つ てし まつ 

た。 

(もうお しまいだ。 ああ、 かわいそうな 牛 丸 君よ。 … 

…しかし 賊 ども は、 君 を 誘拐して つて、 どうす るつ も 

りだろう か。 君 は、 なんにも 関係がない のに …… ) 

春 木 少年 はそう 思って、 すこしば かり 心が 痛んだ。 


自分の 身替 りに、 牛 丸 君が 誘拐され たので はない かと 

気がつい たからで ある。 やっぱり、 黄金 メダル 探しが 

目的なん だろう。 

あのと き 生 駒の 滝の 前で、 自分 は 既に 黄金 メダル を 

戸倉 老人から ゆずられ、 そして 老人の いうと ころに 

従って、 へ リコ プタ— から 見られない ようにす るた め 

岩 かげに かくれた。 

ところが そこに 大きな 穴が あいていて、 自分 は その 

中へ 落ち こんだ。 

その あとへ 牛 丸 君が きた。 そしてへ リコ プタ— に 

乗って いた 悪者 どもから 見られて しまったの だ。 戸倉 


老人が 誘拐され て つ て、 黄金 メダル を 調べられ たが、 

持って いなかつ たので、 それで は あの 少年に 渡した の 

では あるまい か、 なにしろ 戸倉 老人 は 重傷で あつたか 

ら、 倒れて いた 位置 を 動く こと はでき なかった はず だ _ 

そういう 考えから 悪者 ども は 牛 丸 君 を 今夜 奪って い つ 

たのであろう —— と、 春 木 少年 はこの ように 推理 を 組 

立てて みたので ある。 

その あとに、 新しい 不安が 匐い あがって きた。 それ 

は、 「悪者 どもが 牛 丸 君 を 調べて、 黄金 メダル なんか 知 

らな いこと が 分つ たら、 悪者 ども は その 次 はどうす る 

であろう か。 こんど は 自分 を 誘拐に くるので はな かろ 


うか。 いや、 なかろう かど ころで はない、 悪者 ども は 

必ず 自分 を 襲う にちがいない」 と 気がつい たからで あ 

る。 

「いや だな あ。 これ はたい へんだ」 

春 木 少年 は 身ぶ るいした。 どうしたら 助かる だろう 

か。 どうしたら 安全になる であろう か。 

それ は 警察の 保護 を もとめる のが 一 番 よいと 思われ 

た。 

「だが、 待てよ」 

警察の 保護 を 受ける の はいいが、 そうなる と、 あの 

おお- P 

黄金 メダルの こと も 公け に 知られて しまう。 すると 


戸倉 老人の 心に 反する ことにな りそう だ。 また、 せつ 

かく ここまで 秘密に してきた この 謎の 宝 もの を、 む ざ 

む ざと 世間に 知らせて しまう の は 惜しい 気がする。 そ 

れ から 始まって、 全世界に 知れ わたると、 われ も われ 

もと 宝 探し 屋が ふえて、 結局、 春 木 自身なん かのと こ 

ろ へその 宝 は 絶対に ころげこんで こないで あろう。 

春 木 少年 は、 やはり 人間ら しい 慾が あつたた めに、 

黄金 メダル を 警察へ 引き わたす の は、 もうす こし 見合 

わす ことにした。 

「しかし、 そうなる と、 どうしたら 安全になる だろう 

か。 自分の 生命 も 安全、 黄金 メダル も 安全、 という 方 


法 はない もの か」 そう 考えて いると き、 目の 下の 校舎 

の 窓に ぱっと 明かりが ついた。 


スミレ 学園 


それ は スミレ 学園の 校舎であった。 スミレ 学園と い 

うの は 有名な 私立学校であって、 下 は 幼稚園から、 上 

クラス 

は 高等学校までの 級 を 持って いた。 どの 組 も 人数が 

少く、 先生 は 多く 学費 はかなり 高価で あつたが、 ここ 


で 教育 せられた 生徒 はたい へん りっぱであった から、 

入学 志望者 は 毎年 五六 倍 もた くさん 集った。 

灯の ついた の は、 室内 運動 館であった。 その 二階 

の 一室に 灯が ついた ので ある。 運動 をす る 場所 は 床 か 

ら 二階まで ぶっ通し になって いるが、 その外に すこし 

ばかり 小さい 部屋が 一階と 二階に ついていた。 一階 は 

運動具 をお さめる 室な どが あり、 一 一階 は 図書 記録 室の 

外に、 宿直室が あった。 今 はこの 宿直室 は 体操の 先生 

である 立 花 カツ ミ 女史が 寝泊リ していた。 この 先生 は、 

列車に 乗って 遠方から 登校す るので、 翌日 も 授業の あ 

る 日 は、 ここに； P つて、，， く。 


春 木 少年 は、 自分の 学校の 先生で はない が、 立 花 先 

生 を 見 おぼえて いた。 なにしろ 女史 は 目につく 婦人 

だった。 背丈が 五 尺五寸 ぐらい ある、 すんなり と美し 

い 線で かこまれた 身体 を 持って いた。 そしてと とのつ 

ようぼう 

た 容貌の 持ち主で、 ただ 先生で あるせ いか、 冷たい 感 

じの する 顔であった。 春 木 少年 は、 東京に 住んで いた 

ころ、 近所に この 立 花 先生に よく 似た 婦人が あつたの 

で、 先生の 顔 はすぐ おぼえて しまった。 

立 花 先生の こと を、 このへんの 子供 は、 タチ メンと 

よんで いた。 それ は 身体が 長い 銀色の 魚タ チウ ォに似 

ていて、 先生 は 女 だから メスで (この 町で は メスの こ 


と をメン という) つづけて いうと タ チウ ォの メン、 つ 

ま リタ チメン という 綽名が ついた ので ある。 

春 木 少年 は、 今ごろ なぜ 立 花 先生が 起きた ので あろ 

うかと ふしぎに 思った。 先生で はなく、 他の 人が 灯 を 

つけたの かと も 思った。 しかし そのと き 先生の 顔が 窓 

ぎ わに あらわれた。 そして ちょっと 外 を 見てから、 急 

いで 力— テン を ひいた。 それだけの ことで あつたが、 

タチメ ン 先生に ちがいな か つ た。 

「そうだ。 タ チメン 先生に、 この 黄金 メダル を預 つて 

もらおう。 先生なら、 女 だけれ ど、 体操の 先生 だから 

強いだ ろうし、 秘密 を まもって 下さいと いえば、 承知 


して 下さる だろう。 そうすれば、 ぼく も 黄金 メダル も 

安全になる の だ」 

春 木 は、 そう 考えついた。 

彼 は、 そのつ もりに なって、 そこ をで かけよう とし 

たと き、 急に 事態が かわった。 というの は、 川 向う の 

牛 丸 君の 家の 前で さわぎが 起って いるの が 見えた から 

だ。 どうやら 家の人が 外へ とびだして、 救い を もとめ 

ている ようであった。 家の人た ち は、 今まで 家の 中で 

悪者 どもに しばられ ていて、 緦を ほどく ことができな 

かった のであろう。 

「これ は、 こうして いられな、，'。 ぼく もす ぐいって、 


さっき 見た こと を 家の人に 教えて あげなくて はなら な 

い」 

この 方が 急 を 要する ことだった。 春 木 少年 は 走り だ 

そび 

したが またもや 戻って きた。 彼 は、 そこに 聳えて いる 

椋の 木の 根方 を、 ありあわせの 石の かけらで 急いで 

掘った。 

しばらくして、 彼が 手 をと める と、 根方に は 穴が 掘 

れ ていた。 春 木 少年 は ポケット を さぐって、 黄金 メダ 

きぬ 

ルと絹 ハンカチの 燃えの こり を だした。 それから それ 

を 鼻紙に 包んだ。 その 包 を、 穴の 中に 入れた。 それ か 

ら、 土 を どんどん かぶせた。 そして 一 番 上に 弁当箱 ほ 


どの 丸い 石 を 置き、 それから まわり を 固く 踏み かため 

た。 

「まあ、 一 時こう してお こう。 でない と、 牛 丸 君の 家 

の 前まで いったと き、 もしも 悪者が 残って いて、 ぼく 

をつ かまえで もしたら、 大切な 宝 もの を とられて しま 

うからな あ」 

春 木 少年 は、 どこまでも 用心ぶ かかった。 

そうな ので ある。 油断 はならない の だ。 さっき ヘリ 

コプタ —が 牛 丸 君 をつ りあげ、 そして 仲間 を ひっぱり 

あげて 空へ 舞い あがって いったが、 あのと き 河原に 一 

人 だけ 残って いる 者が あつたで はない か。 それ は 誰で 


あるか 分らなかった けれど、 もちろん 悪者の 仲間に ち 

がいない。 彼 は それから どこへ いった か 見え なくなつ 

てし まった が、 いっひよ つくり 姿 を 現わす かしれ ない 

の だ。 あんがい 近所の 塀の かげに かくれて、 牛 丸 君の 

家の 様子 を 監視して いるの かもしれ ない。 そうだと す 

ると、 あそこへ 大切な 宝 もの を 持って いくの はやめた 

がいいの だ —— と、 春 木 少年 は 考えた ので ある。 

黄金 メダル は 春 木 少年の 身体 を はなれた ので、 彼 は 

みがる 

身軽に なった。 彼 は 崖の 小道 を、 すべる ように かけ 下 

り、 牛 丸 君の 家の 方へ 走って いった。 

息せ き 切って、 牛 丸 君の 家の 前へ いってみ ると、 は 


たして そのと おりだった。 牛 丸 君のお 父さん やお 母 さ 

んが 気が 変にな つたよう になって さわいで いた。 近所 

の 人々 も、 だんだん 集って きた。 そのうちに エンジン 

の 音が して、 警官隊が 自動車に のって、 のりつけた。 

牛 丸 君のお 父さんの 話に よると、 四 名の 怪漢が は 

いってきて、 ピストルで おどかし たそうで ある。 強盗 

と 同じ だ。 そして 牛 丸 君 を ひっとらえ ると、 ちょっと 

用が あるから きて くれ、 生命に は 別条ない から 心配い 

ら ない、 しかしい うこと をき かないと 痛い目に あう ぞ 

といって、 牛 丸 君 を 外へ つれだし たという。 家の人 は 

ピストルで おどしつけられ、 網で ぐるぐ る 巻きに され 


ていたので、 牛 丸 君 を 助ける ことができなかった とい 

うこと だ。 

それから 先の こと は、 春 木 少年が お 稲荷さん の 崖の 

つきあ 

上から 月明かりに 見て いたと おりだった。 

「警察 はもつ と 早くき て くれないと、 だめ だな あ」 

と、 近所の 人が いった。 

「そうだ、 そうだ。 それに 自動車ぐ らい もってき たん 

じ や だめ だ。 相手 は 飛行機 を 使って 誘拐す るんだ から、 

警察 もす ぐ 飛行機で 追つ かけない と、 いつまで たって 

も、 相手 をつ かまえる ことができない」 別の 人が、 そ 

ういった。 


全く そのと おりであった。 しかし 警察の 方で は、 そ 

ん なにき びきび やれな い 事情が あるよう であ つ た。 

春 木 少年 は、 牛 丸 君の 両親に、 お見舞 だけ をい つて、 

さよなら をした。 この間の カンヌ キ山 のぼりの こと を 

いわれる かと 思った が、 両親と も そのこと について は 

なにもい いださなかった。 それよりも 一刻も早く 息子 

を 取り かえしても らいたい と 警察の 人に すがる ことに 

一 生けん めいだ つたので ある。 

ひげ 面 男 の 登場 


崖の 上のお 稲荷さん では、 春 木 少年が 黄金 メダル を 

埋めて いってし まった 後、 おかしな ことが 起った。 

ほこら 

それ は、 お 稲荷さん の 荒れ はてた 祠 の 中から、 一 人 

の 人物が、 のつ そリ とでて きたので ある。 

その 人物 は、 まず 両手 を うんとの ばして、 

「あ ッ、 ぁッ、 ああ— ッ」 と大 あくび をした。 

ぶしょ う 

月に 照らし だされた ところでは、 彼の 顔 は 無精ひげ 

でお おわれ、 頭 も ばさばさ、 身体の 上に はたく さん 着 

ていたが、 ズボン もジャ ケッも 外套 もみん な ひどい も 


ので、 破れ 穴 は 数えられない ほど 多い し、 ほころびた 

ところ は そのままで、 ぼろが 下って いた。 外套に はボ 

タンがない と 見え、 上から 緦でバ ンド のように しばり 

ほうろうしゃ 

つけて あった。 放浪者であった。 

「さっきから 見て いり や、 あの 小僧め、 へんな まね を 

しゃがった ぜ。 いったい、 あの 木の 根元に 何 を 埋めた 

のか、 ちょっくら 見て やろう。 食える ものなら、 さつ 

くう J  く 

そく ごちそうになる ぜ」 空腹 を 感じて いると 見え、 そ 

の ひげの 男 は 舌 なめずり をして、 下へ 下りて きた。 そ 

しての つ そり、 崖の 上の 椋の 木のと ころまで いった。 

彼 はすぐ 埋めて ある 場所 を 発見した。 そうで も あろ 


う、 春 木 少年が 踏みつけて いったす ぐ あとの こと だか 

ら、 気をつけて 探せば、 すぐ 目に とまる。 

「はは あ。 この 石が 目印って わけ か」 ひげ 面 男 は 石 を 

けとばす と、 そこへ しゃがみ、 両手 を 使って 土 を かき 

だした。 間もなく 彼 は 目的物 をつ かんで 立ち上った。 

「な あんだ、 これ は …… 」 彼 は あてが 外れた という 顔 

つきで、 紙 包 を 開いて 中 を 見た が、 よく 正体が 分らな 

いので、 それ を 持った まま、 祠の 方へ ひきかえ してい つ 

た。 

祠の 傾いた 屋根 をく ぐり、 格子の 中へ はいると、 

御 神体 を まつ つた 前に、 三 畳 敷きぐ らいの 板の間が あ 


り、 そこに 破れむ しろが 敷いて あった。 そこが この ひ 

あねが わごろう 

げ面男 —— 姉 川 五郎の 寝室で あ つ た。 

彼 は、 むしろの 上に ごろん と 寝る と、 隅つ このと こ 

ろへ 手 をのば して、 ごそごそ やって いたが、 やがて そ 

かくとう 

の 手が、 船で 使う 角灯 をつ かんで きた。 彼 は マッチ を 

すって、 それに 火 をつ けた。 この 場所に はもった いな 

いほ どの 明かりが ついた。 その 下で、 彼 は 紙 包 を 開い 

た。 

き れ 

すると、 絹の 焼け 布片 がで てきた。 彼 は それ を 

無造作に ひらいた。 こんど は 黄金 メダルが でて きた。 

てのひら 

ぴかぴか光 るので 彼 はび つくりした。 それ を 掌 にの 


せて、 いくど も 裏表 を ひっくりかえして、 見入った。 

絹の 焼け 布 片の方 は、 紙と 共に この 男の 手 を はなれ、 

折から 吹き こんで きた 風の ため、 ひらひらと 遠く へ こ 

ろが つてい つた。 もしも この 光景 を 戸倉 老人 や 春木少 

年が 見て いたと したら、 おどろいて 後 をお つかけ たこ 

とであろう。 

「何 じ や、 これ は」 三日月 型の 黄金 メダル は、 姉 川の 

掌の 上で さ ん ざん 宙が え リをゃ つ たが、 そ の 正体 は ザ J 

の ひげ 面 男に 理解され なかった ようで ある。 

「ぴかぴかして いるが、 これ は 鍍金 だよ。 それに 半分 

にかけ ていち や、 売れ やしない。 ああ、 くたびれもう 


け か。 損 をした よ」 

ひげ 面 男 は、 黄金 メダル を 腹立たし そうにむ しろの 

上に 放り だすと、 角灯 を ぱっと 吹き消した。 そして ご 

ろん と 横にな つた。 しばらく すると、 大きない びきが 

聞え てきた。 空腹 をお さえて、 ひげ 面 先生 は睡 つてし 

ま つたので ある。 

それから 数 時間た つて、 夜が 明けた。 

ひげ 面 男の 姉 川 五郎 は、 早起きだった。 もっとも 朝 

日が 第一 番に祠 の 破れ目から 彼の 顔に さしこむ ので、 

まぶしくて 寝て いられなかった。 

彼 は、 むしろの 上に 起き あがって、 たてつづけて 大 


あくび を 三つ 四つ やって、 ぼりぼり 身体 を かいた。 そ 

れ から 何とい うこと なく あたり を 見 まわした。 すると 

ぴ かりと 光った ものが、 彼の 充血した 眼 を 射た。 

「何？ ああ、 昨夜の 屑が ねか。 おどか しゃがる」 

彼 は ひとりごと をい つて 手 を 延ばす と、 むしろの 上 

から 黄金 メダル を ひろいあげた。 そして 朝日の 下で、 

また 裏表 をい くど も ひっくりかえして 見た。 

「鍍金に して はでき がいい わい。 まさか、 本 ものの 金 

じ やな かろうね。 おい 屑が ねの 大将、 おどか しっこな 

しだよ。 おれ はこう 見えても 心臓が よわい 方 だから 

ね」 


彼 は 黄金 メダル を 手に して、 左右 を ふりかえった。 

角灯が 目に はいった。 それ を 引きよ せ、 その 角のと こ 

みぞ 

ろで、 黄金 メダル を 傷つけ た。 メダル は 楽に 溝が きざ 

みこまれ、 下から 新しい 肌が でて きた。 それ を 姉 川 五 

郎は、 陽に かざして 目 を 大きく むいて 見す えた。 

きん メ ツキ 

「おやおや。 中まで 金鍍金が して ある ぞ。 えらくて い 

ねいな 仕上げ だ。 .：：• 待て、 待て。 これ は、 本 ものの 

金 かもしれ んぞ。 そんなら 大した もの だ。 叩き 売って 

も、 一 力 月ぐ らいの 飲み料 ははい るだろう。 善 は 急げ 

だ。 さっそくで かけよう」 

姉 川 は、 黄金 メダル を ポケットの 中へ ねじこんだ。 


それから 彼 は、 腰緦 をと いて、 外套 を ぼんと 脱いだ。 

それから 手 を 天井 の 方へ 延ばして、 天井裏 を ご そご 

うわぎ 

そやって、 そこに 隠して あった 上衣 を とりだして、 そ 

れをジ ャケッ の 上に 着た。 それからもう 一度 天井裏へ 

手 を やる と、 帽子 を だしてき た。 それ を ぼさぼさ 頭に 

のせた ところ を 見る と、 型 はく ずれて いるが、 船乗り 

さいせんばこ 

の 帽子だった。 それから 彼 は、 賽銭箱の 中から 破れ 靴 

を だして 足につつ かけ ズボン を ひと ゆすり、 ゆすり あ 

げ てから、 悠々 と 石段 を 下りて いった。 

こんな 一 大事が 発生して いると は 知らず、 春 木 少年 

は 八 時 ごろに お 稲荷さん へ のぼ つ てきた。 


昨夜、 宝 もの を 掠の 木の 根方に 埋めた が、 埋め 方が 

うまかった かどう か、 それ を 検分す るた めに、 彼 は 朝 

早く 崖 をの ぼ つ て やつ てきた ので ある。 

「ああ ッ！」 彼の 目 は、 すぐさま、 異常 を 発見した。 

椋の 木の 根方 は むざんに 掘り かえされて ある。 春木少 

年 は 青くな つて、 そこへ とんで いった。 

「やられた」 土の 上に 膝 をつ いて、 掘り かえされた 穴 

の 中 を 探って みたが、 昨夜 彼が 埋めた もの は、 影 も 形 

もなかった。 そば を 見れば 目印に おいた 丸石が 放り だ 

して ある。 彼 はがつ かりした。 そこに 尻餅 をつ いたま 

ま、 しばらく は 起き あがる 力 さえなかった。 


し ま 

(失敗った。 やっぱり、 机の 奥に しまって おけば よ 

かったん だ。 あわてて もちだしたり、 うっかり こんな 

ところへ 埋めたり、 とんでもな いこと をして しまった _ 

せっかく 戸倉 老人が 呉れた のに、 おしい こと をした。 

…… しかし 誰が ここから 掘り だして 持って いったの だ 

ろうか) 

春 木 少年 は、 大 がっかりの 底から、 ようやく 気 をと 

リ 直して 立ち上った。 

(なんとか 取 返したい もの だ。 まだ、 絶望す るの は 早 

かろう) 

少年 は、 推理の 糸口 をつ かみ、 それから その 糸 を 犯 


け 、. ；. こ ハ 

人のと ころまで たぐって いくため に、 境内 を ぶらぶら 

と 歩き だした が、 そのと き 生々 しい 足跡が 祠の 前から 

こっちへ つ いている の を 発見し、 

「これ かもしれ ない」 

と、 緊張した。 彼 は 祠の中 を のぞきこんだ。 

その 結果、 彼 は 姉 川 五郎の 寝室が あるの を 見つけた。 

「ぼく はう つかりし ていた。 ここにいた 男に 見られち 

まお 

まったん だよ」 くやし 涙が、 春 木 少年の 頰を ぬらした。 

あきら 

いくらく やんでも 諦 めきれ ない 失敗 だ つ た。 

もしゃ 祠の 中の どこかに 黄金 メダル を かくして いな 

いであろう かと 思い、 彼 は祠の 中へ はい あがって、 念 


入りに しらべた。 だが、 そんな もの はあろう はずが な 

かった。 ただ、 彼 は祠の 破れ 穴のと ころに、 絹の 焼け 

布片 がひつ かかって いるの を 発見し、 声 を あげてよ ろ 

こんだ。 

黄金 メダ ル と ， J れ との 両方 を 失 つた かと 思った が、 

焼け 布片 だけで も 自分の 手に もど つ て くれた こと は、 

不幸 中の 幸で あると 思った。 この 上 は、 この 焼け 布片 

は 大切に 保管し、 二度と こんな ことになら ないように 

しなくて はならない と 思った。 姉 川 五郎 は、 黄金 メダ 

ルを 握って、 どこへ いったの であろう か。 

二つに 割れて いる 黄金 メダルの 一 つ は、 こうして 春 


木 少年の 手から はなれて しまった。 もう 一 つ は、 

ろく てんさん さい  とうもく しば けんじゃく  ねこ おんな 

六 天 山塞の 頭目 四 馬 剣 尺の 手から 猫 女 の 手へ 移った。 

この あと、 この 二つの 貴重なる 黄金 メダル は、 いかな 

る 道 を 動いて いくのであろう か。 メダルの 二つの 破片 

がいつ しょになる の は 何時の ことか。 

それにしても、 この 黄金 メダルに 秘められ たる 謎 は 

どういう ことであろう か。 事件 はいよ いよ 本舞台への 

ぼって いく。 


少年 探偵な げく 


まったく 春 木 少年 は、 がっかりして しまった。 

もうな に をす るの も、 いやであった。 自分の する こ 

と は 何 一 つう まくい かない ことが 分った。 彼 はすつ か 

りく さ つ てし ま つ た。 

ひんし 

瀕死の 戸倉 老人が、 いのち を かけて、 かれ 春 木 少年 

に ゆずって くれた 大切な 黄金 メダルの 半 ベら！ あれ 

が、 今ではもう 彼の 手 にないの だ。 

(お 稲荷 さま だから、 どろぼうから 守って くれる と 

思って いたのに …… ) 


境内の 木の 根元に、 うずめた のが 運の つきであった。 

誰かが さっそく 掘り だして 持って いってし まった。 

ねぢき 

(きっと、 あの 祠に寝 起して いる 男に ちがいない) 

春 木 少年 は、 あれから いくど もお 稲荷さん の 崖に の 

ぼって、 裏手から そっと 祠を のぞいた。 だが、 いつ 見 

て も、 破れ ござが 敷き っぱなし にな つ ている だけで、 

主人公の 姿 は 見えなかった。 

春 木 は、 がっか リ したが、 いくどで もくり かえし あ 

そこへ いつ てみ る 決心 だ つ た。 

黄金 メダル を 盗まれた こと も、 くやしくて ならない 

大事 件だった が、 それよりも 町中に ひびきわたった 大 


うし まる へ いたろう 

事件 は、 牛 丸 平太郎 少年が へ リコ プタ— にさら われた 

ことだった。 

なにしろ、 その さらわれ 方が、 あまりに 人 も なげな 

大胆な ふるまいで、 親た ち も 近所の 者 も 手の くだしよ 

うがな く、 あれよ あれよ と 見て いる 目の前で、 へ リコ 

プタ ー へ 吊り あげられ、 そのまま 空へ さらわれ てし 

まった の だ。 

警官隊の 来よう もお そかった。 またたと え 間に あつ 

たと しても、 やはり どうしょう もなかつ たにち がいな 

い。 飛行機 を 持って いない 警官隊 は、 どうしょう もな 

ヽ o 

レ 


牛 丸 平太郎 は、 みんなに かわいがられ ていた 少年 だ 

から、 この 誘 抵 事件の 反響 も 大きかった。 ことに、 そ 

の 前に 春 木 君が 山の 中で、 行方不明 になった 事件のと 

き、 牛 丸 君が 誰より 早く これ を 知らせた ことで、 牛 丸 

少年 を 知っている 人 は 多かった。 

春 木と しても、 一 番仲 よしの 友 だち を、 そんな ひど 

い 目に された ので、 くやしくて ならなかった。 それで、 

そうさた い 

ぜひ 捜査 隊の 中へ 加えて 下さいと、 先生にまで とどけ 

ておいた ほどで ある。 

「ああ、 そうか。 それ はいいね。 この 前 は、 牛 丸 君が 

春 木 君の 遭難 を 知らせた。 こんど は その 恩が えしで、 


春 木 君が 牛 丸 君 を 探しに いくとい うわけ だね。 まこと 

にいい こと だ」 

と、 受 持の 主任 金 谷 先生 は、 ほめて くれた。 

「先生。 牛 丸 君 は、 なぜ さらわれて いったの でしよう 

か」 

その 時 春 木 は、 先生に たずねた。 

きゅうか 

「それが どうも 分らな いんだ。 牛 丸 君の 家 は 旧家 だか 

ら、 金が うんと あると 思われた のか もしれ ない な。 そ 

きょ うはく じょ う 

ん なら、 あとに なって、 きっと 脅迫状が くるよ」 

「脅迫状で すか」 

い のち 

「うん。 牛 丸 平太郎 少年の 生命 を 助けたい と 思うなら、 


何月 何日に どこそこへ、 金 百万 円 を 持って こい  な 

どと 書いて ある 脅迫状 さ。 しかし ほんと は 牛 丸 君の 家 

は 貧乏して いるので、 そんな 大金 はない よ。 もしそう 

思って いるの なら、 賊の 思いち がいさ」 

金 谷 先生 は、 牛 丸 君の 家の 内部の こと をよ く 知って 

いるら しかった。 

「それじゃ あ、 なぜ 牛 丸 君 は、 さらわれたん でしよう 

ね」 

「分らない ね。 牛 丸 君 は、 君の ようにと び 切り 美少年 

だとい うわけ でもない し …… そうだ、 君 は 何 か 心 あた 

りで も あるん じ やない か。 あるの ならいって みなさ 


い」 

と、 金 谷 先生 は 春 木の 顔 を じっと見 つめた。 

いこま  たき 

そのと き 春 木 は、 例の 生 駒の 滝の 事件の こと をい つ 

てみ ようかと 思った。 あのと きからへ リコ プタ ー にね 

ら われて いるので はなかろう かとい い 出したかった。 

しかし 春 木 は、 それ をい つたら、 あの 黄金 メダルの こ 

とまで うちあけて しまいた くなる だろうと 思った。 そ 

の 黄金 メダル は、 今 はもう 彼の 手 もとにな いの だ。 す 

ベ て あれから あやしい 糸が ひいて いるよう に 思う。 そ 

れ なら、 ここで 先生に うちあけて しまった 方が いいの 

ではない か。 


だが、 春 木 は、 ついに、 それ をい いださずに しまつ 

た。 

その わけ は、 彼が 口 を ひらこう としたと き、 そば を 

立 花 カツ ミ 先生が 通りかかつ たためで ある。 この 女の 

先生 は スミレ 学園に つとめて いるが、 方々 の 学校へ も 

よく 来る。 そして 体操の 話 をしたり、 あたらしい 体操 

や 運動 競技 を 教えて いくの だ。 

「や あ、 立 花さん」 と、 金 谷 先生が 声をかけた。 

「おや、 金 谷 先生。 こんなと ころに いらし たんです か」 

と、 立 花 先生 は、 そばへ 寄って きた。 春 木 は、 おじ 

ぎ をして、 二人の 先生の 前 を 離れた。 そういう わけで、 


彼 は 黄金 メダルまでの 話 をい いそ びれ て しまったの だ 

このと き 春 木に は 聞えなかった けれど、 神 さま は 口 

の あたりに 軽い 笑い をおう かべに なり、 悪魔 はちよ ッ 

と 舌打ち をした のであった。 なぜだろう。 

きぬ  もんく 

絹の ハンカチの 文句 


その 夜に も 二回、 その 次の 日の 朝に も 三回、 春木少 

年 はお 稲荷さん の祠を 偵察した。 


だが、 彼が 見たい と 思った 浮浪者の 姿 を 見る こと は 

できなかった。 その 浮浪者 は、 その 夜 はとうと うこの 

祠の 中の 寝床へ はかえ つて こなかった ので ある。 

(なぜ、 帰って こない のだろう か。 ひょっとしたら、 

あの 黄金 メダル を 売りに いつ て、 お金が はいった から、 

帰って こなかった ので は あるまい か) 

春 木 少年の 推理 はする どく、 かの 姉 川 五郎の 気持 を 

ある 程度まで、 ぴったり あてた。 

こま 

困った。 売った のなら、 その 売った 先 をい そいで 探 

さない と 手お くれになる。 といって、 それ を 聞く に は 

浮浪者が 帰って こない と、 聞く わけに いかない。 彼 は 


またもや 昨日の 失敗が くやまれて くるの だった。 

(ぐずぐずして いると、 ますます 工合が 悪くなる！) 

少年に も、 そのこと が はっきり 分った。 

「そうだ。 ぼく は、 なんという バカ 者だった ろう。 盗 

まれるなら、 あの 黄金 メダルに 彫りつ けて あった 暗号 

文みたい な もの を、 べつの 紙に うつしと つてお けばよ 

かったん だ」 

ああ、 そう 気がつく のが、 おそかった。 

黄金 メダル は、 もう 春 木 少年の 手に はない の だ。 

まったく 注意が 足りなかった。 人に 見せまい、 大切に 

大切に しょうと 思って、 黄金 メダルの 暗号文 もよ く 見 


ないで、 しまって おいた の だ。 

「ハンカチが ある。 あれに も 字が 書いて あった。 そう 

だ、 あの ハンカチ も、 いつ 盗まれる か 知れない。 今の 

うちに、 文句 をう つして おこう」 春 木 は、 やっと 今に 

なって、 本道へ もどった。 しかし 彼 は、 本道へ もどる 

までに、 二度 も大 失敗 をく りかえ している。 

あかり 

少年 は、 その 夜、 例の 焼けの こりの 絹 ハンカチ を 灯 

の 下に ひろげて みた。 

ざんねん にも、 四 分の 一 か 五分の 一 ほどし か 残って 

が、 それでも これ は 重大なる 手がかり なの だ。 


さて、 読み かかった が、 絹 ハンカチに 書かれて ある 

文字 は、 細い 毛筆で、 達者に くずして あるた め、 判読 

する のが なかなか むずかしかった。 

しかし 少年 は、 その 困難 を 越え、 字引 を くりかえし 

調べて、 どうやら こうやら 一 応は その 文字 を 拾い 読む 

ことができた。 

いったい、 どのような 文句が、 そこに 書き つづられ 

ていたであろう か。 

十四 行 だけ 残って いた。 しかし その 一行と て、 行の 

終りまで 完全に 出て いる わけで ない。 しかし 行の 頭の 

ところ は、 みなで ている。 それ は、 次の ような 文字の 


羅列であった。 

へ ザ  

たる  

二つ 合  

蔵す る 宝  

の 開き 方 を 知 …… 

り。 オクタン とへ 

しため 協力せ ず… 

する 黄金 メダルの 

のと 暗殺者 を 送… 


斃れ 黄金 メダル は 暗  

り、 それより 行方不明  

ぺ ん 

ここに ある 一 片はォ  

せし 一 片 にして 余 は 地中  

おいて これ を 手に入れ たる …… 

「なんだろう。 さっぱり 意味が 分らない」 

春 木 少年 は、 ざんねんであった。 

もしも 生 駒の 滝の たき 火で、 こんなに 焼いて しまわ 

なかったら、 一 つの 完成した 文章が 読めて、 今頃 は 重 

大な 発見に 小 おどりして いるだろう に。 


「いや、 未練が ましい こと は、 もういうまい。 この 焼 

けの こりの 文句から、 全体の 文章が 持って いる 重大な 

意味 を 引出して みせる」 

彼 は 興奮した。 くりかえし、 この 切れ切れの 文句 を 

口の 中で 読み かえした。 彼 は、 考えて 考えぬ いた。 頭 

が 火の ように あつくな つた。 

そのうちに、 彼 は、 一 つの ヒント をつ かんだ ように 

思 つ た。 

「この 黄金 メダルの 半 ベら を 一 つず つ 持って いた 人間 

が 二人 ある。 ひとり を オクタン といい、 もう ひとり を 

へ ザ …… と いうの だ」 


オクタン にへ ザ 何とかで あるが、 へ ザの 方 は 名前の 

全部が 分って いない。 とにかく、 この 二人が 黄金 メダ 

ルを半 ベらず つ 持って いたと して この 文句 を 読む と、 

意味が 通る のであった。 

これに 勢い を 得て、 少年 探偵 はさら に 推理 をす すめ 

た。 

すると、 第二の ヒントが 見つかった。 

「あの 黄金 メダル を 二つ 合わせる と、 宝の あると ころ 

の 開き 方 を 知る ことができる ようにな つ てい るんだ」 

第三 行と 第 四 行と 第五 行と から、 これ だけの 意味が 

拾えた ように 思った。 


もし これが 当ってい るなら、 黄金 メダルの 二 個の 半 

ベら を 手に入れた 上で、 二つ を 合わして みなくて はな 

らな いの だ。 メダルの 裏に きざ みこんで ある 暗号文 字 

のよう な ものが、 二つ 合わせて 読む と、 完全な 意味 を 

ほうこ 

持つ ようになって、 宝庫の 開き 方 を 知らせて くれ るら 

しい。 

少年 探偵 は、 いよいよ 勢 いづいて、 その 先 を 解析し 

た。 

第 六 行から 第 十一 行まで は、 大して 重要な ことで は 

ない らしい が、 そこに 書かれて ある 意味 は、 

—— 黄金 メダルの 半 ベらず つ を 持った オクタン とへ 


ザ 某 と は、 仲が わるくて 助け合わず、 相手の 持つ 半 

ベら を 奪おうと して、 暗殺者 を 送った。 その 結果、 両 

人のう ちの 誰かが 死んだ。 そして 半 ベら は 行方不明と 

なった —— 

というので はなかろう か。 

「いや、 それで は、 両人のう ちの 誰かが 相手に 暗殺者 

を 向けて 斃し、 そして 黄金 メダルの 半 ベら を 奪った も 

のなら、 その 半 ベら は その 者の 所有と なり、 行方不明 

になる はずがない。 これ は 意味が 通じない。 考えな お 

しだ」 

いろいろと 考え直し たが、 もうす こしで 分りそう で 


いて、 どうもうまい 答が でなかった。 少年 探偵 は、 しゃ 

くにさ わって ならなかった が、 そのと き はもう それ 以 

上に 頭が はたらかなかった。 

それから 最後の 三 行から、 次の こと を 推理した。 

—— この 一片、 すなわち、 戸倉 老人の 持って いた 半 

ベら は、 オクタンが 持って いた 半 ベら であって、 自分、 

すなわち、 戸倉 老人 は、 これ を 地中から 掘り だした も 

ので ある  

どうやら、 これ だけの ことが 分った。 

オクタン とへ ザ 某と は、 いったい 何者で あるか、 そ 

れが 分らない。 これ は 文章の はじめの 方に、 説明が 


あつたの だろう。 そこのと ころが 焼けて しまった ため 

に、 とつぜん オクタン とへ ザ 某の 名が でて きて、 彼ら 

が 何者で あるの か、 その 関係 や、 二人の 時代が 分らな 

いので ある。 

後日に なって 明らかにな つたこと だが、 このように 

解釈した 春 木 少年の 推理 は、 原文の 意味の 七 分 どおり 

正しく 解いて いるので あった。 少年 探偵と して は、 及 

第 点であった。 

ちと 

このと き 以来、 彼 は、 右の 解釈 を 基と して、 その後 

の 活動 をす る ことにし たので あるが、 実はもう 一 つ、 

彼が 考えた ことがあった。 それ は、 


—— へ ザ 某 は、 オクタンの 放った 暗殺者の ために 殺 

され、 へ ザの 持って いた 黄金 メダルの 半べ らは 行方 不 

明と なった。 オクタン は 自分の 持って いる 半 ベら をた 

よりに、 宝 探し を こころみ たが、 うまくいかなかった。 

そして 彼 は、 残念に 思いながら 死んで しまった。 だか 

ら、 世界的 大 宝物 は、 まだ 発見され ずに もとのと ころ 

に 保存され ている —— 

まず、 こんな 風に 推定した のだった。 

やつ 

だから、 オクタン は、 とても 悪い 奴。 へ ザ 某 は 気の 

毒な 人。 そしてへ ザ 某の 遺族 か 部下 は、 オクタン を 恨 

んで いるが、 彼らの 手に は、 オクタンに は 奪われない 


おうぎがた 

で 助かった 黄金 メダルの 半 ベら が ある。 扇形 をした 

その 半 ベら を 持って いる 者が あったら、 それ はへ ザ 某 

の 遺族 か 部下に 関係 ある 者 だ —— と 春 木 少年 は 思 つ た。 

この ことが 正しい かどう か、 読者 諸君に は 興味が 深 

いであろう。 なぜ なれば、 諸君 は 春 木 少年の まだ 知ら 

ない 事実 —— 四 馬 剣 尺 や 猫 女の ことな ど を 知っている 

の だから。 


きれいな 独房 


かわいそう なの は、 自宅からへ リコ プタ ー にさら わ 

れ ていった 牛 丸 平太郎 少年だった。 

彼が ヘリ コプタ ー に 収容せられ た ときには、 気 を 

失って いた。 だから、 あとの こと はよ く おぼえて いな 
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気がついた とき は、 固い ベッドの 上に 寝て いた。 お 

どろいて 彼 は 起き直った。 からだが 方々 痛い。 

「おお、 これ は …… 」 

明かる く 照明され た、 せまい 一室だった が、 入口 は 

と  こうし  ろうや 

扉の かわりに、 鉄の 格子が はまって いた。 牢屋だった。 


ベッド は 部屋の 隅に とりつけ てあつて、 腰かけの 用 も 

していた。 

「ぼく を、 こんなと ころへ いれて、 どうす るつ もりや 

ろ」 

牛 丸 は、 鉄 格子のと ころへ いって、 それが 開く かど 

うかた めして みた。 だめだった。 鉄 格子の 外側に は、 

がんじょうな 錠前が ぶら 下って いるの が 見えた。 

鉄 格子の 前 は 通路に なって いた。 そして 正面に は、 

壁が ある だけだった。 

どこか 抜け だすと ころ はない かと、 牛 丸 少年 は 部屋 

中 を 見 まわした。 天井に 小さい 空気穴が あいている だ 


けだ。 そこからで ようとしても 人間に はでき ない こと 

だった。 小さい 猫なら でられる かもしれ ない が、 牛 丸 

は 猫ではなかった。 

天井 は、 高かった。 室内に は、 ベッドの 外になん に 

もない。 いや、 一 つあった。 それ は 便器であった。 

牛 丸 少年 は、 この 部屋に 永い こと、 とめて おかれた。 

ここで は、 時刻が さっぱり 分らなかった けれど、 牢番 

らしい 男が きて、 鉄 格子の 窓から、 食事 を さしいれて 

いったので、 朝が きたらし いこと を さとった。 

牢番 は、 五十 歳ぐ らいの じ やがい ものよう に、 でく 

でく 太ったお じさんだった。 牛 丸が 話しかけても、 牢 


番男は 首 を 左右に ふるだけ で、 返事 をし なかった。 

ひるめし 

昼飯 を 持って きたと きに、 牛 丸 はまた 話しかけた。 

牢番 は 同じように 首 を 左右に ふり、 指で 自分の 耳と 口 

と を さして、 

(わし は、 耳が きこえな いし、 口 もき けない よ) 

と、 知らせた。 夕飯のと き、 牛 丸が 話しかけようと 

すると、 牢番 は、 こわい 目で にらんだ。 そして 不安な 

目 付で 左右 を ふりかえった。 そしてもう 一度 こわい 目 

をし、 大口 を あいて、 牛 丸 少年 をお どかした。 

のぞ 

牛 丸 は、 がっかりした。 すべての 望み を 失い、 べッ 

ドに うつ 伏して、 わ あわ あ 泣いた。 だが、 誰も それ を 


慰 めに きて くれる 者はなかった。 

疲れ切つ ていたと 見え、 その 姿勢の まま、 牛 丸 はね 

むって しまった らしい。 

「起きろ。 こら、 起きろ、 子供」 

あらあらしい 声に、 牛 丸 はやつ と 目が さめた。 

「さあ 起きろ。 頭目のお 呼び だ。 おとなし くついて く 

るんだ ぞ」 若い 男が、 そういつ て、 牛 丸の 手首に がち や 

か ん ぼう 

リと 手錠 を はめた。 牛 丸 は 引立てられて、 監房 をで た。 

前後左右 を まもられて、 牛 丸 少年 は 通路 を 永く 歩か 

せられ、 それから エレべ ー タ ー に 乗せられて 上の 方へ 

のぼって いった。 その 道中に 彼 はたえず あたりに 気 を 


配った が、 それ は なかなか りっぱな 建物に 見えた。 彼 

はこ こが カンヌ キ 山の ずっと 奥深い 山ぶ ところに かく 

ろく てんさん さい  そうくつ 

された る 六 天 山塞の 地下 巣窟 だと は 知らなかった。 

「頭目。 牛 丸 平 太郎を つれてまい りました」 

若い 男 は、 頭目 四 馬 剣 尺が 待って いる 大きな 部屋へ 

少年 を つれこんだ。 

牛 丸 少年 は、 そこで はじめて 頭目なる 人物 を 見た。 

華麗に 中国 風に 飾りた てた 部屋の 正面に、 一 段 高く 

壇 を 築き、 その上に、 竜の 彫り ものの あるす ばらしい 

ふくめん 

大 椅子に、 悠然と 腰を下ろ している あやしき 覆面の 人 

物 は、 四 馬頭 目に ちがいなかった。 


その 左右に、 部下と 見える 人物が、 四 五名 並んで い 

た。 秘書 格の 木戸の 顔 も、 それに 交って いた。 机 博士 

の ほつ そりと した 姿 も、 その 中に あった。 頭目が、 覆 

面の 中から さけんだ。 

「うむ。 波 は そこに 控えて おれ。 木戸。 その 少年 を 前 

につれ てこい。 直接、 話 をして みる」 

若い 男 は、 入口 を 背に して、 佇んだ。 

木戸が 前にで ていって、 牛 丸 少年の 肩 をつ かんで、 

頭目の 前に 引立てた。 

一手 荒らに はしない がいい」 

頭目 は 木戸に 注意 をした。 


「これ、 牛 丸 平 太郎。 お前に たずねたい ことがあった 

から、 ここまで きて もらった。 これから たずねる こと 

に 正直に 答える の だぞ。 もし うそをついたら、 そのと 

き は ひどい 罰 をう ける から、 うそ はっくな よ」 

太い 威厳の ある 頭目の 声が、 牛 丸の 胸を剌 した。 

牛 丸 少年 は、 だまって いる。 彼 は、 頭目の 顔の 前に 

たれ 下って いる 三重の ベ— ル がふし ぎで 仕方がな かつ 

た。 

「おい、 牛 丸 平 太郎。 お前 は、 戸倉 老人から 黄金 メダ 

ルの 半分 を うけとったろう。 正直に 答えよ」 

頭目 はそう いって、 牛 丸の 返事 はどう かと、 上半身 


を 前に のりだした。 牛 丸 少年 は、 それでも だまって い 

た。 

頭目 は 少年が 返事 を しないので、 機嫌 を わるく した。 

ふる 

彼 は 肩を慄 わせ、 

「さあ、 早く 答えよ。 お前が 戸倉 老人から 渡された 黄 

金メダルの 半分 は、 どこへ 隠して 持って いるの か」 

と、 声 を あらく していった。 

「ぼくに もの を 聞きたい の やったら、 聞く ように 礼儀 

ざいにん 

をつ くしたら どうです。 昨日から ぼく を 罪人の ように 

ひどい 目にあわせて、 さあ 答えよ といっても 誰が 答え 

る 気になる もの か」 


牛 丸 は、 はじめて 口 を 開く と、 相手の 非礼 をせ めた。 

「お前から 礼儀のお 説教 を 聞く ために 呼んだ ので はな 

い。 こっちから たずねる こと だけに 答えれば よい。 そ 

ごうもん 

れを 守らなければ お前の 気に い るよう な 拷問 を いくつ 

でもして あげる よ。 たとえば、 こんなの はどう だ」 

頭目が、 椅子の 腕木の かげに つけて ある 押 釦のー 

つ をお した。 すると 天井から、 鍋 を さかさに 吊った よ 

くさり  ひ +P 

うな ものが 長い 鎖の 紐と いっしょに、 す— ッと 下り 

てきた。 そして 牛 丸 少年の 頭に、 その 鍋の ような もの 

がすつ ぼり かぶ さ つ た。 

「あ 痛ッ」 鎖 はぴ— んと 張った。 そして 鍋の ような も 


の はしず かに 持ち あがった。 と、 それに 牛 丸の 頭髪が 

密着した まま、 上へ ひっぱられて いくのであった。 

あの 手 この 手 

ちゆ うづ 

「痛い、 痛い」 牛 丸 少年 は 宙吊りに なった。 

痛い。 髪の毛が ぬけそう だ。 もがく と、 ますます 痛 

い。 牛 丸 は 歯 をく いしば り、 ぼろぼろと 涙 を 流した。 

ごうもん 

「これ は 拷問の 見本 だから、 その へんで 許して やろう。 


お前た ちの 年頃 は、 わけ も わからずに 生意気で いけな 

い。 そう 生意気な 連中に は 拷問が 一 番 ききめが ある」 

頭目 は、 けしからん こと をい つてから、 拷問 をと め 

た。 鍋の ような もの は、 牛 丸の 頭髪 を はなして、 鎖 紐 

と共に がらがらと 天井の 方へ あがって いった。 

日頃 は のんき 者の 牛 丸 平太郎 も、 この 拷問に は 参つ 

た。 このような 野蛮な 責め道具 を、 さかんに 持って い 

るの だと すれば、 うつか リ ことば も だせない。 

「そこで、 もう 一度 聞き直す。 戸倉 老人から 渡された 

黄金 メダルの 半分 は、 今 どこに あるの か。 さあ、 すぐ 

答えなさい」 


頭目の 声 は、 以前より はやさし くな つた。 やさしく 

くちうら 

なった が、 その 口裏に は、 「こんど 答えなければ 本式に 

拷問して やる ぞ」 との 含みが ある。 返事 をし ない わけ 

にいかない。 

「ぼく は 正直に いいます が、 戸倉 老人 だの 黄金 メダル 

だのと いわれても、 何の こと やら、 さっぱり 分り まへ 

ん。 これ はほんと です」 

「なに ィ …… まだ うそをつく か。 それ なれば —— 」 

「いくら 拷問され たって、 今い つたこと はほんと です。 

今い うたと おり、 なんべんで もくり かえす ほか ありま 

へん。 それとも、 ぼくから うその こと を 聞きたい の 


やったら、 拷問したら よろしい がな」 

しゃべ つ ている うちに 牛 丸 はしゃく にさ わ つてき て 

又もやい わなくても いいこと までい つてし まった。 

「知らない とはい わさん。 それで は、 証拠 をつ きつけ 

て やる。 戸倉 老人 を ここに 引き だせ」 

頭目の 命令に よって、 戸倉 老人が この 部屋へ つれて 

こられた。 車の ついた 椅子に しばりつけられ ている こ 

と は、 この 前と 同じ だ。 ひげ 面 をが つくり 垂れて 目 を 

閉じて いる。 

戸倉 老人の 椅子 は、 頭目の 前で、 牛 丸 少年と いっしょ 

に 並べられた。 机 博士が つかつか とやって きて、 戸倉 


老人 を 診察した。 それ はかん たんに すんだ。 机 博士 は 

自席に もどる。 

「牛 丸 少年。 お前の 前にい るの が 戸倉 老人 だ。 この 老 

人なら 見 おぼえが あるだろう。 生 駒の 滝の 前で、 お前 

はこの 老人から 何 を 受取った か。 それ をい つてお しま 

い」 

「この 人、 知りません。 今 はじめて 会うた 人です」 

牛 丸 は、 そう 答えた。 彼 は 生 駒の 滝の 前に 倒れて い 

たのが この 老人 かもしれ ない と 思った。 しかし あのと 

き は、 顔 をよ く 見た わけで ない。 ヘリ コプタ ー から 

きじゅうそうしゃ  かき 

機銃掃射が 始まった ので、 すぐ 柿の 木へ かけあがった 


わけで ある。 

ごうじょう 

「お前 は どこまで 剛情なん だろう。 そんなに 拷問 さ 

れ たいの か。 それで は」 

「待って 下さい。 ほんと に ぼく は、 この 人 を 知り ませ 

へん。 うそゃありません。 この 人に 聞いても ろうても 

よろしい」 

かさ 

牛 丸 少年 は 重ねて 同じ 主張 をした。 

戸倉 老人 は、 さっきから 下 を 向いた ままで、 目 を 開 

かない。 牛 丸 少年の 顔 を 見ようと もしない のであった _ 

くもん 

老人の 心の中に は、 今 はげしい 苦悶が あった。 それ 

は 今 彼の そばに いる 少年が、 春 木 清に ちがいな いと 誤 


かレ ほう 

解して いたから だ。 死に ゆく 自分 を 介抱して くれた 親 

切に、 あの 黄金 メダル を 少年に 贈った が、 それが 祟つ 

て、 少年 はこうして 四 馬 剣 尺の ために 自由 を 奪われ、 

ひどい 責めに あってい ると 思えば、 老人の 胸 は 苦し さ 

に 張り さけんば かりであった。 老人 は、 この 気の毒な 

少年の 顔 を 一 目で も 見る 勇気がなかった。 少年に 何と 

あやまってよ いか、 老人の 立ち 場 は ひどく 苦しい ので 

あった。 

ごうじょう もの 

「 剛情 者が 二人 集った」 

と 頭目 は 牛 丸 や 戸倉 老人の こと をい つ た。 

「よし、 それで は、 のつ びきなら ぬ 証拠 を 見せて やろ 


う。 おい 波、 あの 写真 を 持って きた か」 

すうよう 

すると 戸口に 立って いた 波が、 ポケットから 数 葉の 

写真 を ひっぱりだして、 頭目のと ころへ 持って きた。 

「ふ— む。 これで 見る と、 あのと きお 前 は 現場に いた 

子供に ちがいない。 これ を 見よ」 

頭目 は、 写真 を 牛 丸に 手 わたした。 

牛 丸 は、 それ を 見た。 そして どきん とした。 彼が 生 

駒の 滝の 前まで きたと き、 へ リコ プタ— がまい 下って 

きたので、 おどろいて 柿の 木に のぼった。 そのと きの 

彼の 姿が、 はっきりと 撮影され ている のであった。 写 

真の 中には、 彼の 顔 を いっぱいに 引伸して うつして あ 


る もの もあった。 それ を 見る と、 これ は 自分で はない 

という ことができない ほど、 はっき リ していた。 

「どう だ。 その 写真に う つ つ ている の はお 前だろう。 

お前に まちがい なかろう」 頭目 は、 こんど はお それ 入つ 

たかと 牛 丸 少年の 面 を むさぼる ように 見つめる。 

「これ は、 ぼくの ようです」 

牛 丸 は、 あつさり とそれ を 認めた。 

「しかし、 この 柿の 木に のぼって いるの が ぼく だとし 

て も、 ぼく は 誰から も、 何も もらいません。 ほんと で 

す」 

うすめ 

戸倉 老人が、 このと き 薄目 を あいた。 そして 牛丸少 


年の 顔 を、 さぐる ように そっと 見た。 

(おお …… ) 老人の 顔に、 狼狽と 喜びの 色と が 同時に 

走った。 

(ああ 神よ) 老人 は 口の 中で 唱える と、 再びが つくり 

となって 椅子に うなだれ、 目 を 閉じた。 老人 は、 そば 

にいる 少年が、 春 木 清で はない の を 知って、 いままで 

の はげしい 悩みから 急に 解放され たのであった。 

そのと き 頭目の、 怒りに みちた 声が ひびいた。 

「なんという 手際の わるい こと だ。 調査 不充分 だぞ。 

責任者 は 処罰され る」 

左右 を ふりかえって、 頭目 は 部下 を 叱りつ けた。 


「この 剛情 者 二人 は、 当分 あそこへ 放り こんで おけ」 

そういい 捨てて、 頭目 はう しろの 垂れ幕 を わけて、 

ふくめん 

その 奥に 姿を消した。 異様な 背高の つぼの 覆面 巨人 だ。 

牛 丸 少年 は、 感心して、 頭目のう しろ 姿 を 見送った。 

(あの 覆面の 下に、 どんな 顔が あるの か。 早く 見て や 

りたい もの だ) 

彼 はこ わさ を 忘れて、 好奇心 を ゆりうごかした。 

ばんこく こつ とうしょう 

万国 骨董 商 


あねが わごろう 

ここで 話 は、 春 木 少年から 姉 川 五郎の 手へ 渡った 半 

月形の 黄金 メダルの 上に 移る。 

今、 姉 川 五郎の こと をく わしく のべる にあた るまい 

なぜ なれば、 彼 は ひどく 酔 払って いて、 どうに もなら 

ない。 彼の 服装 は、 ぼろぼろ 服と 別れて、 リ ゆうとし 

た 若い 海員 姿に 変って いる。 よほどたん まり 金が は 

い つたと 見える。 

彼が ぉ桥 荷さん の 境内の 木の 根元から 掘り だした 半 

きんぞく  〈 ん 

かけの 金属片 は、 たしかに 黄金 製で あつたの だ。 彼 は 

それ を、 海岸通りから ちょ つ と 小路に は つた 〔# 「はつ 


た」 は ママ〕 ところに ある 万国 骨董 商 チャン フ ー 号に 

売った ので ある。 主人の チャン 老人 は、 孔子の ように 

長い 口 ひげ あごひげ を はやして、 トマトの ように 色つ 

やの よい 老人であった。 老人 は、 姉 川が 持って きた メ 

ダル を 二 万円で 買う といった。 姉 川 は それ を 聞く と 十 

万円で ない といや だとい つたが、 結局 三 万 五 千円で 

チャン 老人 は 買い取った。 

うちょうてん 

大金 をつ かんで、 宇 頂 天に なって 店 をで ようとす る 

姉 川に、 うしろから 老商 チャン は 声をかけた。 

「こんなに かけないで、 丸々 満足な のが あったら 四 割 

がた ええ 値で 買い まつ せ」 


姉 川 は、 ふふんと 笑った まま、 店 をで ていった。 

「ふ ふ ふ ふ。 まるでた だのよう な もん や。 つぶしても 

十二 万円に は 売れる。 しかし 惜しい もん や。 らんぼう 

なやり 方で、 半分に 切断し よった。 中まで 黄金 かどう 

か 見る つもり やつたん やろ」 

てんびん 

老商は ひとりごと をい いながら、 黄金 メダル を 天秤 

かざりまど 

の 皿から おろし、 こんど は それ を 店の 飾 窓の 中に あ 

る ガラス 箱の 棚の 一 つの 上に のせた。 その そばに は、 

はんぱに な つ た 貴金属 製の 装身具が、 所 もせ まく 並べ 

られ てあつた。 片 つぼ だけの ひすいの 耳飾り や、 宝石 

がなくて 台ば かりの 金色の 指環 や、 数の 足りない 真珠 


の 首 飾、 さて はけば けばし い 彫刻 をした 大小 いろいろ 

の 指環 や、 古色そう 然とした 懐中時計 を はじめ、 何 だ 

さいく もの 

か 訳の 分らない 細工 物 や 部分品が、 その ガラス 箱の 中 

に ひしめきあって いた。 

それ は、 姉 川 五郎が 黄金 メダル を 売りとば してから 

三日 目の 昼 さがりの ことだった。 

その 日 は、 ふしぎに 例の 三日月形の 黄金 メダルが 客 

の 目 を 吸いつ けた。 結局、 その 日 黄金 メダルに さわつ 

たお 客の 数 は 三 名であった。 

最初の 客 は、 意外な 人物、 立 花 カツ ミ 先生であった。 

その 日、 立 花 先生 は、 新しい 体操の 実演と 打 合 会の 


せんこう 

ために 海岸通りの 扇 港 ビルの 講堂で 午前中 を 過した。 

それが すんで、 外へ でた が、 そこで 金 谷 先生と いっしょ 

もとまち 

になり、 元 町の 方へ 抜けて 学校へ もどる ことにな つた。 

そのと き 万国 骨董 商 チャン フ ー の 店の 前 を 通りかかつ 

たので ある。 

はじめ、 金 谷 先生が その 飾 窓の 前に 足 をと どめた。 

先生 はめった にこん なと ころへ こない ので、 ガラス戸 

の 中に おさまって いるいろ いろの 商品 を もの 珍ら しく 

ながめた。 立 花 先生の 方 は、 そんな ものに あまり 興味 

がない らしく、 すこし 迷惑そう な 顔で、 金 谷 先生のう 

しろに 立って いた。 


その 金 谷 先生が 笑いだ した。 

「はは はは。 この 店 は、 がらくた 店なん だよ。 ちょつ 

と 見かけ はいいが、 ろくで もない ものば かり 並べて あ 

る。 あれなん か、 金貨の 半 かけだ。 金貨の 半 かけ はお 

かしい。 金貨に して は 大きい から メダル かな。 とに か 

く 半 かけで は 買い手 も あるまい に …… 」 

立 花 先生の 顔が、 飾 窓へ よってき た。 

「立 花 先生。 ほら、 あそこに ある 金貨の 半 かけみたい 

な もの、 あれ はメ ツキです かな、 それとも 本物の 金で 

す 力な」 

「さあ …… 」 立 花 先生 は、 かすれた ように 声 を だした。 


「あれが もし 本物の 金 だったら、 あれ だけ あれば、 う 

ちの 母の いれ 歯 もす つか リ 修理す る ことができ るんだ 

がな あ」 

「もう、 いきまし ようよ」 先生 二人 は、 老商 チャンの 

飾 窓から 離れた。 そして にぎやかな 元 町へ でた。 

半 町ば かり 歩いた ときに、 立 花 先生 は 金 谷 先生に、 

「わたくし、 忘れて いた 用事 を 思いだ しました。 これ 

から ちょっと いって 参ります から、 ここで 失礼いた し 

ます わ」 

といった。 そして 二人 は 別れた。 

立 花 先生 は、 すたすたと うしろへ 戻った。 そして 先 


生 は 例の 万国 骨董 商の 店へ はいった。 老 主人 チャン は、 

かご  えさ 

籠の 小鳥に 餌 を やって いたが、 店の 方 を ふりかえって、 

きゃくじん 

びっくりした。 珍ら しい 客人で ある。 

「なに をお 目に かけましょう かな」 

チャン は、 もみ 手 をしながら、 首 を さげた。 首 を 下 

ぢ もて 

げ ながら、 美しい 客の 面から 目 を 放さなかった。 

立 花 先生 は、 黄金 メダルの 半 ベら を 見せて くれと 

いって、 手に とってよ く 見た。 それ は 先生の 気に いつ 

たようであった。 そこで 値段 を 聞いた。 

「さよう。 あんた さんのお 望みです さかいに、 大 まけ 

に まけまして、 二十 万円です な。 あれ は 純金に 近い も 


ゆいしょ 

のでな、 そのうえ、 えらい 由緒の ある もので、 二十 万 

円は大 勉強 だっせ」 

二十 万円 だとい う。 三 万 五 千円で 姉 川 五郎から 買い 

とった ものが 六 倍の 値段で ふ つ かけられ たので ある。 

「二十 万円です か。 高 いわねえ」 

「それだけの 値 打 は、 十分に おまん ねん。 その 道の 者 

なら、 よう 知って ます」 立 花 先生 はしば らく 唸って い 

たが、 やがて 老商 チャンに いった。 

「わたくし、 ここに 二十 万円のお 金 を 持って いないの 

です。 それで 今 手つ け 金と して 二 万円お いてまい り ま 

す。 これから 家へ かえって、 のこりの 十八 万 を 持って 


きます から、 それ を わたくしに 売った ものと して 下さ 

い」 

「へえ ー ッ。 どうもありがとう はんで。 あの、 二十 万 

円で 買い はります か。 よろしお ます。 二 万円のお 手つ 

け 金。 ここへ ちょうだいいた しましょう」 

チャン 老人 は、 自分のお どろき を 隠す のに 骨 を 折つ 

た。 十五 万円ぐ らいに 値切る かと 思いの外、 いい 値の 

二十 万円で 買う というの だ。 そんな ことなら、 もっと 

吹つ かけて おけば よかった。 こんな 質素な なり をして 

いた 婦人の こと だから、 二十 万円 だとい えば、 びつ く 

リ 仰天して、 すぐ さようならと 店 をで ていく かと 思い 


の 外、 とんでもない ちがいだった。 

その 婦人 客が そそく さと 店からで て いった あと、 

チャン 老人 は、 黄金 メダル を 元の ガラス 箱の 中に 返し 

た。 


あとの 一 一人の 客 


老商 チャン は、 またもと のように 小鳥の 籠に 近づい 

た。 


そして 彼の かわいがつ ている 小鳥に、 餌 を あたえ は 

じめ た。 それが 大方 終りに 近づいた 頃、 

「はい、 ごめんよ」 と、 店へ はいって きた 男が あった。 

背の 高い りっぱな 人物だった。 日本人の ようで あり、 

また 外人の ように も 見える。 

この 紳士 こそ、 四 馬 剣 尺の 部下と して 重き をな す 机 

博士 その 人であった。 

「ご主人。 その ガラス 箱の 中にはい つ ている 金貨の 半 

分に なった ような もの を、 ちょいと 見せても らおう」 

博士 は、 長い 手を延 して、 ガラス 箱の 棚 を 指した。 

「ああ、 これです か」 


老商 チャン は、 それ を 取 出して 客に 見せた。 チャン 

は、 立 花 先生と 売約が 成立した こと を 忘れて いるよう 

な 態度で、 気軽に 三日月形の 黄金 メダル を だしてみ せ 

たので ある。 

「これ はお もしろ いもの だ。 惜しい ことに 半分に なつ 

きん 

ている。 ご主人、 これ は 本物の ゴ— ルド (金) かね」 

じゅんきん 

「純金 に 近い 二十 一 一 金です わ」 

「ふふん。 で、 値段 はいくら」 

「あまり 売れ口が ええ もの やない さかい、 まあ 大 まけ 

に まけて 三十 万円です な」 

「三十 万円！ あほらしい、 そんな 値が ある もの か。 


ご主人、 十五 万円で はどう だ」 

「あきま へん。 三十 万円、 一文 も 引け ま へん わい」 

「そうかね。 それじゃ これから 三十 万円、 なんとかし 

て 集めて こよう」 

机 博士 はそう いって、 チャンの 骨董 店 をで ていった。 

その 博士 は、 店先から 五六 歩 離れる と、 肩をすくめ 

て、 ふふんと 笑った。 

「あの 慾ば り 爺め、 まさか おれが、 あの 黄金 メダルの 

裏表 を あの 店の 中で、 写真に とってし まった ことに 気 

、、ゝ ？  |:  / ヽ o  、 ヽ 、- 

力 つ くま I  る」 

そうい つ て、 机 博士 は、 ォ ー バ ー の 釦 に 仕掛けて あ 


る 秘密 撮影 用の 精巧な 小型 カメラ を、 服の 上から 軽く 

叩いた。 博士ら しい 早業であった。 

「 …… だが、 あの 黄金 メダルが あそこに 売りに でて い 

る こと を、 頭目に 知らせた もの か、 それとも 何とかし 

て、 おれが 手に入れ ておいた もの か、 さて、 どっちに 

した ものだろう な あ」 

博士 は、 海岸通りの 方 へ、 長い コンパスで 歩いて いつ 

た。 

第三の 客が きたの は、 それから 三十 分ば かりあとの 

ことで あ つ た。 

その 人 は、 外国の 船員の 服装 をつ けて いた。 髪 も 瞳 


も 黒くて、 日本人の ようであった けれど、 顔色の 赤い 

こと や 鼻柱の 高い ことな どから 見て、 スぺ イン 系の 人 

ととの 

のよう であった。 彼の 顔立ち は 整って いたが、 どう 

したわけ か、 おそろしい 刀傷の あとが、 額の 上から 左 

眼 を 通り、 鼻筋から、 唇までに 達して いた。 ものすご 

き  きず 

い 斬り 傷であった。 しかし その 傷 は、 光線が 彼の 顔の 

あ 

上に、 或る 方向から 照らしつ ける ときに 限り、 非常に 

ものすごく 見えた。 

「その 半分の メダル を 見せて 下さい」 

彼 はお ぼっかない 英語で、 そういった。 

老商 チャン は、 客より は 上手な 英語で 応対した。 彼 


は、 今日は この 黄金 メダルに、 妙に 人気が 集って いる 

のに 気がついて、 上機嫌であった。 それと 共に、 彼 は 

ゆだん をし なかった。 

刀傷の ある 船員 は、 黄金 メダル を 何十 べんと なく 裏 

かくだいきょう 

表 を ひっくりかえし、 また チャンから 拡大鏡 を 借りて、 

しら  てのひら 

念入りに 全体 を検 ベて みたり、 掌に のせて 重さ を 

測ったり した。 その あとで、 

「これい くらで 売ります か」 と、 老 商に たずねた。 

「四十 万円です」 チャン は、 こういうの は 金 持で はな 

いから 早く 追 払う にかぎ ると 思って、 かんたんに 返事 

をした。 


「四十 万円です か。 私、 千 二百 ドルで 買います。 千 二 

百 ドルなら 五十 万円 以上に あたります。 あなた、 いい 

商売し ます」 

客 はそう いって、 ポケットから 米貨の 紙幣 を チャン 

の 前へ 並べ だした。 チャン は、 近頃 こんなに びっくり 

した こと はない。 

「待って 下さい。 この 品物 は、 実はもう 売約が できて 

いまして、 さしあげ かねます」 

「いくらで 売約し ました か」 

「それ は、 あの …… 」 老商 チャン は、 まさか 正直に 二 

十万 円と はいいだ せなかった。 


客 は、 紙幣 を 並べお えた。 

「私、 五十 万円に 買う 契約、 さっき、 あなたと しまし 

た。 私、 買います。 五十 万円の 高値で これ を 買う 人、 

私より 外にありません」 

「よろしい。 売りましょう」 

チャン は、 ついにそう いった。 二十 万円に 売る より 

も 五十 万円に 売った 方が 二倍 半の 犬もう けだ。 売約し 

た あの 婦人に は、 手つ けの 二 万円の 外に、 あと 五 千円 

か 一 万円つ けて 返せば、 文句はないだろう。 そう 思つ 

た老商 チャンであった。 

客 は、 黄金 メダルの 半 ベら を 持って、 店 をで ていつ 


た。 チャン は、 受取った 紙幣 をもう 一度 数える のに 熱 

中して いた。 

それから 七 八 分 あとの ことだった が、 万国 骨董 商 

チャン フ— 号の 店先 を 通りかかった 一人の 少年が、 不 

意に 立ち どま つ て、 さけび 声 を あげた。 

「うわ ー ッ。 これ は 血 やない か。 店の 奥から、 えらい 

こと 血が 流れて きょる がな」 

その 声に、 近所の 人た ちがお どろいて とびだし てき 

た。 そして チャンの 店内へ はいって、 老 主人の 名 を 呼 

んだ。 

チャンの 返事 はなく、 ただ 籠の 中で、 小鳥が チチチ 


と 鳴いて いた。 

「どうし たんやろ か、 チャンさん は …… 」 

「あつ、 こんなと ころに 倒れて いる」 

あけ 

店の 奥に、 老商は 朱に そまって 倒れて いた。 心臓の 

上に ピストルで 撃つ たらしい ひどい 傷 あとが あ つ た。 

そして その まわりに は、 服の 上に 焼け焦げが 丸く でき 

ていた。 もちろん チャン は 絶命して いた。 誰が、 いつ 

の 間に、 老商を こんなに 冷い 死骸に してし まった ので 

あろう か。 


め いきゅうい 

迷宮入り か 

かわいそうな 万国 骨董 商 チャン 老人 殺しの 二 ュ ー ス 

は、 たちまち この 港町の すみずみまで ひろがった。 

「なんという むごたら しい こと をす る 犯人だろう。 あ 

の 老人 は 家族 もな く、 さびしく 小鳥と 住んで、 あの 店 

を やって いたのに、 ああ 気の毒 だ」 

老人 を 見知って いる 人々 の 中には、 こういって その 

死 をいた む 者 もいた。 

「チャン 爺さん は、 あれで そうとうな もんだ よ。 こつ 


にそくさんもん 

ちが 売りに 持って いった 品物 は 二束三文に 値ぎ りたお 

す。 それ を あとで 磨きに かけて、 とほうもない 高値で、 

外国人な どに 売りつ け るんだ。 足 もとにつ けこむ の は、 

得意 中の 得意 さ。 あんまり もうけす ぎる から、 こんど 

みたい な 目にあ うんだ」 

そういって、 にくまれ 口 をき く 者 もいた。 

しょうば 、， じょうず 

「いや、 それ は 商売 上手と いう もの だ。 そんな こと 

でな にも 爺さん は 殺される こと はな いんだ。 ああして 

殺された の は、 爺さんが ひどい ことして 集めた 宝石の 

中に、 おそろしい 呪いの かかって いる ダイヤモンドが 

ぶ つ ぞう 

あつたんだ。 それ は 元、 インドの 仏像の ひたいに はめ 


こんで あつたの を、 ある 悪い 船の りが えぐり 取って、 

盗んで いった。 そして それ を チャン 爺さんに 売りつ け 

こうそう  ば 

た。 すると インドの 高僧が 船の りに 化けて はるばる 取 

返しに きたんだ。 爺さん はすな おに 返さなかった もん 

だから、 あのよう に、 えい ッと 刺し殺された」 

「ちがうよ。 ピストルで 撃 たれたん だ」 

「あ、 ピストル か。 ピストル でもい いよ」 

「ほんと かい、 その 話 は」 

「つまり、 そうで もあろう かと、 わし は 考えたん だが 

ね」 

「なんだ。 ひとが 事件に 熱中して いるの をい いこと に 


して、 うまく かついだ ね」 

「とにかく、 あの 爺さん は、 叩けば ほこりが でる 人物 

だ。 犯人 は 永久に 分らない よ」 

めぼし 

たしかに そのと おりで、 犯人の 目星が さっぱり つか 

あきよし けいぶ 

ない ので、 この 事件 を 担当して いる、 秋吉 警部 はいら 

いらして いた。 

彼 は、 チャン 老人の 絶命の 三十 分 あとへ 現場へ つい 

て、 さっそく 捜査の 指揮 をと つたので あるが、 血の 流 

れ ている 店内 は、 事件 発見者の 少年の しらせで 駆けつ 

けた 近所の 人た ちに よって、 すっかり 踏み あらされて 

しょうこ 

いた。 犯人 をつ きとめる ための 証拠が、 これで はっか 


めない。 警部 は 困って しまった。 

それに、 チャン 老人 は、 店内に ひとり 住んで いたの 

で、 当時の 店内の 様子 を 証言す る 者が いなかった。 向 

う 三 軒 両隣 は ある けれど、 今日は チャン 老人が 殺害 さ 

れ ると 分って いるなら、 老人の 店に 出入りす る 人物に 

注意 を 払って いたで あろうが、 そんな こと は あら かじ 

め 分って いなかつ たので、 誰も 正確に 出入りの 人物 を 

証言す る 者がなかった。 おそらく 犯人 は、 そういう 事 

きょ うこう 

情 をのみ こんでいて 兇行した ので あろうと、 秋吉警 

部 は 考えた。 

店内 を しらべて、 何が 盗み 去られ たかを 調査した。 


その 結果が、 またはつ きり しないの であった。 なに 

しろた くさん のこ まごました 物が ある。 その 品物の 

もくろく 

目録な どはなかった から、 何と 何とが なくなつ たんだ 

か 分らない。 

金庫 は閉 つていた。 この 中 を 調べた が、 これ もまた 

はっきり 分らない。 金庫の 中には、 日本の 紙幣 ゃァメ 

リカの 紙幣な どが しまって あった。 これ だけが 

有 金 全部であった のか、 それとも 犯人 は その 一部 を 盗 

ん でから、 金庫 を 閉めて 逃げた のか、 どっちと も 分ら 

なかった。 

か れ 秋吉 警部 に は 興味の ない ことで あつたが、 読者 


に は 興味の ある ことがら を、 ここで 一 つ 述べて おこう。 

それ は アメリカの 紙幣で 千 一 一 百 ドルが そっくり そこに 

残って いた ことで ある。 これ は 犯人が どういう 種類の 

人物で あるか を 判断す るのに、 一 つの 参考と なる。 I 

I 秋吉 警部 は、 気の毒に も、 そのような 資料 をつ かむ 

機会に めぐまれて いないの だ。 

そこで 警部の 注意力 は、 も つばら チャン 老人の 

ちめ いしょう  か つ こう 

致命傷と 彼の 死んで いた 場所と その 身体の 恰好に そそ 

がれた。 

ピストルで 心臓の まん 中 を 見事に 撃ちぬ かれた のが、 

老人の 死因だった。 老人 は 声 もた てずに 死んだ ので あ 


ろう。 

ピストル は 老人の 胸に 向けられ、 その 銃口 は 老人の 

服に ぴったりと ふれて いたにち がいない。 その 状況で、 

ピストル は 発射され たの だ。 だから 銃口の あたって い 

た 服に は 穴が あいてお り、 その 穴の まわりの 服地 は、 

焼け焦げ にな つていた。 

た ま 

ピストルの 弾丸 は、 背中 をう ちぬき、 うしろの 壁 か 

ざリ をつ きぬけ、 壁に めりこん でいた。 それ を 掘り だ 

して 調べて みたところ、 その ピストル は、 よく 普通に 

見かける ブロ ー ニン グゃ コルトの もので はなく、  口径 

のず つと 小さい 特殊の ものだった。 それ は 多分 ピスト 


ルの形 をし ないで、 他の物 品に 似せて 作って ある もの 

のように 思われた。 たとえば 万年筆の 形 をした ピスト 

ルだ とか、 扇子の 形 をした ピストル だと か を、 暗殺者 

はよ く 持って いるが、 そんな 風な ものに ちがいない、 

そういう 物品に 似せる ために は、 どうしても 弾丸の 口 

径を 細く しなければ ならない。 自然、 火薬 も 少量し か 

使えない ので、 そういう ピストル は、 殺す 相手の 身体 

に ぴったりと つけて 発射 しないと、 弾丸が 身体の 中へ 

はいらない。 

「犯人 は、 只者 じ やない。 チャン 爺さん を 殺す ことな 

んか、 鶏 の 首 をし める ほどに も 感じな かったん だろ 


う」 

りつぜん 

警部 は、 そう 思 つ て 慄然と した。 

老人 は、 帳場の 台 をへ だてて、 客と 向いあって いた 

らしい。 それから 老人 は、 奥へ ゆこうと して 身体 をす 

こし 曲げた。 そのと きすば やく 犯人が 握って いる ピス 

トルが 老人の 心臓 を 服の 上から ねらい、 直ちに 引金が 

ひかれた のにち がいない。 老人の 死 顔に は 苦悩の あと 

も 恐怖の 表情 もな く、 おだやかな 顔であった。 そして 

そのまま そこに 倒れる と 傷口から は 血が とめど もな く 

ふきだし、 ついに 店 前まで 流れて いったの だと 思われ 

る。 


それから 犯人 はどうし たか。 それが さっぱり 分らな 

い。 何 か 目星 をつ けて きた ものが あって、 それ を 取 出 

して、 すばやく 逃げう せた もの か、 それとも 老人 を斃 

した だけで、 すた こら 逃げ だした もの か、 なんとも 分 

ら ない。 このへんで 秋吉 警部 の 捜査 は ゆき 詰って きた 

のであった。 

す、， -じ ようしょ 

しかたがな いので、 警部 は、 各署ゃ 水上 著までに 通 

告 して、 チャン 老人 殺しに 関係 ある あやしい 人物が 

あったら 知らせても らいたい とた のんだ。 こんな 方法 

では、 運 をた のむ ような もの だ。 しかし 証拠 物が 集ら 

ないし、 事件の 目撃者 も あらわれな いの だから、 こん 


ほか 

な ことで もす る 外なかった。 

水上 署に は、 外国 船員に も 気をつけて くれる ように 

特に 依頼した。 だが、 外国 船員に あやしい 者が あって 

も、 これ を 検挙す るまでに 持って いくこと は 容易な こ 

とではなかった。 

秋吉 警部 はだん だん やつれて いった。 そして 事件 は 

迷宮入り らしく 思われて きた。 

もしも、 チャン 老人が 殺される 日、 あの 店 をたず ね 

た 客た ちが 名の つてで るなら、 警部 は 有力な 手がかり 

をつ かんだ であろう。 しかし 誰も 名のって でる もの は 

なかった。 むり もない。 かかりあいになる の を 恐れて 


のこと だ 


金 谷 先生し やべ る 

よこちょう  ろうこつとう しょうごろ 

海岸通り 横丁の 老骨 董商 殺しの ニュ— スは、 その 

翌朝に は、 新聞記事 になって いた。 

春 木 少年 や 牛 丸 少年の 組 を あずか つ ている 金 谷 先生 

も、 この 新聞記事 を 読んだ。 そしてす ぐ 気がついた。 

きのう かざりまど 

「はは あ。 あの 店 だ。 昨日 飾 窓 を のぞきこん だが、 


金貨の 割れた の を、 れいれいしく 飾って あった、 あの 

がらくた 古物商 だ。 

あの 家の 主人が 殺され たんだな。 それ を 分って いれ 

ば、 もっとよ く 顔 を 見て おくんだ つたのに」 

と、 先生 はすこし ばかり 残念であった。 先生 は 登校 

すると、 この 話 をと くいに なって 教員 室に しゃ ベリ 散 

らした。 

「白い ひげ を 長く たらした 爺さん なんです よ。 いかに 

も 小金 をた めて いると いう 風に 見え ましたね。 そうい 

えば、 福々 しい 顔なん だけれ ど、 どことなく きついと 

ころが あつたな。 やっぱり 自分の 悲惨な 運命が、 人相 


にあら われて いたんで すよ」 

こんな 風に 話す もの だから 聞き手の 先生が たは、 

もっとく わしい こと を 聞きたがった。 

「いや、 それだけ のこと。 ぼく は、 中へ はいって 見よ 

たちばな 

うかと 思つ たんです が、 連れの 立 花 先生が いやな 顔 を 

している ので、 それ はやめ ましたよ。 あのと きはいつ 

ていれば、 もっと 諸君に おもしろい 話が できたん だが 

な あ」 

ききて 

金 谷 先生が そういうと、 聞 手の 先生た ち は みんな 

笑った。 

そこへ 立 花 先生が はいって きた。 


「まあ、 みなさん、 なに を そんなに おもしろが つてい 

らっしゃ るんで すの」 と、 にこに こして たずねた。 

「あは は。 金 谷 先生が、 例の 殺された チャンと いう 

ばんこく こ つとう しょう 

万国 骨董 商の 店 を、 昨日の ぞいた というん です」 

「まあ、 いやな ことです わ」 

まゆ 

と、 立 花 先生 は、 美しい 眉 を ひそめた。 

「金 谷 先生 は、 あの 店主が 殺される と 分って いたら、 

店の 中へ はいって、 しげしげと 見て くるんだ つたな ど 

という もんだ から、 みんなで 笑って いたと ころなん で 

す」 

「気味の わるい お 話 は、 もう 聞きた くありません わ」 


「金 谷 先生の いう ことに、 連れの 立 花 先生が うしろに 

こわい 顔 をして 立って いるもの だから、 ついに はいる 

の を あきらめ たと い つ てます よ」 

「え ッ」 と 立 花 先生 はかたい 顔に なって 金 谷 先生の 方 

に 向き 直った が、 すぐ 顔 を 和げ、 

「金 谷 先生。 よけいな おしや ベリ をな さるもの じゃあ 

りません わ。 かかりあいが あると 思われて、 警察へ 

ひっぱりだされる ような ことがあったら、 つまらない 

じゃありません の」 と、 かるく たしなめた。 

「まいった。 これ は 一 本まい りました。 今までのお 

しゃべり は孜 消し だ」 


と、 金 谷 先生 はすつ かり 悄気て しまった。 それが ま 

たお かしくて たまらな いと、 同僚た ち は 腹 を かかえて 

笑った。 

金 谷 先生 は、 てれくさく なって、 ひとり その 座 を 立つ 

て、 運動場へ でて いった。 運動場で は、 早く 登校した 

生徒た ちが、 元気に はねまわ つていた。 

「金 谷 先生」 先生 は、 自分の 名前 をよ ばれて、 はっと 

われに かえり、 その 方 を 見た。 

四 人の 少年が、 そろって、 前へ 近づいた。 その 中に 

まじ  こだま 

は 春 木 少年の 顔が 交って いた。 その外に、 小 玉 君、 

よこみ つ  たばた 

横 光 君、 田畑 君の 三 少年が いた。 


「どうしたの。 いやに 改まって いるね」 

と、 金 谷 先生が 受 持の 学童の 顔 を 見 まわした。 

「先生。 ぼくたち 四 人 は、 少年 探偵 団を 結成し ようと 

こもん 

約束し たんです。 それで、 先生に 少年 探偵 団の 顧問に 

なって いただきた いのです」 少年た ちの 話 は 意外な 申 

入れだった。 

「少年 探偵 団 だって。 それ はいった い、 なんの 目的で 

結成す るの かね」 

「まず 第一 の 目的 は、 ぼくたちの 級友で ある 牛 丸 君 を 

一 日 も 早く 救いだ したい ことです」 

「それ は 警察が やって くれる。 君達が 手 を ださないで 


もい い」 

「でも、 警察 だけに まかせて おけない と 思 うんです。 

なにしろ、 今にな つても、 警察 はすこし も 活動 をして 

ないようです からね」 

「それ は 相手が 手 ごわい から、 準備の ために そうとう 

日が かか るんだろう。 君た ちがで かけて いっても だめ 

さ。 相手が 強す ぎる からね。 返り討ちになる よ」 

先生 は、 少年た ちが、 きっと 落ち こむ にちがいない 

悪い 運命 を 思って、 その 企 に 反対した。 だが、 少年 

たち は、 そんな ことで は 尻 ごみし なかった。 春 木 少年 

は、 言葉 をつ づける。 


「第二の 目的 は、 世界に まれな 宝 さがしに 成功す る こ 

となんです」 

「なんだ つて。 世界に まれな 宝 さがしと は …… 」 

「先生。 牛 丸 君が かどわかされ たこと も、 実は この 宝 

さがしに 関係が あると 思 うんです。 そして ほんとう は、 

ぼくが 連れていかれる はずのと ころ、 賊 はまちが つて 

牛 丸 君 を 連れていつ たんだと 思 うんです」 

「君の いっている こと は、 さっぱり わけが 分らない」 

「それ はこの 事件の はじまりから お話しな いと、 お 分 

りに ならない のです。 実は この 前、 牛 丸 君と ぼくと 二 

人で カンヌ キ 山へ のぼりまして ねえ …… 」 と、 それ か 


いこまた き  おうごん 

ら生 駒の 滝の 前で 戸倉 老人に めぐりあい、 黄金 メダル 

きぬじ 

の 半 かけと 絹地に かいた 説明書 を もら つたこと から、 

メダル を 失った ことまで、 残りな くす ベての こと を 金 

谷 先生に うちあけた。 

先生 はお どろいて、 はじめは 「ほう」 とか 「おもし 

ろい ね」 といって いたのが、 終りに は 腕 をく み、 身体 

を かたくして、 「ふん、 それから どうした」 とか、 「そ 

れ はたい へんだ。 で、 どうした」 とか、 さかんに 力ん 

でたず ねた。 

「これが 焼け残った 絹の ハンカチの 一 部です」 

と、 春 木 少年が 金 谷 先生の 手に それ を 渡した とき、 


先生の 緊張 は 頂点 に 達した。 

「なるほど。 これ はほん もの だ。 えらい ことにな つた 

もの だ」 

先生 は そこで 頭 を ひねって、 しばらく 沈黙した が、 

やがて あたりへ 気 をく ばり、 低い 声で いった。 

「春 木 君。 先生 は 昨日、 君が とられた という 黄金 メダ 

ルの半 ベら らしい もの を、 海岸通りの 横丁の 骨董 店の 

飾 窓の 中に 見かけた よ」 

「ええ ッ。 先生、 それ はほんと うです か」 

「ほんとう かどう か、 とにかく 君が 今 話 をした 

みかづき がた 

三日月形の 黄金 メダルと いうのに よく 似て いた。 君の 


話で は、 お 稲荷さん のお 堂に 住んで いた 男が、 あの 店 

へ 売つ たんじ やない かな」 

「あ ッ、 それにち がいありません。 先生、 その 店 はな 

ん という 店です か。 どこに あります か。 教えて 下さい 

これから ぼく はすぐ いって、 取 返して きます」 

こんど は 春 木 少年の 方が、 大 昂奮して しまった。 

「待ちた まえ、 春 木 君。 その 店の 老 主人 は 昨日 何者か 

のために ピストルで 殺されて しまったん だよ。 今朝の 

新聞 を 見なかった かね」 

「ああ ッ。 そうか。 すると 今朝の 新聞に でかでかと 大 

きくで ていた チャン フ— 号 主人 殺しと いうの はこの 店 


です ね」 

「そうなん だ。 だからね、 今 は その 筋で 殺害 犯人 を 見 

つけようと 鵜の 目 鷹の 目で さがして いるから、 君なん 

かう つかりい くと、 たちまち 捕えられて、 容疑者に なつ 

てし まうよ。 そしたら、 いつ 娑婆へ でて こられる か 分 

リ やしない」 

先生が おそれる わけ は、 もっともであった。 しかし 

春 木 少年 は、 警察に この 話 をしても いいと 思った。 そ 

して 店の 飾 窓に あった その 黄金 メダル を、 自分に かえ 

しても らうに は、 早く 話 をした 方が 有利 だと 考えた。 

この 考え を 話す と、 先生 は 困って しまった。 


(しまった、 とうとう またお しゃべり をし すぎた。 

さっき あんなに 立 花 先生から いましめられて いたのに、 

それ を 忘れて 又 しゃべった。 下手 をす ると、 自分 は 参 

ようぎしゃ 

考人か 容疑者と して 警察へ 引っぱられる かもし れん。 

これ は 困った ことにな つた) 先生の 悄気 かたは ひど 

かった。 


きびしい 尋問 


「頭目。 いったい どこへ いって たんです。 この 二日と 

いう もの は、 頭目 を 探す ので、 大骨を 折りました ぜ。 

しかも 連絡 はっかな いじまい。 骨折り損の くたびれ も 

うけです」 

しば けんじゃく  とうもく だい 

四 馬 剣 尺が、 どっかと 腰 を かけた 頭目 台の 前へ いつ 

て、 この 山塞の 番頭 格の 木戸が、 うらみ つらみ をのべ 

たてた。 木戸 は、 よほど 骨 を 折った ものと 見える。 

「ふ ふン」 四 馬 は、 かるく 笑った だけであった。 

「こんどから は、 なんとか たしかな 連絡の 道 を 用意し 

ておいて いただ かないと、 万一のと きに わし は、 この 

山塞 を 持ち切れません よ」 木戸 は 久しぶりに 腹 を 立て 


ている らしい。 

「大丈夫 だ。 万一 のとき は、 おれが とびこん でく るか 

ら、 心配 はいらね え」 

「こっちから 知らせたい ことがあっても、 それが でき 

ない とすれば、 結局 頭目の 大損 害 じ やないで すか」 

「すると、 なに かおれに 知らせたい ことがあ つたんだ 

な。 それ は 何 だい」 

「わしで はな いんです。 机 ドクトルが、 何 か 見つけて 

きたんです。 それが 三日 前の ことで、 ドクトル は 町へ 

い つたんで す」 

「ふ ー ン。 三日 前の ことか」 


頭目 は、 ベ— ルの 中で、 日 を 逆に かぞえて いるよう 

であった。 

「チャン フ— 殺しの あった 曰の こと だな」 

「そうです。 あの 日の 午後、 ドクトル は 息せ き 切って 

ここへ 戻つ てき ましてな、 『頭目 は どこに いる』 と 食い 

つくよう にい うんです。 どうした のかと 訊く と、 『一 

刻 も 争う こと だ、 頭目の 耳に 入れたい ことがある』 と 

いう。 なんだ と 聞き かえす と、 『黄金 メダルの 半 ベら が、 

海岸通りの ある 店の 飾 窓に 売りに でて いる』 というん 

です。 わし はお どろき ましたね」 

「それから どうした」 頭目 は 気色ばんで、 その 先の 話 


を さいそくした。 冠 の 下の ベ— ルが ゆらゆらと 動く 

「それから 頭目 探しです。 みんな を かりたてて、 あら 

ゆると ころ を 探し まわり ましたね。 ところが だめなん 

です。 机 ドクトルから は、 『まだ か、 まだ か』 と、 きつ 

いさい そく。 困り ましたね。 それで 三日間、 得る とこ 

ろな しです」 

「ばか だな あ。 そんな ものが 見つかれば、 なぜす ぐに 

買いに いかな いんだ」 

「おっと。 それ はいわない ことにしても らいましょう 

この 山塞で は、 四 馬 剣 尺 頭目が 命令し ない こと は 何 一 

つ 行えない きびしい おきてに なって いるんで す。 これ 


は 頭目、 あなたが 作った おきてで すよ」 

「よし、 そんなら よし。 じゃあ、 机 博士 を ここへ 呼ん 

で くれ」 

「はい」 木戸が でて いくと、 やがて 机 博士が いれかわつ 

て 細長い 身体 を この 部屋に あらわした。 彼 は 木戸と ち 

がって 落ちつき はらって いた。 頭目の 前まで いって、 

卓 をへ だてて、 四角い 椅子に 腰を下ろした。 

「ご用です かな」 

「今、 木戸から 聞いた が、 三日 前に、 海岸通りの ある 

店で、 黄金 メダルの 半 ベら を 見つけた つて」 

「偶然に 見つけ ましたよ。 さっそく 頭目に 知らせよう 


と 骨 を 折つ たんです が、 残念に も、 頭目に 運が なかつ 

たな」 

「本物 かい」 

「さあ、 私 は 本物と 鑑定し ましたね。 それ も 頭目が こ 

の 間まで 持って いた 半 ベら ではなくて、 その 相手に な 

る 半 ベら でした よ。 三日月形 をして、 骸骨の 顔が 横 を 

向いて いるよう でした」 

「お前 は、 それ を 手に とってみ たの か」 

「手に とってみ ましたと も。 万一、 にせ 物で は 頭目に 

てのひら 

知らせて お叱り をこう むる ばかり だから、 掌 にの せ 

て 比重 を あたって みました。 たしかに 純度の 高い 黄金 


でで きている ことに まちがい なし。 そこで 値段 を 聞い 

たら、 三十 万円と いうんで す。 その 因業 爺の チャン 

フ ー という 主人が ね」 

「三十 万？」 頭目 はちよ つと ことば をと めた あとで ニニ 

十万 円に ちがいな いか」 

「ちがいなし。 しかし なぜ 頭目 は、 そんな こと を 聞く 

ん です」 

「とほうもない 高値 だから」 

「ふ ふン」 と 机 博士 は、 けいべつ を こめた 笑い 方 をし 

て、 

「しかし これが 例の 宝庫へ 連れていつ て くれる 案内 者 


なんだから、 三十 万円 はやす いと 思う がな あ」 

「あの 店の 商品と して は 高す ぎ るんだ、 そして 君 は ど 

うした」 

「どうした も ある もんです か。 さっそく 山塞へ かけ 

戻って、 頭目に 知らせる よう 大 さわぎ を 始めたん です。 

いったい 頭目 は、 どこへ いったんです」 それに 答えな 

いで、 頭目 は ぴしゃり とことば を 机 博士に 叩きつ けた。 

「お前 は、 チャン フ— の 店 前で、 なに か 手品 を ゃリゃ 

しなかった か」 

「手品です つて。 とんでもない。 私 は、 手術なら やり 

ますが 手品 はやりません よ」 そういって 机 博士 はう そ 


、、ヽ ヽ -  一 o 

^いた 

二人の 間に、 しばらく 沈黙が あった。 

と、 とつぜん 博士 は 口 を 開いた。 

「チャン フ ー を 殺した の は 私じゃありません よ。 あん 

な老 ぼれ を 殺す 理由なん か、 私に はありません からね。 

…… それより 頭目。 早く あの 店へ いって 黄金 メダル を 

持って きたら どうです。 頭目が 今まで 持って いたの は 

ねこ おんな 

猫 女 に 奪われち まったん だし、 さびしい ですから ねえ。 

あれが 一 つ 手に はいれば —— 」 

「やめろ。 あの 店に はもう 黄金 メダル はな いんだ。 

チャン を 殺した 犯人が 持って いったの か、 それとも… 


〜」 

「それとも」 

「まあ、 それ はいうまい」 

「頭目。 はっきり いって 下さい。 私が 盗んで きたと で 

もい うのです かい」 

「おれ は 知らない。 今日まで かかって、 いろいろと 調 

ベた が、 手がかりな しだ」 

頭目 は、 いつにな くがつ かりした 調子で いった。 

かんぼう 

監房 生活 


その後、 牛 丸 平太郎 少年 は、 監房の 中に おしこめら 

れた ままに なって いた。 あれ 以来 一度 も 頭目の 前に も 

ひきだされ ないし、 また その 手下の ため いじめられ も 

しなかった。 むしろ 牛 丸 少年 は、 山塞の 人々 から 忘れ 

られ たように な つ ていた。 

たいくつで、 やり切れない 牛 丸 少年であった。 三度 

の 食事が 待ち どお しかった。 その 食事 は、 口が きけ ず 

耳の きこえない 男が、 きちん きちんと はこんで くれた _ 

「小 竹さん」 と 呼ばれる こと もあった。 

とにかく 小 竹さん が 顔 を 見せて くれる のが、 牛丸少 

年に とって、 一日中の 一番 うれしい ことだった。 少年 


は 小 竹さん に 対し、 親しみの 表情 を 示した が 相手の 小 

竹さん に は それが 感じられ たこと はない。 いつも 寝 ぼ 

けて いるよう な 間ぬ け 顔であった。 牛 丸 少年 は、 たい 

くつに 閉口しながら、 一 つの 願い を 持つ ようになった。 

それ はいつ か 頭目の 前へ いっしょに 呼び だされた 戸倉 

老人と、 話し あうよう になりたい という 望みであった。 

あの 老人 も、 たしかに この 地下 牢の どこかの 一室に 

おしこめられ ている はずだった。 それ はいった いど こ 

だろう。 そして どうしたら あの 老人と 連絡が とれる だ 

ろうか。 牛 丸 少年 は それ を 宿題と して 考え はじめる と、 

すこしもた いくつで なくなった。 ただし、 この 宿題の 


答 は、 かんたんに はでて こなかった。 

「戸倉 老人の 監房 は、 もう 一階 下に あるんだ な」 やつ 

とこの 答が 少年の 頭の 中に 浮かんで きた。 それ は 小 竹 

さんが 食事 を はこぶ ときの 行動で、 それと 察した ので 

ある。 

なぜかと いうと、 小 竹さん が 食事 を 持って くると き 

おかもち 

は、 それ を 手 さげ 式の 金属製の 岡 持に 入れて 持って く 

る。 そして 牛 丸 少年の 監房の 前に 止まって、 食事 を さ 

し 入れる。 それから 小 竹さん は、 ずんずん 奥へ 歩いて 

いくが、 小 竹の 足音と 岡 持の がちゃがちゃ 鳴る 音が 、 

やがて 階段 を 下って いくのが 分る。 それから 五分 ほど 


すると、 小 竹さん は 引返して きて、 牛 丸の 監房の 前 を 

通りす ぎる。 これによ つて 考える と、 戸倉 老人 は、 も 

う 一 階下の 監房に 入れられ ている らしい。 

( 一 階下に あのお じさんが 入れられて いるんだ つたら、 

ぼくと 話 をす るの はちよ つ と むずかしい ことになる) 

少年 は、 ざんねんに 思った。 

しかしな にかうまい 方法 を 考えつく かもしれ ない と、 

その後 も 頭 を ひね つ て、 監房の 前の 交通に 注意 を 怠 

ら なかった。 

机 博士が、 朝早く 一  度、 前 を 往復す る。 しかし 牛 丸 

少年のと ころへ は 寄らない。 どうやら 博士 は、 階下の 


戸倉 老人 を 診察に ゆく ように 思われる。 老人 は、 ずつ 

と 身体が よくない のであろう。 ある 日の 夕方、 食器 を 

下げる ために、 小 竹さん がま わって きた。 いつものよ 

ま— お 

うに 頰 かぶり をし、 その上に うす 茶色の、 かたのく ず 

れた 鳥打帽 をのせ ていた。 彼 は、 監房の 鉄 格子 を とん 

とんと 叩いて、 牛 丸 少年に 早く 食器 を だせと さいそく 

した。 

牛 丸 は、 食器 を 両手に 持って、 入口まで いった。 そ 

して 鉄 格子の 向う に 待って いる 人物と 顔 を 見 あわせて、 

おどろいた。 

「しい ッ」 相手 は、 唇へ 指 を 立てて、 しずかに する よ 


うにと 注意した。 頰 かぶりに 鳥 打 帽の姿 はいつ も 見な 

れた小 竹さん の 姿だった が、 顔 はちがつ ていた。 ひげ 

だるまの ような 戸倉 老人であった ではない か。 

「あ ッ、 あなた は、 どうして ここへ …… 」 

「しずかに、 わし は 君に 聞きたい ことがあって、 危険 

をお かして ここへ やつ てきた」 

と、 老人 は それから 岡 持 を 床へ おき、 顔 を 鉄 格子に 

つけて 早口で 牛 丸 君に 話しかけた。 そのと きの 話 は、 

主に 春 木 少年の ことであった。 だが 老人 は、 彼が 春 木 

に 渡した 黄金 メダルの ことにつ いて は 一 言 もい わな 

あんぴ 

かった。 老人の 知りた いのは、 春 木 君の 安否であった 


ようで ある。 

だが 老人 は、 牛 丸 少年の 話から 考えて、 春 木 少年の 

さと 

身の上に 危険が ある こと を 悟った。 それで 春 木 君に 警 

告 する ために、 なんとか 方法 を 考えたい と、 これ は 牛 

丸 君に も 話した。 

「ぼく を こ こから 逃がして 下さ い。 そうすれ ばき つ と 

ことづて 

春 木 君に、 あなたの 言伝 をった えます」 

牛 丸 はそう いった。 老人 は 考えて おくと いい、 その 

場 を 去った。 彼 は 奥へ 引返し、 そして 階段 を 下りて 

いった 様子で ある。 

それから しばらく すると、 彼 はもう 一 度 牛 丸の 監房 


の 前へ やって きた。 だが それ は 戸倉 老人で はなく、 本 

物の 小 竹さん であった。 

牛 丸 は、 おやおやと 思った。 そして 疑問が 一 つ 、びよ 

んと 湧いて でた。 

(おかしい ぞ。 戸倉 老人 は、 この 口が きけ ず、 耳の き 

こえない 小 竹さん に、 どういう 方法で 話 を 通じて、 小 

へ ん そう 

竹さん に 変装す る こと を 承知 さ せた のだろう か) 

全く ふしぎな こと だ。 

ひょっとすると、 小 竹さん は、 わざと よそおつ てい 

るので は あるまい か。 そう 思った 牛 丸 少年 は、 空に 

なった 食器 を 渡しながら、 小 竹さん に 話しかけた。 す 


ると 小 竹さん は、 首 を 左右に 振り、 耳と 口と を 指さし 

「自分 は 口が きけ ず 耳が きこえない」 と 身ぶ りで 語って、 

すぐ 立ち去った。 

「ふ— ン。 やっぱり 小 竹さん は、 ほんと に 口と 耳が 不 

自由な のか しら」 

牛 丸 少年 は、 ため 息をついた。 

その後 も、 牛 丸 は しんぼうづよく、 毎回 小 竹さん に 

話しかけた。 だが 小 竹さん の 態度 は 同じ ことであった。 

ところが、 それから 三日 目に、 思いがけない ことが 

起った。 

それ は 夕食後、 小 竹さん が 食器 を あつめに きたと き 


のこと だった。 牛 丸 少年が、 食べ 終った あとの 皿 二 枚 

とス— プのコ ップと を、 小さい 窓口から 小 竹さん に 渡 

そうとした とき、 ぁッ という 間に 皿 は 牛 丸の 手 をす 

べつて —— いや、 牛 丸 少年 は 皿 を 小 竹さん に 渡し 終つ 

たつ もりだった から、 手 を すべらせ たの は 小 竹さん の 

方であろう —— 皿 は 少年の 監房の 床に 落ちて、 小さな 

破片に なって とび 散った。 牛 丸 は 青くな つた。 今にも 

ぎよ うそう 

小 竹さん から、 すごい 形相 で にらみつけられて 怒ら 

れ るだろう と 思 つ た。 

小 竹さん は、 そうしなかった。 彼 はかぎ を だして、 

監房の 戸 を 開いた。 そして しずかに 中へ はいって、 破 


片を ひろいだした。 破片 を 岡 持の 中へ 拾って いるの 

だった。 牛 丸 は おだやかな 小 竹さん の 態度に ますます 

きょうしゅく 

恐 縮して、 彼 もまた 一 生けん めいに なつ て 破片 を 

拾った。 

しばらくして それ は 終った。 小 竹さん は そのまま 立 

ち 上り、 外へ でた。 そして 入口に 錠 を かけりて 立ち 

去った。 その 小 竹さん の おだやか さに、 牛 丸 は 始めた 

い へんに 叱られる と 思って いただけに 非常に 意外で、 

小さい 窓口から 小 竹さん のうしろ 姿 を 見送って いた。 

そのと きであった、 彼 はう しろから、 かるく 背中 を 

叩かれた。 


〔# 底本で は 1 字 下げして いない〕 おどろいた、 このと 

き は！ この 監房に は 自分の 外に 誰も いないの だ。 だ 

から 少年 はび つくりして、 その 場に とびあが つたの だ。 

ふりかえった。 

「あ ッ」 

「しずかに！」 白い きれ を 頭からす つぼり かぶり、 す 

その 方まで 長く ひいた 怪物が、 子供の 声 を だした。 そ 

の 白い きれが とれ、 中から 少年の 顔が でた。 

「あ ッ、 春 木 君！」 

「牛 丸 君。 よくぶ じでいて くれたね」 

「ぼく を 助けに きて くれたん やな。 こんな あぶない と 


ころへ、 よくき て くれたな あ」 二人 は、 ひしと 抱き あ 

い、 頰と頰 と をお しっけて 涙 をと めど もな く 流した。 

どうして 春 木 少年 は、 この おそろしい 山塞に もぐり 

こんだ のか。 また、 小 竹さん が、 なぜ 春 木 少年 を、 そつ 

とこの 監房の 中へ すべりこませた のか。 

そのような 春 木 少年の 冒険 ものがたり は、 その 夜く 

わしく、 牛 丸 君に 語られた。 

また、 牛 丸 君の 家が その後、 どうな つてい るかと い 

うこと や 学校の 話、 警察の 話、 チャン 老人 殺しの 話な 

ど、 春 木 君が 牛 丸 君の ために 話して やる こと は 多 かつ 

た。 


牛 丸 君の 方で も、 この 山塞に 連れて こられてから 

こ つちの ことにつ いて 語る ことが 少 くなかった。 

それらの ことがらの 中で、 読者が まだ 知らない 話 を 

ここで 述べたい ので あるが、 今 は それが できない。 と 

いうの は、 今ち ようど、 机 博士の 身の上に おそろしい 

しる 

危難が 迫って いるから である。 その 方 を 先に 記さな く 

て はならない。 

罠 くらべ 

黄金の 糸で 四 頭の 竜 のぬ いとり をした すばらしく 


とうもく だい  た 

ぜいたくな 力— テンが、 頭目 台のう しろに 垂れて いる。 

台の 上に は、 頭目 用の 椅子が 一 つお かれて いる だけ 

で、 人の 姿 は その上に ない。 いや この 部屋に は 今 誰も 

レなレ 

垂れ幕の 奥で は、 かすかな 音が、 ときどき 聞え る。 

頭目が、 この 夜更けに、 なに か 仕事 をして いるので 

あろう か。 もう 只今の 時刻 は、 その 山塞の 人々 なら ど 

んな 呑んだ くれの 若者 も 寝床に ついて、 高い びき を 一 

時間 も かいた はずであった。 午前 三時 だ。 ここ 山塞 も、 

うしみつどき 

丑 満時を 越えた 真夜中で ある。 では、 誰であろう か。 

黄 竜 の 奥の間で、 ひっそりと 物音 を させて いるの は？ 


それ こそ 机 博士であった。 

まゆ  ひた い 

博士た だ ひとり だ。 博士 は、 眉 をつ りあげ、 額に 

青筋 を 立て、 真剣に なって、 黄 竜の 間で 家 探し をして 

いる。 

机の 引出 も あけた。 戸棚 もみん な あけて 調べた。 秘 

密の 大金 庫 も、 壁から くりだして、 すっかり あけて 調 

じゅうき 

ベた。 ありと あらゆる 什器 や 家具 を 調べ、 今 は、 壁 を 

かるく 叩いて まわって いる。 どこかに 彼の 知らない 極 

秘の 隠し場所が あるか もしれ ない と 思った からだ。 だ 

がみん な 失敗だった。 

(無い。 なんにも 無い。 黄金 メダルに 関する もの は、 


こんなと ころへ はおいて おかない のかな) 

博士 は 無念 に 思って、 唇 をかん だ。 

(たしか、 この 前、 この 部屋へ 黄金 メダル をし まう の 

を 見た の だが …… あれ は、 たとえ 猫 女に 奪われた に 

しろ、 あの 頭の するどい 頭目の こと だから、 メダルの 

写真と か、 関係書類 とか を、 ちゃんと 保存して あるに 

ちがいな いんだが、 どうも 見あたらな いな あ) 

机 博士 は、 チャン フ— 号の 店で、 秘密に 撮影した 三 

日月 形の 方の 黄金 メダルの 半 ベら の 写真 を 持って いる。 

おうぎがた 

もし 頭目の 部屋に、 頭目が 猫 女に とられた、 扇形 の 方 

の 半 ベら の 写真 を 持って いるなら、 それ を 手に入れた 


いと 思った。 そして 両方 をつ きあわせて みるなら、 こ 

の 黄金 メダルの 秘密 も 解ける にちがいないと 考えた の 

だ。 (なにも、 生命 を まとに して、 本 ものの 黄金 メダル 

を 手に いれないで、 写真 さえ あれば、 たくさん なの だ _ 

ま  だ、， ま う ► 1 

そこに 彫りつ けて ある 暗号 を 解き さえ すれば、 大 宝庫 

の 場所が 分る にちがいない。 おれ は 頭目な どより、 一 

やくしゃ 

枚 役者が 上なん だ) と、 博士 は 思って いる。 

だが、 いよいよ 探して みると、 こ こぞと 思った 黄 竜 

の 間に、 思う 品物がない ので ある。 博士 はくやし くて 

ならなかった。 腕 組 をして 考え こんだ とき、 

おうちゃく もの  しか 

「手 を あげろ。 横着 者め」 と、 はげしい 叱り 声が、 入 


口の 方から ひびいた。 いつの 間に か 黄 竜の 幕 を かき わ 

きょたい  ながそで  どくぼう 

け、 四 馬頭 目の 巨体が、 長袖から 愛用の 毒 棒 を つきだ 

している。 

「う ッ！」 博士 は 青くな つて、 さっと 両手 を あげた。 

ボタン  きリ 

あの 毒 棒 は、 押釦 一 つお すと、 一 回に 十本の 錐が、 さ 

きに おそろしい 毒 をつ けた まま、 相手の 身体に ぐ さり 

とっき 剌 すので あった。 その 毒の 調合 をした の は、 机 

博士 自身であった から、 その 猛毒に ついては 誰よりも 

博士が 一番よ く 知っている。 だから 博士が 青くな つて 

両手 を あげた わけ だ。 

「この間から、 どうもお 前の 様子が へんだ と 思って い 


たが、 この 部屋で いったい 何 をしょう と 思って いたの 

だ」 

頭目 は 落ちつき 払った 中に、 憎しみの ひびきの はつ 

きり 分る 声で、 博士 を きめつけた。 

博士 は、 口 を かたくつ ぐんで いた。 

「いうんだ。 いわない と、 こいつが とんで いく。 お前 

がよく 知っている 恐ろしい 毒矢が くらいた いか、 それ 

ともい つ てし まう か」 

「黄金 メダルの 半分の 写真で もお 持ちなら、 ちょっと 

見せて いただき たいと 思った のです。 それだけです」 

博士 は、 ついに 返事 をした。 


「それだけ だって。 ふ ふン」 と 頭目 は 皮肉に 笑って、 

「しからば、 お前 は チャン フ ー のと ころから、 三日月 

形の 半 ベら を 持って きたんだ な。 いや、 ちがう とはい 

わせない。 そうでなければ、 おれが 持って いた 半 ベら 

の 方 を 見た いなどと いう 気 を 起す はずがない」 

そうで はない と、 博士 は 一生 けんめいに 弁明した。 

だが、 博士の 弁明が 真剣に なれば なるほど、 頭目 は そ 

んな ことが 信じられ るか、 と はねつけた。 そしてつ い 

ブ J  、 

「そうだ。 これから お前の 部屋へ いこう。 この 部屋で 

やった とおりの こと を、 おれ はお 前に やりかえ してや 


る。 部屋の もの を みんな ひっくりかえして、 総 探し を 

やって やる」 

「あ ッ、 それ は …… 頭目。 許して 下さい」 

博士の 態度が 一 変して、 気が 変にな つたよう に 見え 

た。 が、 すぐ 博士 は 元に かえって、 そのような 乱暴 は 

とどま  あいがん 

思い 止 つて くれと 哀願した。 

「ならん。 お前の 部屋へ ゆ くんだ。 先へ 歩け。 命令 を 

きかねば、 毒矢 をぶ つ 放す ぞ」 

もう 仕方がなかった。 机 博士 は、 しおしおと 歩き だ 

した。 その 背中に、 頭目が 毒矢 銃 を ぴったり とおしつ 

けた。 


「自業自得 だ。 頭目 を だしぬこう なんて、 反逆 行為 だ。 

反逆 行為の 刑罰 は どんな もの だか、 知ってい るだろう」 

向う を 向いて、 重い 足 を ひきずって 進む 机 博士の 顔 

に は、 ふしぎな 笑みが 浮んで いた。 

(今にめ にもの を 見せて くれる。 その 時に なって 腰 を 

ぬかすまい ぞ。 へん、 おれの 作った 罠の 中に わざわざ 

おはいり 下さる の だ。 四 馬 剣 尺の 化けの皮 を、 今に ひ 

ん むいて くれる) 

博士の ひそかなる 気味の わるい 笑い は、 もちろん 頭 

目に は 見える はず もなかった。 その 頭目 もまた、 ひそ 

かなる 笑み を 口の あたりに 浮べて いたの だ。 


いんぼう や 

(見ろ。 こんどと いう こんど は、 陰謀 屋の机 博士に 

ちめいしょう 

致命傷 を くらわせて やる。 きさま は、 自分の わる 智恵 

の 中に、 自分で おぼれて しまう の だ。 それに まだ 気が 

つかない と は、 きさま も あんがい 頭が よくない て) 

きつね おおかみ 

狐と 狼 の 化かし 合いだ。 どっちが 狐で、 どっち 

が 狼 か。 それ はしば らく 見て いなくて は、 きめ かねる。 

ついに 机 博士 は、 自分の 部屋の 扉 を 開いた。 そのと 

き 彼 は、 自分のう しろに 異様な 気配 を 感じた ので、 は つ 

として ふりかえろ うとした。 

「ふりかえるな。 向う を 向いて いろ」 頭目が 大声で 叱 

りつけ た。 博士 はぎ くりとして、 首 を 正面へ 向け かえ 


た。 …… が、 今 ふりむいた ときに ちらりと 見た こと だ 

が、 頭目の そばに もう 一 人 背の 高い 人物が いたよう に 

思 つ た。 

「早く はいれ」 机 博士 は 背中 をつ かれた。 

あんしつ 

そこで 室内へ 足 を いれた。 室内 は、 暗室に なって い 

ももいろ  とう 

た。 ただ 桃色の ネオン 灯が 数箇、 室内の 要所に とぼつ 

ていて、 ほのかに 室内の 什器 や 機械の ありか を 知らせ 

ていた。 

「部屋 を 明るく す るんだ。 これ じ や 暗す ぎて、 なんに 

も 見えない」 頭目が そういった。 

(待って いました！) 


と、 博士 は、 心の中で おどりあがった。 

「はい。 今、 明るく します。 ちょっと お待ちな すって」 

「へんな まね をす ると 許さん ぞ。 おれ はお 前の そば を 

はなれな いから、 そう 思え」 

頭目が 部屋の 中 へ 足 を 踏み入れた。 

「大丈夫です。 へんな まねなん かしません。 そこに 油 

だらけの 機械が あります から、 けつまず かないよ うに 

して 下さい。 今す ぐ スィッチ を ひねり ますから、 

ちょつ と II」 

博士 はぐん ぐん 奥へ はいって いった。 そして 壁ぎ わ 

に 置いて ある 四角い 機械のう しろへ まわった。 博士の 


顔に は、 またもや 気味の わるい 微笑が 浮かんだ。 

かくご 

(今 だ。 化けの 皮をはいで やる ときが きた ぞ。 覚悟し 

ろ) 

博士 は スィッチ を 入れた。 それ こそ この間 中から 博 

士が 考案し、 組立て ていた 大きな エックス線 装置で 

あった。 これ は 広角 度に エックス線 を 放射して、 人間 

の 身体 全体 を 照らし、 そして 部屋の まん 中に ぶら下げ 

け い こうまく 

て ある、 幅 ニメ— トル 高さ 三メ— トルの 大きな 蛍光 幕 

に その 透視 像 を うつしだす ようにな つていた。 これ は、 

ふくめん 

いつも 覆面 をして いる 頭目 を、 エックス線で 照らして、 

その 正体 を 見て やろうと いう 陰謀であった。 そして 思 


いがけ なく、 早く その 機会が きたの だ。 頭目の 方から 

この 部屋へ 足 を はこんで、 はいって きたの だ。 こんな 

いいこと はない。 机 博士 は 興奮 をお さえきれ ない。 

さッ と、 蛍光が、 幕 面 を 照らした。 

実にた くみに、 頭目の 全身の 透視 像が 幕 面に 写った。 

着衣 や 冠の 輪廓が うすく 見える 中に ありあり と 黒く、 

がい こ つす がた 

むざんな 骸骨 姿 がう つ しだされた。 これが 頭目の 

こ つ かく 

骨格な の だ。 

「あ ッ」 頭目 は 気がついた。 

手に していた 毒矢の はいった 棒 銃 を ふりあげた。 そ 

の 恰好が、 そのまま 幕に うつった。 おそろしい 骸骨が、 


生きて いるよう に 動き、 いかりに 燃えて 棒 を ふりあげ 

たの だ。 その すさまじい 光景 は、 筆に も 画に もの せら 

れな いほ どだった。 

ガ— ン。 毒矢の 棒 は 博士の 方へ とんで きた。 と、 室 

内の 電灯が 全部 消えた。 完全な 暗黒と なった。 そして 

つづけさ まに、 いろいろな 器物の こわれる 音が した。 

机 博士の 声 はしなかった。 また 頭目の 声 もしな かつ 

た。 

博士 は、 おそろし いもの を 見た の だ。 

頭目の 骸骨 像に よって、 頭目の 正体 は、 世に も 奇怪 

な ものである ことが 判明した。 それ はたし かに 小さな 


男だった。 その 小さな 男が、 足に  ーメ— トル 位 も ある 

すそ 

高い 棒 をつ けて 立って いるの だ。 その上に 裾 を 高く ひ 

いた 中国服 を 着て いる。 こうして エックス線で 透視し 

てみ ない かぎり、 頭目の 秘密が 明かる みへ だされる こ 

と はな か つたであろう。 

四 馬頭 目の 正体 は、 小さな 男だった のか。 

この 部屋に、 このお そるべき 光景 を 見た 者が 外に も 

う 二人いた。 それ は その 前に この 部屋に 忍び こんでい 

た 春 木 少年と 牛 丸 少年と であった。 二人 はお そろし さ 

に、 もう 生きた 心地 もなかった。 さて、 まっくら がり 

になった この 部屋のお さまり は、 いったい どうなる の 


であろう か。 

ひみつ  ぬ あな 

秘密の 抜け穴 

(われらの 首領と いうの は、 小男であった のか！) 

机 博士 は、 その 意外に 心 をう たれ、 危険の 中に、 し 

ばらく ぼんやり していた ほど だ。 

彼 は、 首領が もっと ほかの 人物で あると 思って いた 

ので、 その 予想 は、 エックス線 を 首領に あびせた 結果、 

すっかり 思いち がいで ある ことが 証明され た。 

(だが、 どうも まだ、 ふに おちない ところが ある。 い 


っぞ や、 ひそかに 懐中電灯 を 首領の 顔の 下に 近づけて、 

ふくめん 

覆面べ —ル の 中に ある 顔 を ちら つ と 見た ことがあ つ た 

が、 あのと きの 首領の 顔 は、 目鼻立の よくと とのった 

りっぱな 顔であった。 女に も 見 まがう ほど 美しい 顔で 

あつたが …… ) 

と、 机 博士の 頭の 中には、 答が わり 切れないで、 ぐ 

うず 

るぐ る 渦 をまい ていた。 さっき、 エックス線で 首領の 

顔 をて らしつ け、 首領が あっと ひるむ ところ を、 すば 

やく 前へ とびだして あのべ— ルを かかげて、 首領が ど 

んな 素顔 をして いるか、 それ をた しかめれば よかった 

の だ。 だが それ をし なかった。 不覚の いたり だ。 もつ 


とも、 そんな こと を すれば、 首領 は 一 撃の もとに 自分 

どくば リ 

を 毒 針で さし 殺した かもしれ ない。 これ だけの こと を 

考える のに、 永く かかった わけで はなく、 危険の 下に 

首 を ちぢめて いる 机 博士の 頭の 中 を、 電光の ように 

走った 思いであった。 

がらがら ッと、 またもや 器物が なげつけられ、 机 博 

士の 頭の 上に 降って くる。 そして 首領の あらあらしい 

息づ かいが、 だんだん 近くに よってく る。 

(あぶない。 このまま では 殺される。 どうかして 逃げ 

あなぐら 

だしたい。 穴 倉へ つづく あの 下り 口まで、 うまくた ど 

りつけ るだろう か。 下り 口の 戸 を 開く まで、 死なない 


でい るかし らん) 

すみ 

博士が 思いだ したの は、 この 部屋の 東よりの 隅に、 

地下の 穴 倉へ つづく 下 リロが ある ことだった。 これ は 

博士が、 他の 者に 見せたくない 器械 や 材料な ど を かく 

してお くた めに 作った 秘密の 物置であって、 この 山塞 

では 彼 以外に 知る 者はなかった。 その 穴 倉の 中には、 

さらに、 抜け道が あって、 それ をく ぐって いくと、 山 

塞の 外へ でられる の だ。 もっとも そこ は、 けわしい 崖 

の 上に あって、 そこから 街道へ 下りる に は、 特別の 道 

具がない とだめ であった。 そのかわりに、 このけ わし 

い 崖の 上に 開いた 抜け道 は、 他の 者の 目につく ような 


心配 は、 まずない ものと 思われ、 机 博士 は 十分 自信 を 

持って いたのであった。 その 抜け道の コ— スへ、 とび 

こみたい。 下り 口のと ころまで、 無事に ゆきつく かど 

ク ゝ o 

う 力 

(やつ つけろ) 

もうこう なれば、 運 を 天に まかせる 外ない と、 机 博 

士は 決心 を かためた。 一 一力 所 や 三 力 所に 傷 を こしらえ 

るの は 覚悟の 上で、 博士 はくら がり を 手 さぐりで、 横 

に は つてい つた。 

なんでも、 やって みる こと だ。 荒れる 首領の 攻撃 は、 

机 博士の 身体の 移動の あと を 追つ かけて はこなかった。 


やっぱり、 元のと ころに 博士が かくれて いると 思い、 

がらがら ッ どす ン どす ンと、 しきりに 重い ものが なげ 

つけられ ていた。 だから 机 博士 は、 反って 危険 を 抜け 

る ことができ、 うれし さに 胸 をお どらせ ながら、 下り 

口のと ころに はまって いる 揚げ戸 を ひきあけ る ことが 

できた。 

すこし は 音が した。 しかし 室内 は どん がら どん がら 

やって いる 最中であった から、 すこしぐ らいの 音 は 相 

手に 聞え そう もなかった。 博士 は、 してやつ たりと、 

揚げ戸の 下へ 身体 を もぐらせた。 足の 先に、 階段が さ 

わった。 もう 成功で ある。 彼 は、 すっかり 中へ はいつ 


た。 そして、 揚げ戸 を 静かに 閉めた。 誰も 追い 迫って 

くる 様子はなかった。 博士 は、 ほっと 安心の 一息 をつ 

いた。 

ぎゃくさつ しゃ 

ここまで くれば、 虐殺 者の 手 をの がれた ような も 

の だ、 と 机 博士 は 思った。 彼 は 手と 足で 階段 を さぐり 

ながら 下りて いった。 階段 を 下り 切った。 そこに 厚い 

力 ー テンが 二重に 張って あった。 その 向こうが 物置の 

相当 広い 部屋に なって いるので ある。 博士 は 力— テン 

をお して 中へ はいった。 中 は、 まっくらだった。 

でんちとう 

「おや ッ。 今日は 電池 灯が 消えて いる」 

そこに は、 いつも は 電池 灯が ついていて、 室内 を 照 


らして いた。 これ は 停電に 関係な く、 いつでも ついて 

いる 電灯であった。 それが 今日は、 運 わるく 消えて い 

る。 どこか 故障 をお こした のであろう か。 そう 思いな 

がら、 机 博士 は、 鼻 を つままれても 分らない 闇の 中 を、 

手 さぐりで 足 を ひきずりながら 五六 歩 もす すんだ であ 

ろうか、 そのと き 大きな おどろきが、 彼 を 待ちう けて 

いた。 とつぜん 彼の 両の手 首が、 何者かに よって、 

ぐ つと にぎられ たので あつ た。 

「ほほ ほ、 待って いたよ、 博士さん」 

闇の 中に、 たしかに 女に ちがいない 声であった。 何 

者？ 


ねこ おんな 

おお、 猫 女 

どぎ も 

「誰 だ、 君 は！」 博士 は 度 肝 をぬ かれて、 かすれた 声 

で、 やっと この 短い ことば を 相手に ぶつつ けた。 

「あたし かね。 あたし は 『猫 女』 さ。 どうぞよ ろしく」 

「え ッ、 猫 女 …… 」 机 博士のお どろき は、 五倍に なつ 

た。 

「猫 女が、 なぜ こんなと ころに —— 」 

「大きな 声 をお だしで ない よ。 上で は、 あのと おり 大 

ぜ いさんが 集って いるんだ よ」 なるほど、 上で は大ぜ 


いの 足音が いりみだれ ている。 きっと 首領が みんな を 

呼び集め、 姿を消した 自分の 行方 を 探して いるのに ち 

、、ゝ ヽ 、  n> 

カレ， レ 

「きゅうくつだろう が、 手 をう しろへ まわして もらい 

ましょう」 猫 女 は おそろしく 力強かった。 机 博士の 手 

をかん たんにう しろへ ねじり、 がちゃりと 手錠 を はめ 

てし ま つ た。 

「君 は、 私 を どうしょうと いうんだ」 

猫 女 は、 首領から 黄金 メダルの 半 ベら を 奪った こと 

が ある。 すると、 猫 女 は 首領の 敵 だ。 自分 も 今 は 首領 

の 敵に なって いる。 それならば、 猫 女 は 自分と 手 をに 


ぎって、 味方 同志に なっても いいの だと 思う。 「猫 女よ、 

なぜ 私 をい じめ るんだ」 といいたい、 机 博士だった。 

「お前さんから もらいた いものが あるの さ。 すなおに 

渡して くれない こと は 分って いるから、 こっちで お前 

しんたい けんさ 

さんの 身体 検査 を 行う わよ」 

「なに ッ。 なにが ほしいんだ」 

机 博士が 不安な ひび きの ある 声で たずねた のに 対し、 

猫 女 はこた えなかった。 そして くらがりの 中で、 博士 

でんとう 

の 身体 を しらべて いた。 室内に は、 電灯 はついて いな 

かいちゅうでんとう 

いし、 猫 女 は 懐中電灯 さえ 使わない。 全くの くらが 

りの 中で 猫 女 は、 どしどし 自分の 仕事 をす すめて いく。 


猫 女 は、 猫の ように、 くらがりの 中で も 目が きくら し 

い。 それに 気がついて、 机 博士の 不安 はつのった。 

「ああ、 これな のね、 お前さんが 鬼の 首 をと つたよう 

に 思って 喜んでい たの は …… 」 

とうとう 猫 女 は、 目的物 を 探し あてたら しく、 博士 

の 下着の ポケットから、 小さい ひとまきの フィルム を 

取 出した。 

「それ はちが う。 それ は 何でもない」 机 博士 は、 最後 

の 努力 をした。 だが、 猫 女 は その フィルム を 返そうと 

はしなかった。 そして 尚 も つづいて 身体 検査 を やりと 

げた あとで、 


「さっき 見つけた フィルム は、 こっちへ もらった よ。 

お前さん は 器用な こと を やっての ける 人 だよ。 チャン 

フ ー を 殺した の も、 お前さん じ やない のかい」 と、 博 

士 をから かった。 

「とんでもない。 私が チャン 老人 を 最後に 見た とき は、 

彼 はこれ から 百年 も 長生き をす るよう な 顔 をして いた。 

あの 慾ば リ爺を 殺した の は、 私で はない」 

「ふん。 なんとで もい うがいい。 でも、 あたし は チヤ 

ンフ— の 身内で もなんでも ないから、 お前さんに 

ふくしゅう 

復謦 しょうと は 思わない。 が、 お前さんが やった か 

どうか、 神 さまが 知って おいで だよ。 だから さ、 これ 


から 神 さまのお さばき を 受け るよう に 用意 をし てあげ 

るよ」 

猫 女 は、 へんな こと をい つた。 机 博士が、 その 言葉 

の 謎 をと こうと している と、 いきなり 目 かくし をされ 

しわざ 

てし まった。 もちろん 猫 女の 仕業だった。 ぎゆうぎ ゆ 

うと 二重に 目の 上 をし ばって しまった。 机 博士 は 恐怖 

にお そわれ、 それにつ いて 抗議 をした。 と、 口の 中へ 

ハンカチ だか 何だか を 突つ こまれた。 ぁッ とお どろい 

ている と、 口の 上 をぐ るぐ ると 布で まかれて しまった _ 

もう 声が だせない。 猫 女の手ぎ わの よい こと はお どろ 

くば かりだった。 


それから 猫 女 は、 机 博士の 身体に、 口 ー プを ぐるぐ 

る まきつけた。 それが すむ と 女 は 博士の 腰のと ころ を 

叩いて、 

「さあ、 お歩きな。 お前さんの こしらえ ておいた 抜け 

穴から 外へ でる の だよ」 

なんでも 知っている 猫 女だった。 なんという すごい 

奴だろう と、 ものが いえない 机 博士 は、 くやしさ とお 

そろし さに、 からだ を ふるわせる ばかりであった。 

歩いて、 穴の 外へ でた。 ひやり と 涼しい 風が 首す じ 

に 吹きつけ たので、 それと 察した。 いやま だ ある。 眼 

すき 

かくしの 布の 下に、 ほんのすこし ばかりの 隙が あって、 


外の 明るさが 感じられた。 これ はさつ き 目 かくし を さ 

れる ときに、 机 博士 は、 顔 を うんと しかめた の だ。 そ 

の 上に 目 かくし をされ、 あとでし かめ 面 を 元に 直す と、 

すこし 目 かくしが ゆるくなる。 これ は 前から 博士が 

あしもと 

知っていた 術で ある。 今う つ すらと、 足 許の 方の 明る 

さが 見える。 明るさ だけで はなく、 物の 形が 見えない 

もの かと、 博士 は 目 かくしの 下で、 しきりに 目 をく しゃ 

くしゃ やって みた。 

しばらく 彼のと ころ を 離れて、 向こうで なに かやつ 

ていた 猫 女が、 このと き 博士の そばへ もどって きた。 

「さあ、 こっちへ おいで」 博士 は 又 歩かされた。 ごつ 


がけ はし 

ご つした 岩の 上 を 歩かされた。 崖の 端まで いくら も 

距 つてい ない。 足 を 踏み はずして はたい へんだ。 

「そこで ストップ。 さて、 これから 二三 秒の 間、 息 を 

とめて いるが いいよ」 

猫 女が、 妙な こと をい つた。 机 博士 は 聞き かえした 

かった が、 ものが いえない。 それで 一生 けんめいに 目 

すきま 

かくしの 隙間から、 何でもい いから 見える もの を 見た 

いと 努力した。 

岩 かどが 見えた。 

(あ ッ、 おれ は 今、 崖の 端に 立って いる！) 

せんりつ 

机 博士 は 戦慄した。 たいへん だ。 足 を 踏み はずせば、 


崖 下に 落ちて いって、 骨 をく だいて 人生に さよなら を 

告げなくて はならない。 あぶない。 「助けて くれ」 と 

博士 はさ けんだ が、 もちろん 声が でる はず もない。 

「今にな つて、 じたばたす るん じ やない よ。 早い とこ 

ろ やつ てし まう からね」 

猫 女が 机 博士の 方へ 近づいた。 何 をす るの かしら。 

その 時に 彼 は、 目 かくしの 隙から、 猫 女の 服の 一部 を 

見た。 足 も 見た。 スカ— トは、 濃い 緑色の 服地で でき 

ていて、 短い スカ ー 卜だった。 その 下に 長く のびた 形 

のい い 脚が あった。 二 本と も 揃っていた。 うすい 肌色 

の 長靴 下 を はいている。 そして 靴 は 短靴。 スポ— ッ好 


みの 皮と ズックで できて いる あかぬけ のした 若い 婦人 

向きの 靴だった。 それだけ を 一目で 見た 机 博士 は、 猫 

女の 腰から 上が 見えな いこと を 残念に 思 つ た。 

たくま 

しかし 緑の 服、 長く 逞しい 二 本の 脚、 肌色の 長靴 下 

に、 若い 婦人 向き スポ— ッ 好みの 短靴 —— というと こ 

ろから 想像され る こと もない 猫 女の人 がらだった。 彼 

女の ことばつきよりも、 ずっと 上品な 服装で はない か。 

一 体 何者であろう か。 どんな 顔つきの 女であろう  

と、 そこまで を 一瞬間に 考えた とき、 彼の 身体 はとつ 

ぜん 「えい ッ」 と 突きとば された。 

くもん 

(う ッ) と、 苦悶の さけび も 声 も 口のう ち。 


彼の 足 は、 すでに 崖の 端 を 離れた。 宙に うかんだ 彼 

の 身体！ 

ああ、 机 博士の 生命 は 風前の灯 同様で ある。 死ぬ か、 

この 変リ 者の 悪党 博士？ それとも 悪運 強く 生の 断 & 

にぶら 下る か？ 

さんさい 

ごったがえす 山塞 

一 一 少年 は、 どうした ろうか。 

机 博士の 暗室に もぐりこん でいた 春 木 清と 牛 丸 平 太 


郎は、 思いがけな くも 博士 対 首領の すさまじい 争闘 を 

見た。 机 博士が 首領に あびせ かけた エックス線が、 首 

領の 正体 をが いこつの 小男と して、 緑色の 蛍光 幕へ う 

つし だした。 その 怪奇 も 見た。 その あとで、 はげしい 

器物の 投げ 合いで、 室内 はまつ くらと なり、 その 部屋 

にと どま つ ている こと は大 危険と な つ た。 

「この 部屋から でようよ」 

「うん。 今なら でられる やろ」 

春 木と 牛 丸と は、 小犬の ようになって、 すばやく 部 

屋 からと び だした。 

「あ ッ。 ちょっと 待った。 しい ッ」 


牛 丸 は、 春 木よりも 一足 早く 外へ でた が、 とたんに 

おどろいて、 身 を 引いた。 そしてう しろに つづく 春 木 

を おしもどした。 彼 は、 廊下の 向こうに 人影 を 認めた 

からであった。 

その 人影 は、 牛 丸が とびだす のと、 ほとんど 同時に、 

かど まが 

廊下の 角 を 曲った ので、 牛 丸 は その 人物のう しろ 姿 を 

ほんの 一瞬間 見た だけであった。 その 人物 は 背が 高く、 

長い ォ— バ— を 着て いたよう に 思った。 正確な こと は 

分らない。 はっきり 見た の は その 人物の 片方の 足 だけ 

だった。 水色の ズボン を はいた 長い 脛であった。 そし 

て スポ— ッ ごのみ の 派手な 短靴 を はいていた。 


スポ— ッ ごのみ の 短靴が はやると 見える。 そうで は 

ないで あろう か。 

(誰であろう、 今 向こうへ いった 人物 は？) 

と、 牛 丸 は 首 を ひねった。 しかし 彼 は、 その 人物 を 

追い かけて いくつ もりはなかった。 向こうへ いってく 

れて 結構で あると 思った。 このす きに、 早い ところ 逃 

げて しまう の だ。 

「さあ、 走 るん や。 今のう ちなら、 地下 牢の 方へ 引き 

かえせる」 牛 丸 は 春 木 をうな がして、 廊下 を 縫うよう 

にして 走った。 彼 は 山塞の 地理 を 研究して 知っていた。 

運 もよ くて、 彼 は 春 木と 共に、 元の 地下 牢の 方へ 走り 


こむ ことができた。 

そこに は、 戸倉 老人が 待って いた。 

ろうばん 

老人 は、 牢番の 小 竹と 身体 をく つつけ 合って いたが、 

少年た ちが はいって きたので、 離れた。 小 竹さん は 猿 

ぐつ わ を かまされ、 手足 はぐる ぐる まきに され、 椅子 

にしば りつ けられて あった。 小 竹さん の 目 だけ は 自由 

に 動いて いた。 いつもの 唾そう なにぶ い 光の 目で はな 

く、 いきいきとした 目つ きで、 みんなの 顔 を 見て いた。 

恨めしそう でもな く、 いかりに もえて いる 様子 もな 

かった。 

「それじゃ、 わした ち はで かける。 あと は 頼みます。 


これから 毎日、 あんた の 無事 を 祈る。 短気 をお こさぬ 

ようにな」 

と、 戸倉 老人 は、 小 竹の 肩 を かるく 叩いて、 眼に 涙 

をう かべた。 すると 小 竹 は、 二三 回 あご をし やくって 

みせた。 

「早く ゆきなさい」 と、 いそがせて いるよう だ。 これ 

でみ ると、 戸倉 老人と 小 竹との 間に は ひそかなる 

リ ようか い 

了解が ある ことが 明らかだった。 小 竹が しばられた 

の も、 二人 合意の 上の ことで あるに ちがいない。 

そこで 戸倉 老人に つれられ、 春 木と 牛 丸の 二人 は、 

山塞 を 逃げ だした。 どういく と 抜け道に でられる か、 


そのこと は 戸倉 老人が よく 知っていた。 要所要所の 扉 

を あける 鍵 もちやん と 持って いた。 あける 前に、 

けいれいよう  しょぶん 

警鈴 用の 電気装置 をう まく 処分す る こと も、 や はリ老 

人が 知っていた。 

それより 牛 丸 少年が おどろい たの は、 老人が 元気 

いっぱいだった ことで ある。 牢の 中で も、 首領の 前へ 

呼び だされた ときで も、 老人 は 一 歩 も 歩け ない 

じゅうび ようにん 

重病 人の ように 見えた。 それ は、 わざと 重病 人の 風 

を よそおって いたのに ちがいない。 

しかし 老人が、 いくら 巧みに 抜け道から 抜け道 をた 

どって 逃げた にしろ、 わるがしこい 四 馬 剣 尺の 張って 


ある 網の 目 をす ベ て くぐりぬ ける こと はでき ない はず 

だった。 だが すばらしい 幸運が、 老人と 二 少年と を 助 

け、 一度 も へまをやらないで 山塞の 脱出に 成功した。 

その 幸運と いうの は、 ちょうど このと き 山塞の 中 は、 

机 博士 事件で ごったがえ していて、 要所要所の 見張り 

はおろ そかに なって いたの だ。 

なにしろ、 おそろし いでき 事だった。 

町まで 使いに いって、 ちょうど 山塞の 近くへ もどつ 

てきた 一 味の 一 人が、 ふと 目 を あげたと き、 妙な もの 

を 見つけた。 身体 をぐ るぐ る 巻きに された 一 人の 人間 

が、 崖から 横にで ている 電柱の ような 長い 棒の 先から 


吊り下げられ、 ぶらん ぶらん と 揺れて いるので あった。 

「うわ ッ、 あぶね え」 

せんば  こうじろう 

その 使いの 者 は、 仙 場の 甲ニ郎 という 男で あつたが、 

きも 

彼 はび つくりして 胆を ひやし、 その 場へ ど すん と 尻餅 

をつ いたくら いだ。 見て いると、 ますます 人間 は 揺れ、 

今にも 口— プが 棒の 端から とけ、 吊り下げられ ている 

奴 は 崖 下へ まっさかさまに 落ちて いきそう だ。 甲 一 一郎 

は、 気が 落ちつく の を 待って 立ち上る と、 こんど は 駆 

け 足で もって、 山塞へ とびこんだ。 そして この 変事 を 

知らせた ので ある。 もちろん、 棒の 先に 吊り下げられ 

て、 ぶらん ぶらん していた 人間 は、 机 博士に ちがいな 


かった。 猫 女の 姿 は、 どこに も 見えない。 

ゆくえ 

甲 ニ郎の 知らせで、 さっきから 机 博士の 行方 を 探し 

ていた 団員た ち は、 それと いうので、 山塞から とびだ 

して、 崖の 上 を 見上げた。 

「うわ はは は、 たいへん だ。 見ち やお れん」 

「たしかに 机 博士 だ。 早く 下へ 網 を 張れ」 

「おい、 首領に 報告した か」 

「知らせた とも。 今 ここへ、 首領 もで てく る、 といつ 

てた」 

こんな さわぎが 起って いたから、 一 一 少年と 戸倉 老人 

の 脱出 は、 あんがい 楽に 行われた の だ。 そして みんな 


が 網 を 張れ だの、 崖の 上へ いって そっと 綱 を ひいて み 

ろ だの、 竹ば しご を 組んで 一 一人ば かリ 登って 助けろ だ 

のと さわいで いる 間に 三人の 脱走 者 は 反対 方向の 山へ 

まぎれこんで しま つたので ある。 

いのち 

生命が けの 脱出 

二 少年と 戸倉 老人と は、 たがいに 助けあって、 山 ま 

た 山 を わけて 逃げた。 

ほんどう  ろく てんさん さい 

本道へ でる と、 六 天 山塞の 悪者 どもに 見つかる おそ 

れが あるので、 道 もない ところ を 踏み分け、 わざわざ 


遠 まわり をして 逃げた。 山の こと は、 さいわいに もこ 

の 土地 生れの 牛 丸 少年が たいへん くわしい ので、 方向 

を あやまる ような ことがなかった。 山塞 を 抜けで たの 

が、 朝の 八 時 ごろであった。 それから 太陽が 一番 高く 

さようこう 

なる 正午に 近くまでの 約 四時 間 を、 三人 は 強行して 

逃げた。 

腹が減って ならなかった が、 戸倉 老人 はさす がに 用 

意が よく、 腰に つけて きた 包みの 中から、 チョコ レ— 

トと ビスケット を 出して、 二 少年に 分け あたえた。 お 

いしかった。 谷間の 水に のど をうる おしながら、 三人 

は、 あらたな 元気 を ふるい 起し、 それから 又もや 苦し 


い 行進 をつ づけた。 

牛 丸 少年の 考えで は、 思い切って 西の方へ 迂回し、 

やまひめ やま 

タヌキ 山から 山姫 山 の 方へ でて、 それ を 越えて 

せん ぼん まっとうげ 

千 本 松 峠へ でる のがい いと 思った。 しかし そこまで 

ゆく に は、 今日 いっぱいで はだめ だ。 どうしても 明日 

まで かかる。 今夜 は 山姫 山の どこかで 野宿す る ほかな 
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千 本 松 峠へ でれば、 あと 四時 間ば かり 下って、 

しば はらす いげんち 

芝 原 水源地の 一番 奥の 岸に つく。 そこへ ゆけば、 水道 

局の 小屋 も あるし、 うまくい くと 巡回の 人が きてい 

るか もしれ ない。 あと は 心配ない。 とにかく 問題 は、 


千 本 松 峠へ でる までのと ころに ある。 方角 はた ぶん ま 

ちがえないです むと 思う が 一 同の 体力が つづく かどう 

か、 きっとへ リコ プタ ー をとば して 追跡して くるで あ 

ろう、 四 馬 剣 尺の 一 味の 目 を、 うまくの がれる ことが 

できる かどう か、 その 二つに かかって いるの だ。 

牛 丸 少年 は、 今日のう ちに 山姫 山まで たどりつかね 

ばなら ぬと いう 計画 を 他の 二人に 話し、 その 日の 午後 

は、 とくに 前後に 気 をく ばりながら、 できるだけ 

きょうこ うしん 

強行 進 を つづけて もらった。 午後 二 時 ごろと 思われ 

ると きに、 果して 空の 一 角に ぶ— ンと 爆音が 聞え、 や 

がて ヘリ コプタ ー が 姿 を あらわした。 


「そらき たぞ。 動い ちゃい かん。 ぜったいに 動くな」 

戸倉 老人が、 牝 りつけ るよう にいった。 

くまざさ 

このと き 三人 は、 背の 低い 熊笹のお い 茂った 山の 

しゃめん 

斜面 を 下りて いると ころだった。 いじわるく、 身 を か 

くす に 足る 大木 もない。 そこで 熊笹の 中に うつ 伏した 

まま、 岩の ように 動かない ことにつ とめた。 空から 見 

下ろす と、 背中が まる 見えの はずであった。 だから 今 

にも だ だ だ— ンと、 機関銃の はげしい 掃射 をく うこと 

かと 生きた 心地 もなかった。 

いいあん ばいに、 ヘリ コプタ ー は、 こっちへ 飛んで 

くる 途中で、 とつぜん 針路 を 北へ 曲げた ので 助かった。 


よも や こんな 西の方まで 逃げて きて いると は 思わな 

かった のであろう。 きわどい ところであった。 

ヘリ コプタ ー が 追い かけて きたの は、 その 一回 だけ 

であった。 タヌキ 山 を 駆け下り、 しばらく 沢に ついて 

歩き、 それから いよいよ 山姫 山への ぼり だした。 

け わ 

この のぼりの 二 時間が、 一番 苦しかった。 険しい 

しゃめん 

斜面で、 木の 根に つかまって、 すこしずつ のぼって い 

くので あった。 枯れ葉に 足 を とられて、 せっかくの 

おおぞん 

ぼった 斜面 を、 ずるずる とす ベリ 落ちて、 大損す る こ 

ともあった。 またぐ ちゃりと 気味の わるい、 山び る を 

つかんで 青くな つたこと はいくた びか 分らない。 腹 は 


減り、 のど はか わき、 目 は 廻った。 もうこの へんで へ 

たば つ て 声 を あげようと 思 つたこと も たびたび であつ 

よわね 

た。 しかし 自分が 弱音をはいて は、 他の 二人 をが つか 

りさせる と 思い、 歯 をく いしば つてがん ばった。 みん 

ながそう した もの だから、 山姫 山の 嶮も ついに 征服し 

て、 やがて 地形 は、 わりあいに ゆるやかな 斜面と なつ 

そくちよう 

た。 そして 山姫 山の頂 上に ある、 測地 用の 三角点の や 

ゆうひ 

ぐらが、 夕陽 を 背負って、 によつ きりと 立って いるの 

が 見えて きた。 三人 は、 疲れ を 忘れて 足 を 早めた。 

山姫 山の頂 上に 小屋が あった。 三角点の すぐ わきの 

りくち そくりょうた い 

ところで ある。 これ は 陸地 測量 隊が かけて いった 小屋 


で、 もちろん 無人のと きの 方が 多い。 その 空き 小屋に 

三人 ははい つて、 その 夜 はこ こで 一泊す る ことにした _ 

夕食の 時刻が きている が、 その 用意はなかった。 た 

だ 戸倉 老人 は、 チョコ レ ー トの 残りと、 それから 三枚 

のす るめ を 持って いた。 それ を かじって、 飢え をし の 
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日が 暮れ だした。 もう でても よかろうと、 三人 は 小 

屋の 外にで て、 下界 を ながめた。 はるかに 芝 原 水源地 

が、 ひょうたん 形 をして き 面が にぶく 光って いる。 明 

日の 行程で たどりつく 目的地の 湖 尻の 小屋が、 豆つ ぶ 

ほどに 昆 える。 


(ここまで くれば、 もう 大丈夫 だ) 

と、 三人が 三人と も、 そう 思った。 ん 日の 残光が 急 

ゆうやみ けむりい ろ 

にう すれて、 夕闇が 煙 色 の つばさ を ひろげて、 あたり 

の 山々 を 包んで いった。 と、 東の 空に、 まん 丸い 月が 

まんげつ  きけん 

浮き あがった。 満月 だ。 三人 は 危険の 身の上 をし ばし 

忘れて、 ほのぼのと 明るい 月に 向きあって いた。 

その 夜、 戸倉 老人 は、 春 木 少年から 黄金 メダルに 関 

する これまでの 話 を 聞き、 少年が 思 い が けな い 苦労 を 

した ことに 深い 同情の ことば を かけた。 その あとで 老 

人 は 二 少年から 問われる ままに、 海賊王 デルマが こし 

ら えた 黄金 メダルの ニ片 について、 彼の 知っている だ 


ひ わ  つきあかり 

けの 秘話 を 月明 の 下で 物語った。 

「わし も、 デルマの 黄金 メダルの 秘密に ついて、 全部 

を 知っている わけで はない。 もし 全部 を 知っている も 

のなら、 こんなと ころに ぐずぐずして いないで、 さつ 

そく 宝 を 掘り あてる ことに 夢中に な つ て いる はず じ や _ 

正直な ところ、 わし は デルマの 黄金 メダルの 秘密 に つ 

リん 力く 

いて は、 おぼろげながら その 輪廓 を 多少 聞き かじって 

いるに すぎない。 かんじんの 秘密 は、 どうしても 例の 

黄金 メダルの ニ片を 集めた 上で ない と 解く ことができ 

ない のじ や。 だから わしの 話 も、 あんがい つまらん こ 

となの じ や」 


と、 老人 は 二 少年の 熱心な 顔 を 見 くらべた。 

きぬ 

「この 前、 春 木 君に 渡した 絹 ハンカチ は 火に 焼けて、 

三分の 一し か 残らなかった そうじゃが、 わし は その 文 

句 を宙で おぼえて いる。 ちょっと この 紙に 書いて みよ 

う」 

そういって 老人 は、 ポケットから、 チョコ レ ー トを 

包んで あった 紙 を だし、 そのし わ をのば した。 それ か 

ら 鉛筆の 短い の を 取 出し、 その 先 をな める ようにして 

次の ような 文章 を 書いた。 

かっこで 囲んだ ところ は、 春 木 君の 手に のこった 焼 

けの こりの 部分に 残って いた 文字で ある。 


—— この 黄金 メダル は 二 つの 破片 

より 成る ものにして、 スペインの 海 

賊王 デルマが 死の 床に おいて、 彼の 

部下のう ち 最も 有力なる オクタンと 

(へ ザ) —ル とに 各々 一 片 ずつ を 与え 

(たる) ものな りと 伝う。 この 破片 を 

(二つ 合) わせた ると き は デルマの 秘 

(蔵す る 宝) 庫の 位置お よび その 宝庫 

(の 開き 方 を 知) る こと を 得る よしな 

(り。 オクタン とへ) ザ— ルは仲 悪 かり 


(しため 協力せ ず)、 互いに 相手の 有 

(する 黄金 メダルの) 一 片を 奪わん も 

(のと 暗殺者 を 送) りした め、 両人 共 

(斃れ 黄金 メダル は 暗) 殺 者の 手に 移 

(り、 それより 行方不明) になり たリ 

しょぞう 

(ここに ある 一片 はォ) ク タンの 所蔵 

ぼうとう 

(せし 一 片 にして 余 は 地中) 海 某 島に 

(おいて これ を 手に入れ たる) ものな り 

「まあ、 こういう ことなの じ や。 実はもう 一枚 この あ 

とに 絹 ハンカチが あるの じ や。 これ はわし が 春 木に 渡 


す ひまがなかった もので、 六 天 山塞の きびしい 取調べ 

のとき、 うまく 見つけられないで すんだ もの だ。 それ 

はわし の 靴の 中に しまって ある。 これが そうだ」 

力 力と 

そういって 戸倉 老人 は、 右の 靴 をぬ ぎ、 踵のと ころ 

を しきりにい じってい たが、 そのうちに 踵のと ころに 

小さな 四角い 穴が あいた。 その 中から ひっぱりだした 

のが、 絹 ハンカチ のもう 一枚だった。 それに 次の よう 

な 文句が 書いて あった。 

—— 因に 海賊王 デルマ は、 かって 日 

本に も 上陸した る こと ありと 伝う。 


彼 は 大胆に して 細心、 経綸に 富む と 

共に 機械に 趣味 を 有し、 よく 六 千 人 

とうぎょ 

の 部下 を 統御せ り。 また 彼の 部下へ 

ザ— ルは、 デルマが 去りし 後 も 一 年 

とどま  あわじしま  たいがん 

有半 日本に 停り、 淡路島と その 対岸 

地方 を 根城と して 住みし が、 日本人 

に は 害 を 及ぼす ことな かりした め 彼 

を 恐ろしき 海賊と 知る 者な かりし 由 

ぎ  かた  しんちょう 

なり。 彼 は義に 固く 慎重に して 最も 

デルマに 愛せられたり。 オクタン は 

ごうゆう  きじん 

剛勇に して 鬼神 もさけ る ほどの 人物 


なりき。 

「どう だね。 今 読んだ 文章の 意味が 分った かね」 

戸倉 老人 は、 そういって 二人の 少年の 顔 を 見 くらべ 

た。 

「分った ような、 分らない ような、 どっち だか 分らな 

い」 

と、 春 木が いった。 すると 牛 丸が 笑った。 それにつ 

られて 老人 も 笑った。 春 木 も、 なんだかお かしくな つ 

て、 いっしょに 笑った。 

けっきょく 

「それじゃ、 もう 一度 話に 直して しゃべろう。 結局 


ここに 書いて あると おりの ことなん だが …… 」 

と、 老人 は、 ことばに 直して、 同じ こと を 復習して 

聞かせた。 もちろん、 ハンカチに 書いて あるより はく 

わしかった。 しかし 要領 は 同じ ことであった。 

「 …… あの 黄金 メダルの 半 ベら を、 わしが 手に入れた 

とき は、 わし は ある 汽船に 船医と して 乗組んで いて、 

たまたま 地中海 を 通った の だ。 そのと きわし の 乗って 

だ き 

いた 汽船が 舵 器に 故障 を 起した ので、 その 某 島へ 寄つ 

て 修理 を やった。 そのために 前後 五日 間 そこに 仮泊し 

ていた。 その 間に、 わし は はからずも 黄金 メダル を 手 

に 入れた のじ や。 …… どうして それ を 手に入れ たか。 


そのこと は、 宝 探しに は 直接関係 のない ことじ やから、 

おしゃべり しないで おくよ」 

老人 は、 そういつ てことば を 結んだ。 なに かいいに 

くい ことがある にちがいないと、 春 木 はそう 思った。 

とにかく、 おどろくべき こと だ。 

今まで は、 一片の 屑 金に すぎない ではない かと 軽く 

見て いたが、 こうして いわれ 因縁 を 聞く と、 海賊王 デ 

しれい  こも 

ル マの 死霊が 籠って いるよう に 気味の わるい 品物に 思 

えた。 

「惜しい こと をし ました。 あれ を 盗まれて しまって、 

まことに 残念です」 春 木 は、 ほんと に 残念で ならな か つ 


た。 

「まあ、 よい わい。 わしが 自由の 身に なった からに は、 

なんとかして 取 戻す 方法がない でもない のじ や。 うま 

くいったら、 君た ちに も 知らせて あげる。 しかし この 

こと は、 他の 人に は 絶対 秘密に してお くが よい ぞ」 

「はい」 

と 春 木 はこた えた。 しかし、 彼 はこの こと を 他の 

人々 にも しゃべって しまった こと を 思い出して、 苦し 

かった。 もっとも しゃべつ たの は、 金 谷 先生と 四 人の 

少年 探偵の 級友と、 それから ここにい る 牛 丸 君 だけに 

では あつたが …… 。 


「おじさん は、 その メダル 探す あてがお まんの やな」 

牛 丸 少年が たずねた。 

「うむ。 まあ、 そういう 見当 じ や」 

こっとう てん  か いがん どお 

「どこ だんね。 骨董 店 やお ま へんか。 海岸通りの 方の 

骨董 店と ちがいます か」 牛 丸 は 春 木から 聞いた チャン 

フ— 号の 店の 話 を 思い出して、 あてず つぼうながら、 

い つてみ た。 

「ほう」 と 戸倉 老人 は 目 を 丸く した。 「そんなら その 

店の 名 をい つてみ なさい」 

ばんこく こ つとう しょう 

r 万国 骨董 商 の チャン フ— 号です やろ」 

すると 戸倉 老人 は 卒倒 せんば かりにお どろ いた。 


チャン フ ー 号の 事件に ついては、 春 木 は 牛 丸に は 話し 

たが、 戸倉 老人に はま だ 話 をして なかった の だ。 

「どうして それ を 知つ ている のか」 

「あそこの 店に は、 なんの 品で もお ます さかいに な。 

しかしもう あそこ は 頼みに なり ま へん。 主人が 殺され 

ました さかい」 

「なんという？」 

「チャン フ— という 老 主人が、 この間 ピストルで 殺さ 

れ ましてん。 まだ 犯人 はっか まらん ちゅう 話 だす。 春 

木 君から、 ぼく 聞い たんです」 

「ばかばかしい。 そんな ことがある もの か。 はは は 


と、 とつぜん 戸倉 老人が 笑いだ した。 

「なんで、 おかしが つてんだ ね」 と 牛 丸が、 けげんな 

顔で 聞き かえす と、 戸倉 老人 は、 こういった。 

「チャン フ— が 殺される なんて、 絶対に そんな こと は 

有り得ない のじ や。 お前さん たち はだ まされて いる」 

どうしたの であろう か。 春 木 少年 は、 びっくりして 

老人の 顔 をな がめ やった。 戸倉 老人 は、 へんな こと を 

いいだした ものである。 それとも、 老人の 笑う に は、 

こんきょ 

なに かしつ かりした 根拠が あるので あろう か。 

戸倉 老人が 元気に なって、 事件 はまた もやいつ そう 


怪奇な 方向へ すべりだした。 しかし 中天に は、 

めいめいこう こう  くま 

明々 皎々 たる 大 満月が 隈なく 光 を なげて いた。 

さんさい 

燃え あがる 山塞 

戸倉 老人 は 妙な こと をい いだした。 

「チャン フ— が 殺される なんて 絶対に そんな こと は あ 

り 得ない のじ や。 お前さん たち はだ まされて いるの 

だ」 

戸倉 老人 はそう いつ て 笑う の だ。 

その 笑い は、 いかにも 確信が ある ものの ようで あつ 


た。 

しかし、 戸倉 老人 はどうして そのような ことが いえ 

ろく てんさん さい 

るの だろう。 老人 はい ままで 六 天 山塞の 地下の 密室に 

おしこめられて いたので はない か。 ちかごろ 町に 起つ 

たでき 事に ついて 意見 をのべ る 資格 はない はず だ。 

それ にもかかわらず、 牛 丸 や 春 木の 言葉 を てんでき 

こうと もせず、 あくまで、 チャン フ ー の 生きて いる こ 

と をい いはる に は、 何 かたし かな 根拠の ある ことなの 

だろう か。 老人に ありがちな、 いったんこうと 思い こ 

ん だら 絶対に、 ひとの 言葉 をき こうと しない、 かたく 

なさから であろう か。 


やまひめ やま  リく ちそくり ようたい 

それ はさて おき、 山姫 山の頂 上に ある 陸地 測量 隊の 

山小屋に 一夜 を あかす ことにな つた、 戸倉 老人と 春 木、 

牛 丸の 二 少年 は、 それから 間もなく 背 すりあわせて 寝 

る ことにな つ た。 

秋 ももう だいぶ 更けて いる。 夜の 山小屋 は 寒かった。 

毛布 もな にもない 山小屋で、 三人 は 背す リ あわせて、 

まぶた 

なかなか 瞼が あわなかった。 山小屋の なかには、 炉 

がきって あり、 たきものの 用意 もして あつたが、 うつ 

かり そんな もの を 燃す こと はで きないの だ。 

燃せば、 火が でる。 煙 もた とう、 ヘリ コプタ ー の 眼 

が こわい ので ある。 怪しい とみれば、 あいての みさか 


いもな く、 機関銃の 雨 を ふらせる 連中な の だ。 

「仕方がない、 このまま 寝よう。 なにす ぐ 夜が あける 

さ」 

う  ひろう 

寒さ も、 飢え も、 疲労に はう ちかて なかった。 それ 

から 間もなく 三人 は、 うとうとし はじめた かと 思う と、 

やがて、 前後 もしらず、 ぐっすりと 眠り こんだ。 

それから、 どのくらい たったの か。 

ふたつに われた 黄金 メダル や、 スペインの 海賊王 や、 

だ いほう も つ 

さて はまた、 かくされた 大 宝物に ついて、 ふしぎな 夢 

をみ ていた 春 木 少年 は、 ふいに は ッと眼 を さました。 

夢の なかで なにやら、 異様な 物音 をき いたから である。 


いや、 それ は 夢ではなかった の だ。 げんに その物 音 

はま だ つづ いている。 パチパチと 何 か はぜる ような 音 

じょうはんしん 

—— 春 木 少年 は ギヨ ッ として、 上半身 をお こした が、 

そのと たん、 ドカ— ン ともの すごい 音が、 夜の 空気 を 

ふるわし たかと 思う と、 山小屋が グ ラグ ラと 大きく ゆ 

れた。 

「なんだ、 あれ は …… 」 

戸倉 老人 も、 その物 音に、 ハツと 床のう えに 起きな 

おった。 

いちばん ノン キな牛 丸 平太郎 までが 眼 を さまして、 

「なん や、 なん や、 いまの 一 首 …… 」 


ね ま 

寝 呆け まなこ を こすりながら、 顔 中 を 口にして、 う 

おお あく ぴ  ひょうし 

うんと 大 欠伸 をした 拍子に、 またもや ドカ ー ン。 

「わ— つ」 牛 丸 少年 はう しろへ ひっくりかえった。 

ろく てん やま 

「おじさん、 六 天 山の 方角です よ」 

「よし、 外へ でて みょう」 

戸倉 老人 はさきに 立って でかけた が、 何 思った のか、 

「いや、 ちょ つと 待て」 

と、 春 木 少年の 肩 をと つて ひきもどした。 

「おじさん、 ど、 どうしたんで すか」 

「あれ …… あの 音 をお 聞き」 

はもの 

戸倉 老人の 顔 は、 するどい 刃物の ように ひきしまつ 


ている。 

その 声に、 春 木と 牛 丸の 二 少年 も、 ギヨ ッ として 耳 

をす ましたが、 と、 どこから か 聞え てく るの は、 ブ— 

という かすかな 唸り 声。 ヘリ コプタ ー なの だ。 東の ほ 

うから、 しだいに こちらへ 近づいて くる。 

牛 丸 平 太 郎はガ タガタ と 胴ぶ るい をした。 

「おじさん、 まだ、 ぼくら を 探して いるので しょうか」 

「さあ？」 戸倉 老人が、 首をかしげた ときで ある。 ま 

ものすご 

たも や、 ドカ— ンと 物凄い 音が して、 山小屋が グ ラグ 

ラと ゆれた かと 思う と、 東の 窓が パッと 明るくな つた。 

「あつ、 わかった。 山塞に 何 かあつ たんだよ、 それで、 


一味の ものが、 へ リコ プタ— で 逃げ だしてい るの だ」 

パチパチと 物の はぜる ような 音 は、 ますます はげし 

くな つてく る。 ドカ— ン、 ドカ— ンと、 爆発す るよう 

な 音が、 ひっきりなしに つづいて、 東の 窓 はいよ いよ 

明るくな つ てきた。 

うな 

ブ — ン 、 ブ ー ン  竹 トンボ を まわす ような 唸り は、 

しだいに こちらへ ちかづいて、 やがて、 山小屋の 上空 

まで やって きた。 と、 思う と、 

ダ ダダダ ダダ！ すさまじい 音を立てて、 機関銃が 

た ま 

うなり だした。 山小屋の 周囲の 岩石に、 機関銃の 弾丸 

が、 あられの ように 跳ねつ かえる。 


「あ、 危 い！」 三人 は パッと 床に 身 を ふせる。 

「お、 おじさん、 見つかった のでし ようか」 

春 木 少年の 声 もさす がに ふるえて いた。 

しかし、 あいて は、 たしかに ここと いう 確信が あつ 

たわけで もない らしく、 ひとしきり 機関銃の 雨 を ふら 

せる と、 そのまま ゆうゆう として、 西の ほうへ とび 去つ 

た。 

だちん 

「ひどい やつ だ。 いきがけの 駄賃とば かりに、 機関銃 

をぶ っぱなして いきおった」 

くさ 

「いくらか 臭いと にらん だんです ね」 

「そや そや、 ひょっとすると、 このな かか も 知れん と 


思うて うちよ つたん や」 

三人と も 汗 びっしょり である。 いまさら のように、 

きょうあく むざん  こお 

兇悪 無残な やりかたに、 腹の 底まで 凍る ような 気持ち 

である。 さいわい、 三人と も 怪我がなかった からよ 

かった ような ものの、 もうしば らく、 機銃掃射 を つづ 

けられたら、 どんな ことにな つていた のか わからない 

あり 

の だ。 それ を 考える と、 三人 はゾッ として 顔 を 見合せ 

た。 さて、 それから 間もなく、 ヘリ コプタ ー の 爆音が 

西の 空に 消え去る の を 待って、 三人が 山小屋から 外へ 

とびだして みると、 東の かた、 六 天 山の 上空に は、 

えんえん  ほのお 

炎々 たる 焰が もえあが つていた。 


パチパチと 木の もえさけ る 音、 ドカ— ン、 ドカ— ン 

さくれつ おん  あおじろ 

とひつ きりなしに 聞え る 炸裂 音、 そのたび に、 蒼白い 

せんこう  あびきょうかん 

閃光が、 パッと 焰と煙 を つらぬいて、 阿鼻叫喚の 

じご くえ まき 

地獄 絵巻と はまった くこの ことだった。 

ぼうぜん 

戸倉 老人と 春 木、 牛 丸の 二 少年 は、 呆然と して 顔 を 

見合せ たが、 それにしても、 どうして こんな ことにな つ 

たのであろう か。 

それ をお 話す るた めに は、 話 を 少し、 もとへ 戻さね 

ばなら ぬ。 

かしら  リ よう あし 

首領の 両脚 


裏切者の 机 博士が、 猫 女の はる 綱に ひっかかって、 

あわれ 断崖のう えから、 いのちの 宙吊り を やらされた 

こと は、 諸君 も 知っていられる とおりで ある。 

町へ 使いに いった、 仙 場 甲ニ郎 という 男が、 この 宙 

吊り を 発見す るの が、 もう 少し 遅れたら、 さすがの 悪 

党 博士 もどうな つていた かわからない。 おそらく、 綱 

は 棒から はなれて、 博士 はまつ さかさまに 谷底へ つい 

らくし、 柘榴 のように はじけて いたか も 知れない の だ。 

しかし、 さいわい、 仙 場 甲 ニ郎の 注進に よって、 

山塞の なか は 大騒ぎに なった。 誰も 博士が 首領にたい 


して、 あのような 裏切 行為 を はたらい たこと は 知らな 

いからよ つてた かつ て、 やっと 博士 を、 崖のう え へ ひつ 

ぱリ あげた。 

きも 

このと きば かり はさす がの 机 博士 も、 よっぽど 肝 を 

あおな しお 

ひやした と 見えて、 青菜に 塩の ように げんな りして い 

たが、 それでも、 いう こと だけ はいい。 

「いや、 地獄の  一丁目まで いってき たよ。 は、 は、 は、 

ちゃば.^ 

とんだお 茶番 さ」 

「先生、 じょ、 冗談じゃありません ぜ。 いったい、 誰 

が あんな こと をし たんです」 

「猫 女 だよ」 


「猫 女 あ …… ？」 波立 二が とんきょうな 声 を あげた。 

「猫 女と いや あ、 いっか 首領の 手から、 黄金 メダルの 

半ぺ ラを うば つてい つ た …… 」 

「そうそう、 あいつ だ。 あいつが 暗闇の なかから とび 

だして、 わし を あんな 眼に あわせお つたの だ。 あいつ 

はほんと に 闇の なかで も 眼が 見える らしい」 

さすがの 荒 くれ 男 も、 気味 悪そう に 顔 を 見合せ た。 

「それじゃ、 先生、 あいつが また、 この 山塞へ しのび 

こんだ というので すかい」 

「そのと おり、 あいつ はまる で 空気の ように、 どこか 

らで もこの 山塞へ しのびこ むの だ。 ひょっとすると、 


まだ そこらの 闇に しのんで いて、 だしぬけに ズ ドンと 

一 発 …… 」 

「いやです ぜ、 先生、 気味の 悪い。 いかに あいつがす 

ば しっこい たって、 忍術 使い じゃある まいし …… 」 

「いや、 そうで はない。 あいつ は 暗闇の なかで、 眼が 

見える くらいだ から、 忍術 も 使う かも 知れん。 だって 

考えて みろ。 いっかの 晚 だって、 電気が 消えた と 思つ 

たら、 そのと たん あいつの 声が 四 馬頭 目のう しろで 聞 

えた じ やない か。 それまで 皎々 と 電気が ついていたん 

だ。 いったい、 どこから いつの 間に 首領の 椅子のう し 

ろまで、 忍び こんで きたんだ。 それ、 即ち 忍術 をつ か 


う 証拠 だ」 

「いやです ぜ、 先生、 変な こと はいいつ こなしに 願い 

ましょう」 

「いや、 変な ことで はない。 いずれにしても あんな 妙 

なやつ が、 ひょこひょこ 出入り をす るよう じ や、 この 

ろく てんさん さ い 

六 天 山塞 もさき が 知れて いるな」 

しさ い 

仔細ら しく 首 を ひねる 机 博士の 顔色に、 さすがの 荒 

しょう 

くれ 男た ち も 顔 見合せ た。 相手の 性が わかって おれ 

ば、 たとえ 鬼で も 蛇で も、 おそれ をな すよう な 連中で 

はない が、 闇の なかから 声ば かり、 姿 も 形 も わからな 

うきあしだ 

いとあって は、 浮 足 立つ の も 無理ではなかった。 


ひょっとすると そこらの 闇に ひそんで いて、 猫の よ 

えりもと 

うに 眼 を ひからせて いるので はない かと 思う と、 襟元 

から、 冷たい 水 をブッ かけられる ような 気持ちだった。 

口で は 元気な こと をい つてる ものの、 さすがに、 あ 

のよう な、 いのちの 宙吊り を やらされた 机 博士、 その 

日 は 一日 ゲッ ソリ 参って、 自分の 部屋で 休んで いたが、 

さて、 その 晚 のこと である。 仙 場 や 波立 二た ちと 話 を 

き ど 

している と、 そこへ 木戸と いう 男が いそぎ 足で とびだ 

してきた。 

「おい、 おまえた ち は 何 を ぐずぐずして いるの だ。 首 

領が お待ち かね だ。 早く 机 博士 を つれて こんか」 


木戸 は 一同 を 叱りつ けて おいて、 机 博士に ちかづい 

た。 

「先生、 あんた 首領に なに をし たんです。 首領 は カン 

カンに おこ つ てます ぜ」 

なま リ いろ 

首領  と、 きくと、 机 博士 の 顔色 はさ つ と 鉛色 に 

なった。 

「いや あ …… 別に …… ちょ、 ちょっと 悪戯 をして みた 

だけ さ」 

「なんだか 知りません が、 首領 をお こらせる ことが、 

どんな こと だか、 おまえさん もよ く 御存じの はず だ。 

いずれ、 ただで はすみ ません ぜ。 さあ、 おいでなさい。 


おい、 みんな、 机 博士 をに がすな」 木戸の 言葉に 一 同 

は、 バラ バラと 机 博士 をと りかこんだ。 こうな つたら、 

ねずみ 

袋の なかの 鼠 も 同然、 机 博士 は 急に ガタ ガタ ふるえ 

だした。 首領のお そろし さは、 知りす ぎる ほど 知って 

いる 机 博士な の だ。 

「さあ、 先生、 それじゃお 気の毒で も、 いっしょにき 

としょ  ひつじ 

て もらいましょう か」 屠所に ひかれる 羊と は、 このと 

きの 机 博士の ような の をい うのであろう。 よろよろと、 

あしもと 

足下 もさ だまらぬ 机 博士 を、 荒 くれ 男が 左右から、 ひ つ 

たてる ようにして、 やって きたの は 首領の 待って いる 

特別室。 


しば けんじゃく  リ ゆう  ほリ もの 

首領の 四 馬 剣 尺 は、 あいかわらず 竜の 彫物の ある、 

大きな 椅子に 坐って いた。 身の たけ 六尺に ちかく、 

ビ ー ル樽 のように 肥ったから だは 横綱 も はだしで 逃げ 

だしそう な 体格 だ。 顔 は 例によって、 三重の ヴェ— ル 

によって つつまれて いるが、 その ヴェ— ルが ブル ブル 

とふる えてい ると ころ を 見ても、 いかに 首領が おこつ 

ている かわかる だろう。 

土色に な つて、 コンニ ャク のように ブル ブル ふるえ 

ている 机 博士 は、 首領の まえの 椅子に ひきす えられた。 

「机 博士」 首領 四 馬 剣 尺の 声 は、 つめたく、 落着き は 

ら つていた。 これ は 首領の いかりが、 いかに 大きい か 


という 証拠な の だ。 四 馬 剣 尺 はいかり が 大きければ 大 

きい ほど、 つめたく 落着き はらう ので ある。 

「おまえ は 昨夜、 この わたしに どのような 無礼 を はた 

らいた か、 よく おぼえて いような」 

「首領、 お許し を …… 」 

「黙れ！」 

首領 は 大喝した。 からだが いかりで ブル ブル ふるえ 

た。 

「獅子身中の虫と は、 机 博士、 おまえの こと だ、 お ま 

ぬすびと 

え は 盗人の ように わたしの 部屋へ しのびこんだ。 しか 

し、 それ は 許して やろう。 いかにお まえが コソ コソと 


机 や 戸棚 を ひ つ かきまわした ところで、 秘密 を うばわ 

れ るよう なわし ではない。 だが …… 」 

と、 首領 は ギリ ギリと 歯ぎ しり をして、 

「どうしても、 許しが たいの は、 それから あとのお 前 

しわざ  しょうたい 

の 所業 だ。 おまえ は エックス線で、 わたしの 正体 を 

知ろうと した。 この 神聖な わたしの 正体 を！」 

首領 はわれが ねの ような 声 を 張り あげて、 両手 を ふ 

りあげ 長い 袖の なかで、 拳 を ブル ブル ふるわせた。 

土色に なった 机 博士の 顔に は、 ビッシ ヨリと 汗が うか 

んで いる。 

「さあ、 いえ、 おまえ は 何 を 見た の だ。 エックス線で 


透視して、 おまえ はいった い、 どのような もの を 見た 

の だ」 

「首領、 ごめん を …… それば かり は ごめんください」 

「ならぬ、 いえ！ みんなの まえで いってみ ろ。 おれ 

の 正体が どのような ものであった かいつ てみ ろ！」 

やまびこ 

首領の 声が、 広い 部屋に とどろき わたって、 山彦の 

ように 反響した。 

「首領 …… それで は、 いっても かまいません か、 みん 

なの まえで …… 」 

机 博士の 瞳に、 チラと、 狐の ように 狡猾な あざ笑い 

がう かんだ。 


「構わぬ。 いえと いえば、 早くい え！」 

「それじゃい いましょう。 首領、 あなた は 小男な の だ。 

あなたの、 その 大きな ダブ ダブの 中国服 は、 その 小男 

か  えんまく 

をゴマ 化すた めの 煙幕な の だ。 あなた は 足に、 ーメ  — 

トル 位の 棒 をつ けて、 大男に 見せかけて いるが、 じつ 

さい は、 小男な の だ！」 

一瞬、 部屋の なか は、 シ ー ン としず まりかえ つた。 

あまり 意外な 机 博士の 言葉に、 木戸 も、 波立 二 も、 仙 

場の 甲ニ郎 も、 呆気に とられて ポ カンと していた。 

(この、 横綱の ような 大男の 首領が 小男 …… ？) 机 博 

士は 気が 変にな つたので はなかろう か。 突然、 爆発す 


るよう な 笑い声が おこった。 首領の 四 馬 剣 尺 だ。 首領 

は 腹 を ゆすって 笑った。 笑って、 笑って、 笑い ころげ 

た。 

「机 博士、 それが おまえが 見たところ か。 この おれが 

小男 …… ？ おい、 机 博士、 おまえの 眼 はたし かか、 

いやさ、 おまえの エックス線に 狂い はない のか」 

「断じて わたし は 見た の だ。 わたしの エックス線に は 

狂い はない の だ。 おまえ は、 棒で つぎ 足した …… 」 

そのと たん、 四 馬 剣 尺 は 脚 を あげて、 いやと いう ほ 

ずね  け 

ど、 博士の 向う 脛 を 蹴り あげた。 机 博士 は あまりの 痛 

さに、 あっと 叫んで とびあが つたが、 すぐに、 木戸と 


波立 二に おさえつけられた。 

「机 博士、 この 脚が 棒 だとい うの か。 わたしの 脚が 棒 

だとい うの か。 さわって みろ。 たった 一度 だけ 許して 

やる。 さわって みろ！」 机 博士 は 首領の まえに ひざ ま 

ずいて、 おそるおそる、 首領の 両脚に さわって みた。 

そのと たん、 つめたい 汗が、 つるり と 博士の 額から す 

ベ り 落ちた。 

ああ、 これ はなん とした こと だ。 首領の 両脚 は、 た 

しかに 温い 血の かよった、 人間の 脚に ちがいなかった。 

人間 金庫 


机 博士 はゲ ッソリ とや つれた 顔で、 椅子の なかに う 

まっている。 いっぺんに 十 も 二十 も 年 をと つたよう に 

見える。 

ああ、 わからない。 昨夜 エックス線で 見た ときには、 

たしかに 首領 は、 長い 棒の つぎ 脚 をした、 小男だった。 

しかるに、 いま、 中国服の うえから さぐった 首領の 両 

脚 は、 まぎれ もな く、 血と 肉からで きた たくましい 人 

間の 両脚だった。 これ はいった いなんと した こと だろ 

う。 おれ は 気が 変にな つてい るので はなかろう か。 

「そうだ、 おまえ は 気が 変にな つてい るの だ」 机 博士 


の 考え を 見抜いた ように、 首領が ズ バリと いいあてた。 

「おれ を、 この 四 馬 剣 尺 を 裏切ろう などと いう 考えが 

起る ことから して、 おまえ はもう 気が 変にな つてい る 

の だ。 だが、 まあいい。 これで、 おまえの バカ げた 疑 

いは 晴れた であろう。 それで これから おれの 用事 だ。 

おい 机 博士、 だせ！」 

首領の 声が、 雷 のようにと どろいた。 気落ちした 

ように、 ボン ャリ していた 机 博士 は、 その 声に、 ビリ 

ピリと 体 を ふるわせた。 

「な、 な、 なんです か。 なに を だせと いうんで すか」 

「白ば くれるな。 おまえ は チャン フ ー の 店で、 黄金 メ 


ダルの 半 ペラ を、 手に とって 調べて みたと いったな。 

おまえの ような 狡猾な 男が、 金がないから といって、 

そのまま、 かえると 思われる か。 おまえ はきつ と、 小 

型 カメラで、 メダルの 両面 を 撮影して きたに ちがいな 

い。 その フィルム を ここへ だせ」 

机 博士の 顔に、 そのと きまた、 チラと 狡猾な あざわ 

らいの 影が うかんだ。 

がんりき 

「なるほど。 さすが は 首領 だよ。 えらい 眼力 だよ。 

感服した よ。 たしかに わたし は メダルの 両面 を 撮影し 

てきた よ」 

「よし、 よくいった。 それじゃ、 それ を ここへ だして 


もらおう」 

「ない、 とられた」 

「とられた？ 誰に？」 

「猫 女に …… 首領、 おまえさん は 利口 だよ。 眼 はし 

が 利く よ。 しかし、 猫 女 はお まえさん より 一 枚 上手 だ。 

さっき、 抜穴の なかで、 まんまと、 猫 女に まきあげら 

れ たよ。 あつ はつ は、 猫 女 はいつ か、 おまえさんから 

メダルの 半分 を まきあげ たね。 そして、 こんど は 他の 

半分の 両面 を、 撮影した フィルム も 手に入れ たの だ。 

だ 、/ ま う も つ 

大 宝物 は 猫 女の もの だよ。 あつ はつ はつ は」 

首領 は ギリ ギリ 歯ぎ しりした。 いかりで 肩が ブ ルブ 


ル ふるえた。 

「木戸、 波立 二、 そいつの 身体 検査 をして みろ！」 

言下に 木戸と 波立 二が、 机 博士の 身体 検査 をした が、 

むろん、 フィルム はでて こなかった。 

「首領、 なにもありません」 

「足らん」 首領 は 地 団駄を ふみながら、 雷の ような 声 

で どなった。 

「身体 検査の しかたが 足らん、 そいつ を 素っ裸に して 

調べて みるんだ」 

「素っ裸に …… ？」 

どういう わけ か、 素っ裸に しろと きくと、 机 博士の 


顔色が にわかに かわった。 

「じょ、 じょ、 冗談でしょう。 首領、 服のう えから お 

さえても、 フィルム を 持って いるかい ないかく らい、 

誰に でも わかります。 なにも 裸に しなくたって …… 」 

狼鮮 して、 しどろ もどろ になる 机 博士 を、 四 馬 剣 尺 

は 三重の ヴェ ー ル のした から、 ひややかに ながめて い 

たが、 やがて、 せ せら 笑うよう にいった。 

「机 博士、 面白い 話 をき かせて やろう か」 

「面白い 話 …… ？」 

「そうだ。 とても 面白い 話 だ。 おまえが 聞く と、 喜ぶ 

こ つ と-つし ょラ 

と 思 うんだ。 ほら、 骨董 商の チャン フ— が 殺された 


日の ことよ。 おまえが 黄金 メダルの 半分 を 見つけて、 

まんまと 両面の 撮影に 成功して、 ひきあげてから のこ 

かたなきず 

とだ。 間もなく 顔に、 恐ろしい 刀傷の ある、 スペイン 

人 か 日本人 かわからぬ ような、 外国の 船員 服 をき た 男 

が、 骨董 店へ やって きたの だ。 そして、 そいつが いく 

らで 買った のかし らんが、 黄金 メダルの 半分 を 買って 

でて いったんだ。 ところが、 すぐ その あとへ また、 あ 

の メダル を 買いに きた ものが あつたんだ。 かりに この 

人物 を X としてお こう。 X は 骨董 商の チャン フ ー から 

いまで ていった、 船員 風の 男が、 ひとあしちがいで、 

黄金 メダル を 買つ て い つたと いう こと を 聞く と、 急い 


で、 その あと をつ けて いったんだ。 どう だ、 机 博士、 

面白い 話 じ やない か」 

机 博士 はおび えたよう に 眼 をみ はって、 きっと 首領 

の 三重 ヴェ— ルを 見つめて いる。 額に は ビッシ ヨリと 

hT。 

「ところが、 スペイン 人 か 日本人 かわからぬ ような、 

か いがん どお 

顔に 大きな 傷の ある その 男 は、 間もなく、 海岸通りの 

ホテルへ 入って いった。 X もす ぐ その あとから つけて 

すみ 

入った。 船員 風の 男 は 二階の 隅のと ある 一室へ 入って 

いった。 X は 廊下の すみから、 その 部屋 を 見張って い 

たが、 すると、 ものの 十五 分 もた たぬ うちに、 その 部 


屋 からでて きた 男が ある。 おい、 机 博士、 それが 誰 だつ 

たか 知ってい るか」 

机 博士 は、 椅子の 両腕 を、 くだける ばかりに 握りし 

めて いる。 からだが ガ クガク ふるえて、 眼 玉が いまに 

もとび だしそう だ。 首領 はヴェ ー ルの 奥で せ せら わ 

ら つ て、 

「あつ はつ は、 その 顔色 じ や 知ってい ると 見えるな。 

そうだ、 その 男と いうの は 机 博士、 おまえだった の だ。 

しかも、 おまえが でて いった あとで、 X が 部屋 を のぞ 

いてみ ると、 そこに は 誰もい なかった。 つまり、 顔に 

大きな 刀 si の ある 男と は、 机 博士、 おまえ だ、 おまえ 


だった の だ。 おまえ は 黄金 メダルの 半べ ラを 見つけた。 

しかし、 おまえの その 姿で 買い とれば、 いずれ、 チヤ 

ンフ— の 口から それが わかる にちがいない。 そう 考え 

たお まえ は、 外国の 船員に 変装して、 黄金 メダル を 買つ 

たの だ。 顔の 大きな 刀傷 は、 できるだけ、 素顔 を かえ 

えのぐ  にせもの 

るた めに、 絵 具で かいた 贋物 だつ たんだ。 どう だ 机 博 

士、 面白い 話 じ やない か」 

首領 四 馬 剣 尺 は、 大きな 腹 を ゆすって わらった。 机 

博士 は、 まるで おいつめられた 野獣の ような 顔 をして、 

三重 ヴェ— ルを 見つめて いたが やがて キ ー キ— 声 を ふ 

りし ぼって 叫んだ。 


「わかった、 わかった、 わかった ぞ」 

細い 指 を、 首領の 鼻 さきにつ きつける と、 

「問う に 落ちず、 語る に 落ちる と はこの こと だ。 チヤ 

ンフ ー を 殺した の は X だ。 そして、 X と は 首領、 お ま 

えの ことなの だ」 首領 はしかし、 せ せら わらって、 

「バカ をい え。 おれが この 大きな 図体で、 町 を 歩いて 

いたら どんなに 人 眼 を ひく ことか …… 聞いて みろ、 

チャン フ— の 店 は、 野中の 一軒家 じゃある まいし、 隣 

も あれば、 近所の 眼 も ある。 横綱の ような 大男が、 あ 

の 日、 チャン フ ー の 店の 近所 を あるいて いたか どうか、 

誰に でもき いてみ ろ」 


自信に みちた 首領の ことばに、 机 博士 は いっぺんに 

ぺ シャン コに なった。 

「それ、 木戸、 波立 二、 なに を ぐずぐず している。 そ 

い つ を 早く、 裸に しない か」 

言下に、 木戸と 波立 二が、 机 博士 をと りお さえた。 

そして 水ガモ のように 細い からだで、 キ— キ— 声 を あ 

げて 抵抗す る 机 博士 を、 またたく うちに 素っ裸に した。 

さるまた 

博士 は 猿股 ひとつに なって、 コン ニヤ ク のように ブ 

ル ブル ふるえて いる。 そのから だ を、 三重 ヴェ ー ルの 

おくから、 きっと 見つめて いた 四 馬 剣 尺 は、 ふいに、 

椅子の 腕 をた たいて わらった。 


「あつ はつ は、 さすが は 机 博士 だ。 人間 金庫と は 考え 

たな。 おい、 左の 肩に ある その 傷口 はどうし たの だ」 

机 博士 は あっと 叫んで 左の 肩 をお さえた。 しかし、 

それ はお そかった。 左の 肩に、 少し 盛り あがった 傷口 

は、 まだ 新しくて、 生々 しかった。 

せいりゅうとう 

四 馬 剣 尺 は ギラリ と、 青 竜 刀 をぬ き 放っと、 

「机 博士、 おまえ はわ ざと 左の 肩に 傷 をつ け、 そのな 

かに 黄金 メダルの 半ぺ ラを おしこみ、 そのうえ を 縫合 

したの だろう。 いま、 おれが、 その 金庫 を ひらいて や 

ろう」 

四 馬 剣 尺 は、 青 竜 刀 を ひつ さげて、 ゆらり と 椅子 か 


ら乗 出した が、 そのと きだった。 あわただしい 足音が 

ちかづい てきた かと 思う と、 

「首領、 たいへんです。 たいへんです。 警官が おお ぜ 

い 押し寄せて きました。 誰か 内通した やつが あるんで 

ほう 、> 

す。 抜け道と いう 抜け道 は、 全部 包囲され ております 

ぞ」 

悲痛な 声 だ つ た。 

首領 は それ をき くと、 思わず 青 竜 刀 を ポロ リと 落し 

た。 

チャン フ ー の 双生児 


ろく てんさん さい おおと リ もの 

六 天 山塞の 大 捕物 は、 たちまち 港町の 大 評判に なつ 

た。 

何しろ、 六 天 山から カンヌ キ 山へ かけて、 三日三晩、 

焼けつ づけた の だから、 附近の 騒ぎ はたい へんだった。 

「なんです か。 このあいだの 晚の、 あの ものすごい 物 

音 は  ？」 

「ああ あれです か。 あれ はねえ、 なんでも 六 天 山の な 

さんぞく 

かに 山賊が 住んで いたんだ そうです よ。 それが 警官に 

包囲され たので、 山塞に しかけて あった 爆弾に 火 を 

放つ たんだって いいます よ」 


「へへ え、 山賊が ねえ。 そして、 その 山賊 はとつつ か 

まったんで すか」 

たいざんめいどう  ねずみ 

「ところが、 泰山 鳴動して 鼠 一 匹で ね。 つかまった 

の は 雑魚ば かり。 大物 は みんな 逃げて しまった という 

ことです」 

「それ は 残念な こと をし ましたね。 しかし、 警察 も、 

あれ だけの 騒ぎ を やりながら、 どうして そんなへ マ を 

したんでしょう」 

「それや、 仕方が ありま せんよ。 向う はへ リコ プタ— 

とかなん とかいう、 竹 トンボの 親方み たいな、 飛行機 

を もってい るんだ からかな いません」 


「なるほど、 それで 高跳び をした という わけです か」 

「おや、 しゃれ をい つち やい けません」 

などと、 町の 噂 はたい へんだ つたが、 いかにも この 

噂のと おり、 四 馬 剣 尺の 一味の もので、 主だった 連中 

は ほとんど 逃げた。 

木戸と 波立 二、 それから 仙 場 甲 ニ郎の 三人 は 首領の 

命令で、 机 博士 を しばりあげ、 それ をへ リコ プタ— に 

つんで 逃げた。 

その あとで、 首領の 四 馬 剣 尺 は、 かねて 仕掛けて あつ 

た 爆弾に 火 を はなち、 いずく ともなく 姿を消した。 だ 

から、 警察が 大騒ぎして とらえた の は、 あの 小 竹さん 


はじめ、 数名の 下つ ばば かりであった。 

それにしても 四 馬 剣 尺 は どこへ 逃げた か？ 

ねじろ 

根城と していた 六 天 山塞 を 焼き はらって、 かれら は 

解散した のであろう か。 いやいや、 そうは 思われぬ。 

あの 執念ぶ かい 四 馬 剣 尺の こと だ。 いっか はまた、 

きっと あの 偉大な 体 を 乗 出して、 何事 か を やら かさず 

に はおく まいが、 ここで はしば らくお あずかり してお 

いて、 春 木、 牛 丸の 二 少年の ほうから 話 をす すめて い 

こう。 

あやう  ましゅ 

危く四 馬 剣 尺の 魔手から のがれた、 春 木、 牛 丸の 二 

少年 は、 つぎの 日、 山 をく だると、 そこで 後日 を 約し 


て 戸倉 老人と わかれた。 

そして 無事に わが 家へ かえりつ いたが、 そのと き、 

牛 丸 平太郎 の お 父 さ ん やお 母さんが、 ど のように 喜ん 

だか、 春 木 少年に 対して、 どのように 感謝した か、 そ 

れら のこと は あまりく だく だしくな るから、 ここで は 

書かないで おく ことと する。 

さて、 それから 当分、 二人の 身のう えに、 別に 変つ 

たこ ともなく、 毎日、 楽しく 学校へ 通って いた。 学校 

では、 二人 はすつ かり 英雄に まつりあげられ、 みんな 

からさ かんに 話 をせ がまれ た。 ことに 少年 探偵 を 結成 

こだま  よこみ つ  たばた 

しょうとしていた、 小 玉 君 や 横 光 君、 それに 田畑 君な 


ど は、 春 木 少年 ひとりに だしぬかれ たこと をく やし 

がって、 こんど 何 かあつたら、 きっと 自分た ち も、 仲 

間に 入れて くれと せがんだ。 春 木、 牛 丸の 二 少年 はむ 

しょ ラだく 

ろん それ を 承諾 した。 

こうして 幾日 か 過ぎた。 春 木、 牛 丸の 二 少年の 身辺 

に は、 依然として 平穏な 日が つづいた。 いずれ 落着い 

たら、 便り をよ こすと いっていた 戸倉 老人から もどう 

した もの か 音沙汰がなかった。 

ところが ある 日、 春 木 少年が 学校へ いくと、 牛 丸 平 

太郎が まじめくさ つ た 顔 をして そばへ 寄 つ てきた。 

「春 木 君、 ちょっと。 …… 」 


「牛 丸 君、 な あに」 

ばんこく こ つ とうしょう 

「妙な ことがあ るん や。 ほら、 あの 万国 骨董 商な」 

「うん うん、 チャン フ ー の 店 か」 

「そや そや、 あの 店が また、 ちかごろ ひらい たんや ぜ_ 

ぼく 昨日、 海岸通りへ 使いに いったつ いでに、 あの 店 

をの ぞいた ところ、 表が ひらいて いて、 ちゃんと そこ 

に、 チャン フ— が 坐って いる やない か。 ぼく、 びつ く 

きも  たま 

りして、 胆っ 玉が ひっくりかえった」 

「馬鹿な こと をい つち やい けない。 チャン フ— はピス 

トルで 撃 たれて、 死んだ はず じ やない か」 

「そや そや、 それやのに、 そこに ちゃんと、 チャン フ ー 


がい るん や。 どう 見ても チャン フ— にちがいないの や 

ぼく、 てっき リ 幽霊 かと、 おっかな びっくりで 近所の 

ひとに きいて みたん やが、 なんと、 店に すわって いる 

の は、 チャン フ— やのう て、 チャン フ— の 双生児の 兄 

弟で、 チャン ゥ— ちゅうの やそうな」 

「へへ え、 チャン フ— に は 双生児の 兄弟が あつたの」 

春 木 少年 は 眼 を まるくした。 

「そや ねんて。 いままで、 横 浜に いたん やそう やが、 

兄弟の チャン フ— が 殺されて、 あと をつ ぐもんがない 

さかい、 わざわざ 横 浜から やって きて、 店 を 相続した 

ん やそうな。 双生児と はいえ、 そらよう 似と る。 近所 


でも、 まるで チャン フ ー さんが、 生きて かえった よう 

やというて るぜ」 

春 木 少年 は、 しばらく、 だまって 考えて いたが、 や 

がて 考えぶ かい 調子で、 

「ねえ、 牛 丸 君」 と、 声をかけた。 

「な あに、 春 木 君」 

「いっか 戸倉 老人 はへんな こと をい つたね え。 チャン 

フ ー が 死ぬ なんて、 そんな こと はありえない ことじ や 

と …… 」 

「そうそう、 いうた、 いうた。 あら、 どういう わけ や 

ろ」 


「さあ、 ぼくに も そこのと ころがよ くわから な いんだ 

が、 ひょっとすると、 あの 言葉と、 チャン フ— の 双生 

児、 チャン ゥ— となに か 関係が あるの じ やない かしら」 

「うん、 うん、 なるほど」 

おうし  どんじゅう 

牛 丸 平 太郎は 牡牛の ような 鈍重 な 表情で うなずい 

た。 

「それで、 どうだろう。 チャン ゥ ー というの を、 ぼく 

らの 手で さぐって みたら。 …… 戸倉 老人 は、 なに か 

変った ことがあったら、 なんらかの 方法で 通信す ると 

いってい たが、 いまだに、 何もい つて こない。 それで 

ぼく、 このあいだから、 腕が ムズ ムズ して 仕方がない 


へび なま ごろ 

んだ。 だって、 このまま じ や、 蛇の 生殺しみ たいで、 

気が 落着かな いじ やない か」 

「そら、 ぼく かて 同じ こと や」 

「そうだろう。 だから、 今度 はこつ ちから 積極的に で 

てみ ようと 思 うんだ。 といって、 さしあたり、 どこか 

ら手 をつ けて よい かわから ないから、 まず、 チャン ゥ— 

の 店から さぐって みたら と 思 うんだ が、 どんな もんだ 

ろ」 

「うん、 そいつ は 面白い。 それにき めた ッ」 

おど 

牛 丸 平太郎 が、 躍り あがって よろこんで いる 姿 を 見 

つけて 少年 探偵 団の、 小 玉、 横 光、 田畑の 三 君が、 何事 


ならん とかけ つけて きた。 そこで、 春 木、 牛 丸の ニ少 

年が、 いまの 話 を 語って きかせる と、 三人と も 有頂天 

にな つ て よろこんだ。 

「よし、 それじゃ、 今日、 学校が ひけたら、 みんなで、 

海岸通りへ い つてみ ようじ やない か」 

と、 相談 一決した が、 この 少年た ちが チャン ゥ ー の 

店 を 偵察して、 いったい どのようなこと を 発見す る だ 

ろう ガ 

だいか びん 

大 花瓶 


さて、 こちら は 少年た ちの 話題に のぼった、 海岸 通 

ばん こく こ つ とうどう 

リの 万国 骨董 堂で ある。 

今日 も 今日と て、 チャン ゥ ー が、 店 さきに 坐って、 

みずぎ せ る 

スッ パス ツバと 水煙 管 を 吸って いた。 なるほど、 孔子 

さまの ように 長い あごひげ を 生やして、 トマトの よう 

に 血色の よい 顔 をした チャン ゥ ー は、 殺された チャン 

フ ー に そっくりだった。 ただ、 ちがって いるの は、 チヤ 

ンフ— は 眼鏡 を かけて いなかつ たが、 双生児の チャン 

ゥ ー は、 黒い 大きな 眼鏡 を かけて いる。 あんま リ 似て 

いると いわれる ので、 あるいは 区別 をつ ける ために、 

わざと そんな 眼鏡 を かけて いるの かも 知れない。 


チャン ゥ— は 眠そう な 眼 をして、 さっきから ぼん や 

リ 店に 坐って いたが、 どうやら 客 もない らしい と 考え 

たの か、 ノロ ノロ 立って、 おくの 一間へ 入って いった。 

そして、 なかから ピンと ドアに 鍵 を かける と、 これ は 

いったい どうした ことか、 いままで 眠そう な 眼 をして 

いた チャン ゥ ー の 顔色が、 急に いきいき してきた。 眼 

鏡のお くで ふたつの 瞳が、 にわかに キラ キラ かがやい 

た。 

チャン ゥ— は、 油断な く あたり を 見廻す と、 壁に か 

はんせん  がく 

かった スペインの 帆船 を かいた、 油絵の 額 を はずした。 

それから、 壁の どこか を 押す と、 そこに パック リ 小さ 


ぃ孔が あいた。 金庫な の だ。 かくし 金庫な の だ。 

チャン ゥ— はもう いちど、 鋭い 眼で あたり を 見廻す 

と、 やがて 金庫 を さぐって、 なかから 小さい ビロ— ド 

ばりの 箱 を 取り だした。 そして、 金庫 をと じ、 額 を も 

とどお リ にかけ おわる と、 大事そう にビロ ー ドの箱 を 

持って、 机の まえまで やって きて 腰をおろした。 

それから、 眼鏡 を かけな おし、 ピロ— ドの 小箱の バ 

ネを 押す と、 ピンと 蓋が ひらいて、 なかから 現れた の 

は、 おお、 なんと、 黄金 メダルの 半 ペラで はない か。 

チャン ゥ— は、 もういち ど 素速い 視線 を あたりに 投 

げ ると、 う うんと 深いい きを 吸い、 それから くいいる 


ように、 その 半 ペラに 見入って いた。 それ はたし かに、 

海賊 デルマの のこした 黄金 メダルの うち 半月 败の 部分 

である。 

しかし、 これ はいった い、 どうした というの だろう。 

半月形の その 半 ペラ は、 戸倉 老人から 春 木 少年の 手に 

うつり、 のちに ひげづら 男の 姉 川 五郎に 掘り出されて、 

骨董 商 チャン フ— に 売られ、 さらに それ を、 机 博士が 

買いと つて 自分の 肩の 肉の なかに、 かくして おいた は 

ずで はない か。 

そうすると 黄金 メダルと いうの は 一 一 つ あるの だろう 


それ はさて おき、 チャン ゥ— は 鉛筆 片手に、 字引き 

リ めん 

と 首つ びきで、 黄金 メダルの 裏面に かいて ある、 スぺ 

ほんやく 

イン 文字の 翻訳 を はじめた。 だいぶ まえから やって い 

ると 見えて、 はじめの ほう は、 ス ラスラい く。 それ は 

だいたい つぎのと おりであった。 

わが 秘密 を 

とする 者 はい さ 

人して 仲よ く 

リ聖骨 を 守る 

の あとに 現われ 

メダル 右 破片 


何しろ、 メダルが 半分し かないから、 ここまで 翻訳 

して みても、 さっぱり 意味が わからない。 これからし 

おうぎがた 

て も、 どうしても メダルの 他の 半分、 扇 型 の 半 ペラが 

なければ ならぬ わけで ある。 

チャン ゥ— は 残念そう に、 黄金 メダルの 半 ペラ を 見 

つめてい たが、 また 思いな おした ように、 鉛筆 をと り 

なおして、 翻訳 をつ づけて いったが、 そのと き、 店の 

ほうで 人の 足音が した。 

チャン ゥ ー は それ をき くと、 あわてて メダル をビ 

口 ー ドの 箱に 入れ、 壁の かくし 金庫に おさめる と、 翻 

訳し かけて いた 紙 を、 クチャ クチャに かみくだいて、 


それから 何食わぬ顔 をして、 店の ほうへ でて いった。 

店へ きた 客 は、 立 花 カツ ミ 先生であった。 

立 花 先生 は チャン ゥ ー の 顔 をみ ると、 ギヨ ッ とした 

ように 眼 をみ はった が、 すぐ 気がついて にっこり 笑つ 

て、 

「ああ、 びっくりした、 あなたが あまり 亡くなった チヤ 

ンフ— さん に似てい るので、 あたし 幽霊 かと 思い まし 

た わ。 そうそう、 あなたと チャン フ— さん は 双生児で 

すって ね」 

「そう、 わたしと チャン フ ー、 双生児の 兄弟、 あなた、 

チャン フ ー、 知っています か」 


「ええ、 以前 いちど、 この 店へ きた ことがあり ますの 

で、 …… チャン フ ー さん、 お気の毒な こと をし ました 

「そう、 弟、 可哀 そう、 なんとかして 私、 犯人 さがし 

たい」 

「いまにき つと わかります わ。 警察で も ほって おき は 

しません もの。 あたし だって、 いちどお 眼に かかった 

き 縁が あります から、 心 当りが あったらお 知らせし ま 

す」 

「ありが と。 ときに、 今日は 何 か 御 入用です か」 

「いえ、 実は、 今日は 買物に きたん じ やない のです。 


反対に この 店で 買って いただきた いものが ございまし 

て …… 」 

「は あ、 結構です。 品と 値段に よって は、 なんでもい 

ただき ます」 

「そう、 じ や、 ちょっと 待って …… 」 立 花 先生 はいつ 

たん 店 をで ていった が、 すぐ、 ひきかえ してきた とこ 

ろ を 見る と、 二人の 男 を つれてお り、 その 男た ち は 高 

さ 四 尺、 直径 一尺 五寸も あるよう な、 大 花瓶 を かかえ 

ていた。 

男た ちが その 大 花瓶 を、 店の ほどよい ところへ おろ 

してで ていく と、 立 花 先生 は チャン ゥ ー の ほう を ふり 


ゝ ， J  . .1  、 

力え り 

「買って いただきたい というの は、 これです の。 これ 

は 父が あなたのお 国 を 旅行した 際、 北京で 買って きた 

もので、 あたしと して は 手 離しに くいもので すが、 急 

に 金の いる ことができ ましたので …… 」 立 花 先生 は、 

さすがに 恥し そうに 顔 を あからめ、 もじもじ していた 

「なるほど、 これ は 立派な 花瓶、 値段に よって は 買い 

ましょう」 

チャン ゥ— は 花瓶のお もて を、 なでたり、 さすった 

りして いたが、 ふと、 なか をの ぞいて みて、 妙な 顔 を 

まゆ 

して 眉 をし かめた。 


「おや、 この 花瓶、 なかが つまって ますね」 

「そうな のです。 父が 買つ てきた ときから そうな つ て 

いるんで す。 だから 父 はこの 花瓶の こと を、 開かず の 

花瓶 だな どと 笑って ました。 が、 …… きっと、 なに か 

わけが あって、 花瓶 をつ めて しまったので しょうね」 

チャン ゥ— が 不思議に 思った の も 無理で はない。 そ 

の 花瓶 は 首のと ころまで セメントが つめて あって、 叩 

くと コッ コッ かたい 音が した。 チャン ゥ— は、 しばら 

く 考えて いたが、 

「いや、 これ は 珍しい 花瓶です。 しかし、 これく らい 

大きな 花瓶に なると、 花 を 飾る よりも、 花瓶 自身が 飾 


り ものです。 で、 いくら 御 入用です か」 

「まあ、 それじゃ 買って ください ますの。 実は、 …… 」 

と 立 花 先生が 金額 を きりだす と、 チャン ゥ— は 笑つ 

て、 

「それ は 高い。 なかの つまった 花瓶なん て、 やっぱり 

きずもの 

疵物 も 同様です から、 その 半分ぐ らいで なくち や …… 」 

「あら、 半分 は ひどいで すわ。 もう 少し フン パッ して 

おしもんどう 

くださいな」 と、 しばらく 押 問答 をして いたが、 いつ 

たい、 どれく らいで 折れあった のか、 それから 間 もな 

く 骨董 商の 店 をで ていく 立 花 先生の 顔色 をみ ると、 い 

かに も 嬉しそうな 微笑が うかんで いた。 


チャン ゥ— は そのうし ろ 姿 を 見送って、 それから、 

不思議 そうに 首をかしげ、 しばらく 見事な 大 花瓶 を、 

なでたり さすったり していた が、 やがて 表の ドア をし 

める と、 奥の ひと 間へ ひっこんだ。 

もう 日が 暮れて いるので ある。 

かいじん あらわ 

怪人 現れる 

チャン ゥ ー の 店の 隣 は、 四 階 建の ビルディングに 

ぼうえき そくしん 

なって いて、 一階 は 貿易 促進 展覧会の 会場に なって い 

るが、 二階から うえ は 貸 事務所に なって いる。 


ところが、 都合の いいこと に は、 その 三階に、 少年 

探偵 団の ひとり、 小 玉 君のお 父さんの 事務所が あった。 

少年 探偵 団の 一 行 五名 は、 学校が ひける と、 海岸 通 

りへ 出向いて いって、 なにく わぬ 顔で、 チャン ゥ ー の 

店の まえ を 通った が、 

「なんだ、 ここなら、 お父さんの 事務所の となり じ や 

な レカ」 

と、 小 玉 君が ささやい たので、 それじゃお 父さんに 

かたすみ 

お願いして、 しばらく その 事務所の 片隅 を かりょうと 

いう ことにな つた。 

そこで 五 人の 少年 は、 三階に ある 小 玉 商事会社の 応 


接 室へ あがって いったが、 ますます 都合の よい ことに 

は、 その 応接室 は チャン ゥ— の 店の がわに あり、 窓 か 

ら のぞく と 万国 骨董 商が 眼の 下に 見えた。 

「ああ、 こいつ は 都合が いいや。 小 玉 君、 なんとかし 

て お 父 さ んに、 しばらく， ^ の 部屋 を かして 下さ るよう 

にお 願いして くれた まえ」 

もの わか 

「いいと も。 ぼくのお 父さん は、 たいへん 物分りの い 

いひと だから、 きっと 承知して くださる よ」 

やがて、 応接室へ でて きた 小 玉 氏と いう ひとは、 い 

かに も 物分りの よさそう な 紳士であった。 小 玉 氏 は 息 

子の 小 玉 少年から 話 をき くと、 はじめは 眼 を まるくし 


て 驚いて いたが、 一同が かわるがわる 熱心に お願いす 

ると、 

ゆうか い 

「なるほど、 それじゃ いっか 牛 丸 君 を 誘拐した、 

ろく てんさん さ い 

六 天 山塞の 山賊の ゆくえ を さぐる ために、 チャン ゥ ー 

の 店 を 監視 するとい うんだ ね」 

「そうです。 そうです。 ぼくら は 警察に 協力して、 一 

日 も 早く あの 山賊 を とらえた いのです」 

春 木 少年が、 熱心に お願いす ると、 小 玉 氏 はに こに 

こ 笑って、 

「よしよ し、 いや、 いまどきの 少年、 すべから くそれ 

くらいの 勇気がなければ ならぬ。 いいと も、 君た ちの 


頼み をき いて あげよう。 しかし、 ここに 条件が ある」 

と、 いって、 小 玉 氏 はつぎの ような 条件 を だした。 

まず、 第一 に、 自分た ちが まだ 子供で あると いう こ 

こころえ  あやう 

と をよ く 心得て、 決して 危 きにち かよらぬ こと。 第 

二に、 何 か 変った こと を 発見したら、 すぐに 警察へ 報 

告し、 みずから は 手 だし をし ない こと。 第三に、 夜 九 

時までに みんな 揃つ て 帰宅す る こと。 

「わかりました。 お父さん。 ぼくたち は 決して、 お 父 

さんに 御 心配 を かける ような こと はしません」 

だんげん 

春 木 少年が 一 同 を 代表して 断言す ると、 小 玉 氏 はに 

こに こ 笑って、 


「よしよ し。 それじゃ、 今夜から 監視 を はじめる の だ 

まえい わ 

ろうが、 君た ち、 飯 はま だ だろ。 それじゃ、 前祝いに 

夕飯 を 御馳走しょう」 

と、 親切な 小 玉 氏 は、 五 少年 を ひきつれて、 近所の 

中華料理 店 へいつ て 夕飯 を ふるま つ た。 

「それじゃ、 君た ちの 成功 をい のる よ。 しかし、 くれ 

ぐれ も いっとくが、 自分た ちが まだ 子供で ある こと を 

げきれ い  ちゅうこく 

忘れち やい かんよ」 小 玉 氏から 激励と 忠告 をう けて、 

中華料理 店の まえで わかれた 五 少年が、 すでに 日の 暮 

みち 

れた路 を、 ビルディングの ほうへ かえって くると、 そ 

のとき、 万国 骨董 商の なかから とびだし てきた 婦人が 


あった。 

「あつ、 あれ は 立 花 先生 じ やない か」 春 木 少年が いち 

はやく、 先生の すがた を 見附けて 注意す ると、 

「そうだ、 そうだ。 立 花 先生 だ。 先生 は、 なんの 用が 

あって、 こんなと ころへ きたん やろ」 

牛 丸 平 太郎も 不思議 そうな 顔 をして いる。 小 玉、 横 

光、 田畑の 三 少年 もギ ックリ としたよ うな 顔 を 見合せ 

た。 しかし、 幸い 立 花 先生 は 気がつかなかった らしく、 

男の ような 足 どり で、 ス タツ ス タツと 黄昏の 闇の なか 

に 姿を消した。 

「どうも 変 だね。 ぼく はまえ から、 立 花 先生 を 変 だと 


思って いたんだ よ」 

春 木 少年 は あるきながら、 考えぶ かそうに 眩いた。 

「変て、 どういう ふうに？」 小 玉 少年が ききかえした。 

「だってね、 このまえ、 チャン フ— が 殺された 日に も、 

立 花 先生 は 万国 堂の まえ を 通りかかって、 飾 窓 を のぞ 

いたと いうんだ ろ。 そして、 そのと き、 飾 窓の なかに 

は、 黄金 メダルの 半 ペラが 飾って あつたんだ。 しかも 

そのつ ぎの 日、 金 谷 先生が そのこと を しゃべる と、 立 

花 先生、 とてもい やな 顔 をした という 話 だよ」 

「うん、 そういえば、 立 花 先生 はよ く 学校 を 休む ね。 

きしゅくしゃ 

それに どこ へ いくの か、 ときどき 寄宿舎から いなくな 


る ことがある という 話 だよ」 田畑 少年が いった。 

「よし、 それじゃ、 明日から 手分けして、 誰かが 立 花 

先生 を 監視す る ことに しょうじゃ ないか。 監視なら、 

子供に だってで きる もの」 横 光 少年の 言葉だった。 

「うん、 それが いい。 いずれ、 明日に なったら、 誰が 

立 花 先生の 監視に あたる かきめ よう」 

こうして、 また、 新しい 探偵の 方針が たったので、 

一同 は、 満足して、 三階の 応接室へ かえって きた。 窓 

から 見る と、 チャン ゥ— の 店から、 ほの 暗い 光が もれ 

ている。 

てんまど 

「あ、 見 給え。 チャン ゥ ー の 店に は 天窓が あるよ。 あ 


のぞ 

そこから 視 けば、 店の 様子が よく 見える にちがいない 

よ」 

「そう や、 そう や。 ぼく、 ひとつ あの 屋根へ おりて み 

ようか」 

牛 丸 平太郎 が、 ハリキ つて、 窓から からだ を 乗リだ 

すの を、 春 木 少年 はおし とどめ、 

「いや、 ちょっと 待ちた まえ。 もう、 しばらく、 あた 

りが 暗くなる まで 待とう」 

それから 一時間 ほど 待つ と、 あたり はすつ かリ 暗く 

なった。 チャン ゥ ー の 店の 天窓から は、 あいかわらず、 

ほのぐらい 光が もれて いる。 


「春 木 君、 もう、 そろそろ、 ええ やない か」 牛 丸 平 太 

郎は、 さっきから、 腕が ムズ ムズ している ので ある。 

「そう。 もう そろそろ いい 時刻 だね。 ところで、 誰が 

偵察に いくか、 これ は 公平 を 期して くじ 引きと いう こ 

とに しょう。 ひとり じ や 心細い から 二人 一組と なって 

いくこと にしよう じ やない か」 

春 木 少年の こさえ た、 五本の こより を 引いた 結果、 

牛 丸 少年と 春 木 君が いくこと になった。 ほかの 少年た 

ち は 失望した が、 これ また、 あとで どんな 役が あるか 

も 知れない からと 慰めて、 いよいよ、 春 木、 牛 丸の 二 

少年が、 偵察に いくこと になった。 


そくめん 

ちょうど い いあんば いに、 この ビルディングの 側面 

ひじょうば しご 

に は、 火事な どの 場合に そなえて、 非常 梯子が ついて 

いる。 その 非常 梯子 は、 チャン ゥ ー の 店の すぐそば を 

とおって おり、 その 間、 半 間と はなれて いない。 春 木、 

牛 丸の 二 少年 は 人 眼 を さける ために、 窓から 外へ でて、 

のき じゃばら 

軒 蛇腹 をった つて 非常 梯子に とびうつった。 それ はか 

なり 冒険だった けれど、 身の 軽い 二 少年に は、 大して 

むずかしい 仕事で もなかった。 

非常 梯子 をった つて 一 階お リ ると、 すぐ 眼の 下に 

チャン ゥ ー の 店の 屋根が ある。 二 少年 は 猿の ように 身 

軽に その 屋根に とびうつった。 屋根 はかなり の 傾斜 だ 


が、 身の かるい 少年に は、 天窓のと ころまで 這って い 

くの は、 大して むずかしい 仕事で もなかった。 天窓に 

は 厚い 針金 入り ガラスが はまって いる。 それ は 昼間、 

さいこう  ちんれつ ひん 

採光 をよ くして、 陳列 品 を ひき 立た せる ためで ある。 

ふたりが 天窓まで 這って いつ てな かを視 くと、 ほの 

ちんき  ぶつぞう 

暗い 電灯の なかに、 珍奇な 仏像 や、 奇怪な 大 時計 や、 

古めかしい 鎧な ど、 さまざまな 骨董品が、 ところせ ま 

ひとすみ 

きまでに ならんで いた。 そして、 店の 一隅に、 さっき 

だいか びん 

立 花 先生が もちこんだ、 あの 大 花瓶 もお いてあった。 

春 木、 牛 丸の 二 少年 は、 息 を ころして、 この あやし 

くも、 風 変り な 店の なか を視 いていた が、 ふいに 春 木 


少年が ギュッ と 力強く、 牛 丸 少年の 腕 をに ぎった。 

「ど、 どうしたの」 

「しつ、 静かに！ あの 大 花瓶 を ごらん」 

押し ころした ような 春 木 少年の ささやきに、 牛 丸 平 

太郎 もな にげなく、 花瓶の ほうへ 眼 を やった が、 その 

とたん、 ゾッ とする ような 恐ろし さが 背筋 をな がれた _ 

ああ、 見よ！ 大 花瓶に つめて あった セメントが、 

ポッ カリ 中から 押しの けられる と、 その 下から、 

二 ュ— ッと 一 本の 腕が でた ではない か。 

あやう 

「あつ！」 牛 丸 平 太郎は 危 く 叫び 立てる ところ を、 急 

いで 口に 蓋 をした。 


大 花瓶の なかに 誰かい るの だ。 そして そいつが いま、 

花瓶の なかからで てこようと している の だ。 

二 少年の 胸はド キドキ 躍った。 額から ビッシ ヨリと 

汗が 流れた。 二人 は 夢中に なって、 天窓の わくに しが 

みつき、 眼 を 皿の ようにして チャン ゥ— の 店 をの ぞい 

ている。 

大 花瓶の なかから は、 また 一 本の 腕が でた。 そして、 

二 本の 腕 は、 しばらく 花瓶の ふち を 握って モガ モガし 

かるわざし 

ていたが、 やがて、 軽業師の ように、 ヒョィ と 花瓶の 

ふちへ 這いの ぼった の は、 ああ、 なんとい うこと だ！ 

それ は 世に も 不思議な 小男で はない か。 


小男 は 全身に、 縫いぐるみみ たいな 黒い 服をぴ つた 

りつけ ていた。 そして、 頭に は 服に ぬいつけた 三角 型 

ずきん  かめん 

の トン ガリ 頭巾 をスッ ポリ かぶり、 顔に は 大きな 仮面 

をつ けて いた。 だから、 顔 はサッ パリ 見えなかった が、 

その 気味 悪さと いったら、 筆に も 言葉 にもつく せない 

ほどだった。 

さる 

小男 は 猿の ように 花瓶の ふちに しゃがんだ まま、 し 

ばらく あたり をう かがって いたが、 やがて、 ひらりと 

音 もな く 床のう えに とびおりた。 

春 木、 牛 丸の 二 少年 は 天窓のう えから、 手に 汗 握つ 

て、 この K 子 を 見つめて いるので ある。 


奇怪な 男と 猫 女 

ああ、 奇怪なる 男、 猿の ような 男 —— 

ろく てんさん さい  とうもく  しば けんじゃく 

いっか 机 博士が、 六 天 山塞の 頭目、 四 馬 剣 尺の 姿 を、 

とうし 

レントゲンで 透視した ことがあ つたが、 それ は 脚に な 

がい 竹馬 を ゆわえつ けた 小男であった。 ところが その 

のち 机 博士が、 頭目の 脚に さわって みたところ、 それ 

は 竹馬な どではなくて、 まぎれ もな く 人間の 脚で あつ 

た。 

むじゅん 

机 博士 は、 矛盾す るふた つの 発見に びっくり したが、 


今宵 チ ャ ンゥ ー の 店に しのび こんだ の は、 まぎれ もな 

く、 小男。 して みれば、 机 博士の レントゲンに 狂い は 

なく、 四 馬 剣 尺の 正体 は、 やはり 脚に 竹馬 を ゆわい つ 

けた 小男であろう か。 しかし、 そうだと すると 机 博士 

がさ わって みた 四 馬 剣 尺の 脚 は、 なんと 説明すべき だ 

ろう 力 

それ はさて おき、 床へ おりた 小男 は、 しばらく じつ 

と あたりの 様子 をう かがって いたが、 やがて 壁の そば 

へ 這いよ ると、 ポケットから 取 出した の は 三十 センチ 

くらいの 棒で ある。 それ はちょう ど、 管絃楽 団 の 

しきしゃ  しきぼう 

指揮者が 使う 指揮棒の ような ものだった。 


おやおや、 あんな もの を 何に する のだろう。 と、 春 

木、 牛 丸の 二 少年が、 屋根のう えから 固唾をのんで 見 

ている と は、 もとより 知らぬ 小男、 しばらく その 棒 を 

ひねくりまわし ていたが、 するとみ るみる 棒 はの びて、 

三メ— トル ほどの 長さに なった。 

しんしゅ くじ ざ い  まほうぼう 

わかった、 わかった、 その 棒 は、 伸縮自在の 魔法 棒 

なの だ。 それにしても、 そんな 棒 を 何に 使う のかと 見 

せんたん かぎ 

ている と、 小男 は その 先端に 鈎の ような もの をと リっ 

けた。 

おやおや、 変な こと をす る わい と、 なお も 二人が 一 

生 懸命、 天窓に しがみついて みている と、 小男 は その 


かぎぼう 

鉤 棒で 高い ところに ある メイン • スィッチ を ひっかけ 

て 切って しまった。 とたんに、 家中の 電気と いう 電気 

が 消えて あたり はま つ くら。 

春 木、 牛 丸の 二 少年 は、 思わず 顔 を 見合せ た。 

やみ 

すると、 そのと き 闇の なかから、 店 をつつ きってい 

く 足音が きこえた かと 思う と、 ガチャ リと鍵 を ひらく 

音。 やがて、 ドアが 薄目に ひらいて、 誰 やら 店の なか 

へしの びこん だが、 すぐ ドアが しまったので、 その 姿 

はよ く 見えな か つ た。 

「男が ドア を ひらいて、 誰か を 呼び こんだん やな」 

「そうだ。 男 は 仲間 を しのびこませる ために、 大 花瓶 


のなかに、 いままで かくれて いたんだ よ。 それにして 

も、 忍び こんだ の はどうい うやつ だろう」 

ささや 

二人が こんな 囁き を かわして いると き、 したで も 

チャン ゥ ー が、 なんとなく 怪しい 気&に 気づいた のか、 

懐中 電気 を 片手に 持って、 奥の ドアから 現れた。 

ごうぜん 

「誰かい るの か」 とたんに 轟然と ピストルが 鳴って 

チャン ゥ ー の 手から 懐中 電気が、 木つ 葉 微塵と くだけ 

て 散った。 

「あ、 だ、 だ、 誰 だ！」 

ねこ おんな 

「猫 女よ」 

「な、 な、 なに、 猫 女 …… 」 


と、 闇の なかで チャン ゥ ー の 声が 大きく あえいだ。 

「ええ、 そう、 暗闇の なかで、 ちゃんと 眼の 見える 猫 

女よ。 逃げても 駄目。 ちょっと 相談が あって やって き 

ちょうだ い 

たんだから、 おとなしく していて 頂戴。 バカ！ 何 

をす る ！ - 

ひめい 

またもや、 ズ ドンと ピストルの 音。 あっとい う 悲鳴 

とともに、 何やら ゴ トリと 床に 落ちる 音が した。 

「ほ、 ほ、 ほ、 だからい わない ことじ やない。 闇の 中 

でも 眼の 見える、 猫 女 だとい つてる じ やない の。 ポ 

ケット から ピストル を だそうと したって、 ちゃんと 見 

えてい るんだ から」 


春 木、 牛 丸の 二 少年 は、 顔 見合せ て 驚いた。 それじゃ 

猫 女と いう 女、 ほんと に 闇の 中で も 眼が 見える のか。 

うそ 

「さあ、 これで あたしの いう ことが、 噓じ やない つて 

わかった でしよう、 わかったら おとなし くして おいで。 

ほうた い 

待って あげる から、 早く 右手に 繃帯 をして おしまい。 

ほら ほら、 そんなに 血が 流れて いる じ やない の。 ああ、 

やっと 繃帯が できた わね。 それじゃ、 奥の 部屋へ いき 

ましょう。 こ こじゃ 話 もで きないから」 

「いったい、 話って、 何ん のこと だ」 

「黄金 メダルの ことよ」 

「黄金 メダル？ お、 黄金 メダルつ てなん のこと だ」 


「ほ、 ほ、 ほ。 白ば くれたって 駄目。 こっち は 何度も 

いうよう に、 闇の なかで も 眼の 見える 猫 女よ。 おまえ 

がい まどん な 顔 をした か、 ちゃんと 知って るよ。 これ 

よくお 聞き。 おまえの 双生児の チャン フ— は、 いっか 

あねが わごろう 

姉 川 五郎と いう 男から、 黄金 メダルの 半 ペラ を 買い 

とった。 そして、 それから 間もなく、 顔に 大きな 傷の 

ある、 スペイン 人みたい な 男に、 黄金 メダルの 半 ペラ 

にせもの 

を 売りつ けたが、 その メダル は 贋物 だつ たんだよ。 だ 

から、 この 店に はま だ、 本物の メダルが ある はずなん 

だ。 それ を ここへ だしてお くれ」 

「しかし、 それや ァ、 チャン フ ー の 買った のが、 贋物 


「お黙り！」 猫 女 は 鋭い 声で、 

「こっち はちゃん と 調べが いきとど いている のよ。 姉 

川 五郎と いう 男に も 当ってみ て、 そいつが どこで 黄金 

メダル を 手に入れ たか、 わかって いるんだ。 それ はた 

しかに 贋物じゃなかった のよ。 チャン フ— は 本物 を ど 

こかへ しまいこんで、 贋物 を 飾 窓に 飾って おいたん だ。 

さあ、 ここで は 話が できない。 奥へ いって ゆっくり 話 

をつ けよう じ やない の」 

おしもんどう 

それから しばらく、 チャン ゥ— と 猫 女の 押 問答 をす 

る 声が つづいて いたが、 やがて、 猫 女の ピストルに 


きょうはく 

脅迫され て、 チャン ゥ ー は 奥の 一間へ 入って いった。 

それに つづいて 猫 女が 入って いくと、 バタンと ドアの 

しまる 音。 話 声 は それき り 聞え なくなって、 チャン 

ゥ ー の 店 は 墓場の ような 暗 さ、 静けさ。 

春 木、 牛 丸の 二 少年 は、 ほおつ と 顔 を 見合せ た。 

「春 木 君、 猫 女て、 すごい やつ やな」 春 木 少年 は それ 

に 答えず、 しばらく は 何 か 考えて いたが、 やがて 低い 

声で、 

「ねえ、 牛 丸 君、 いまの 猫 女の 声ね、 君、 あれに 聞き 

おぼえが あるよう な 気がしな か つ た？」 

「えつ、 さあ、 ぼく は 気がつかなん だが、 誰の 声に 似 


ていたん やね」 

「いや、 君が 気がつかなかった とすれば、 ぼくの 思い 

ちがいだろう。 だけど 牛 丸 君、 さっきの 小男 はどうし 

たんだろ うねえ」 

「さあ。 あいつ も 奥へ 入って いったん やない やろ か」 

ささや 

二人が そんな こと を 囁いて いると き、 奥の 部屋 か 

ら 苦しそう なう めき 声が もれて きた。 チャン ゥ— の 声 

なの だ。 しかも、 世に も 苦しそう なう めき 声 …… 。 

春 木、 牛 丸の 二 少年 は、 ぎょっとし たような 顔 を 見 

合せた。 

「春 木 君、 大変 や、 チャン ゥ ー が 拷問され てるん やな 


いやろ か」 

「そうだ、 そうだ、 牛 丸 君、 さっきの 部屋へ かえろう」 

「さっきの 部屋へ かえ つ て どうす るん や」 

まわ 

「警察へ 電話 を かけて、 お巡りさん にきても らうんだ。 

さっき 小 玉 君のお 父さんに いわれたろう。 自分が 子供 

である こと を 忘れち やい けない つて。 だからお 巡り さ 

んに 電話 を かけて 猫 女と 小男 を つかまえても らうん 

だ」 

二人 は、 そっと、 チャン ゥ ー の 店の 屋根から すべり 

おりる と、 ビルディングの 非常 梯子 を、 脱兎のごとく 

かけのぼって いった。 


あくま 

空かけ る 悪魔 

春 木、 牛 丸 君た ちの、 少年 探偵 団が 電話 を かけた と 

あきよし けいぶ 

き、 ちょうど さいわい、 警察 にい あわせた の は 秋吉 警部。 

秋吉 警部 を 諸君 も おぼえて いられる だろう。 チャン 

フ— 事件の 担当者 だが、 その 事件が 進展せ ず、 どうや 

めいきゅうい  ごう にや 

ら 迷宮入り をし そうな 模様に、 業 を 煮して いたお リか 

ら だけに、 少年 探偵 団 からの 電話 をき くと、 こおどり 

せんば かりに よろこんだ。 

「よし、 それじゃ これからす ぐいく。 ときに 君た ち は 


何人い るんだ」 

「はい、 少年 探偵 団は 同志 五 人であります」 

ばんこく どう 

「それじゃね、 みんなで 手分けして、 万国 堂の 周囲 を 

見張って いて くれ。 しかし、 くれぐれも いってお くが、 

よけいな ことに 手 を だすな。 われわれが いくまで 待つ 

てい るんだ ぞ」 

しょうち 

「承知し ました。 できるだけ 早くき てくだ さい」 

電話 をき つて 春 木 少年、 警部の 言葉 を 一 同に つたえ 

ていたが、 何 思った のか、 急に はっと 顔色 を かえた。 

「どうしたの、 春 木 君、 何 かあつた の？」 

横 光 君が 不思議 そうに 訊ねる の を、 しっとお さえた 


春 木 少年。 

「牛 丸 君、 あれ …… あの 物音 …… ？」 

「なん や、 あの 物音 …… 」 

牛 丸 平 太郎も ギヨ ッ として、 春 木 君と いっしょに 耳 

をす ませた が、 にわかに ガ タガタ ふるえだした。 

ああ、 聞え る、 聞え る、 ブ ー ンブ ー ンと竹 トンボ を 

廻す ような 音。 たしかにへ リコ プタ— の 爆音な の だ。 

しかも、 しだいに こちらへ ちかづいて くる。 

「田畑 君、 電気 を 消して くれた まえ」 田畑 君が 電気 を 

消す と、 応接室の なか はまつ くらにな つた。 

「春 木 君、 どうしたの。 あの 物音 はなん なの？」 


暗闇の なかで 小 玉 君が、 不安そう に 訊ねた。 

ゆうか い 

「ヘリ コプタ ー だよ。 ほら、 いっか 牛 丸 君 を 誘拐して 

いった。 •：：• 」 

とうもく 

「ああ、 六 天 山塞の 頭目が 持って いると いう …… ？」 

少年た ち は ギヨ ッ としたよ うに、 暗闇の なかで 顔 見 

合せた が、 

「それにしても、 いまごろ どこへ いくつもりだろう」 

と、 田畑 君が 訊ねた。 

「ひょっとすると、 万国 堂め ざして やってくる かも 知 

れな いよ。 牛 丸 君。 横 光 君」 

「春 木 君、 なん や」 


「君た ち 一 一人 は 万国 堂の 表の ほう を 見張って くれた ま 

え。 それから、 小 玉 君と 田畑 君 は、 万国 堂の 裏口の 見 

張り をして くれた まえ」 

「よつ しゃ。 わかった。 しかし、 春 木 君。 君 はどうす 

るん や」 

「ぼく は ここにの こ つ て、 この 窓から 万国 堂 を 見張つ 

ている。 もう そろそろ、 警部さん がくる 時分 だから、 

みんな 早くい つ て くれた まえ」 

「よつ しゃ、 春 木 君、 気をつけ たまえよ」 

だいじょうぶ 

「大丈夫、 君た ち こそ 気をつけ たまえ。 警部さん がく 

るまで、 むやみに 手 だし をす るん じ やない よ」 


「わかった。 わかった。 さあ、 みんない こう」 

牛 丸 平 太郎を 先頭に 立てて、 四 人の 少年が バ ラバ ラ 

と ビルディングから とびだして い つた あとに は、 春 木 

少年が ただ ひとり、 暗い 応接室に とりのこされた。 窓 

の そばに よ つ てみ ると、 ブ— ンブ— ン という へ リコ プ 

タ ー の 爆音 は、 いよいよ こちらへ ちかづいて くる。 下 

をみ ると、 万国 堂 は あいかわらず まっくら だ。 ああ、 

いま、 万国 堂の 奥で は、 どのようなことが 行われて い 

るので あろう か。 

春 木 少年 は 爆音の ちかづく 空の かなたと、 万国 堂の 

てんまど 

くらい 天窓と を、 手に 汗に ぎ つ て 見 くらべ ていたが、 


ちょうど そのと き、 警部の 一 行が 到着した らしい。 

万国 堂の 表と 裏から、 けたたましく ドア を 叩く 音と 

ともに、 

「開けろ、 開けろ、 ここ を 開けん か」 

と、 怒号す る 声が きこえた。 

「ああ、 有難い、 警部さん が やって きた …… 」 春木少 

年 はにわ かに 気の ゆるむ の を おぼえた が、 そのと き 空 

こつぜん  みお ぼ 

のかな たから 忽然と して 現われた の は、 見覚えの ある 

ヘリ コプ タ—、 しかも 進路 は 万国 堂の 方向で ある。 折 

はんげつ  つばさ 

からの 半月 を 翼に うけて、 ゆうゆう として こちらへ 

ちかづいて くる。 


下で は 警部の 一 行が、 万国 堂の 表と 裏から しきりに 

ドア を 叩いて いたが、 なかから 返事がない とみる や、 

もうこれ までと、 ドア を ぶっこ わしに かかった。 しめ 

ねずみ 

た！ もうこう なれば 袋の 中の 鼠 も 同然、 あの 奇怪 

な 小男 も 猫 女 も、 逃 出す みち は どこに もない の だ。 

春 木 少年 は ほっと 胸 を 撫でお ろし かけた が、 いやい 

や、 安心す るの はま だ 早い と 気がついた。 気になる の 

は あのへ リコ プタ ー だ。 ひょっとすると あのへ リコ プ 

タ ー は、 小男 や 猫 女 を、 救いだ しにき たので は ある ま 

ヽ/. T  O 

レ 力 

そうな の だ。 やっぱり そうだつ たの だ。 ヘリ コプ 


タ ー は チャン ゥ ー の 店のう えまで くると、 ピ タリと 

虚空に 停止して、 しきりに 地上 を 偵察して いる。 

と、 そのと き、 万国 堂の ドアが 破れた。 バラ バラと 

表と 裏から、 警部の 一 行が 乱入す る。 おそらく 少年 

探偵 団の 同志た ち も、 いっしょ になって とびこんだ こ 

とだろう。 

だが、 警部た ちがと びこん だのと ほとんど 同時に、 

万国 堂の 天窓が ガ チャンと こわれた。 そして、 そこ か 

らモ ゾモゾ 屋根へ はい あが つ てきた 人物 をみ たと き、 

きも  たま 

春 木 少年 は胆っ 玉が でんぐ りかえ る ほど 驚いた ので あ 

る。 


ああ、 なんとい うこと だ。 天窓の 下から 這いだ して 

すそ 

きたの は、 横綱の ような 大男で はない か。 裾の ひきず 

はなが さ  かんむ リ 

るよう な 中国服 を 着て、 頭に は 花 笠の ような 冠 を か 

ぶって いる。 その 冠の ふちに は、 三重の ヴェ ー ルが垂 

れ ていた。 

しば けんじゃく 

「あつ、 四 馬 剣 尺！」 春 木 少年 は、 心の中で 思わず さ 

けぶ と、 くらい 窓の すみで ふるえあがった。 

春 木 少年 はい ままで 一度 も、 四 馬頭 目にあつ たこと 

はない。 しかし、 異様な その 風 能  1 は、 牛 丸 平太郎 から 

なんども 聞かされ ていた。 鬼に も ひとしい 四 馬頭 目の 

残忍ぶ り は、 戸倉 老人 や 牛 丸 平太郎 から、 耳に たこが 


できる ほど 聞いて いた。 

その 四 馬頭 目が、 警官た ちに 包囲され た、 万国 堂の 

天窓から、 忽然と して 現れた の だ。 春 木 少年 はび つく 

りする と 同時に あっけに とられた。 四 馬 剣 尺 はい まま 

で どこに かくれて いたのだろう。 いやいや、 それに も 

まして 不思議な の は、 猫 女 や 小男 はどうした のだろう。 

ぼう ぜ ん 

春 木 少年が 茫然と して、 窓の なかに 立ちす くんで い 

ると き、 万国 堂の 屋根に 立った 四 馬 剣 尺、 かくし 持つ 

た 懐中 電気 をう えに 向ける と、 虚空 に 三 度 輪 をえ が い 

た。 と、 同時に、 へ リコ プタ— から バラ リ とおりて き 


なわばしご 

たの は 一条の 緦 梯子。 四 馬 剣 尺はョ タョタ とその 緦梯 

子に 手 を かけた。 

ああ、 このまま 捨てて おけば、 四 馬 剣 尺 は 逃げて し 

まう。 …… 

春 木 少年 はた まら なくなって、 窓から 乗リ だして 大 

声で 叫んだ。 

わるもの 

「ああ、 警部さん、 こっちです、 こっちです。 悪者 は 

屋根のう えから 逃げて いきます」 

ちょうど そのと き 四 馬 剣 尺 は、 屋根 を はなれて、 春 

木 少年の 鼻の さきまで きていた が、 その 声 をき くと ズ 

ドンと 一発！ 春 木 少年 は あっと 叫んで 床のう えに 身 


を 伏せた。 

しかし、 春 木 少年の 叫ぶ まで もな く、 警部の 一 行 も 

おくじょう 

ヘリ コプタ ー の 爆音に 気がつい ていた。 それ、 屋上 

が 怪しい というので バラ バラと 屋根のう えへ あが つ て 

きたが、 無念！ ひとあしちがいで 四 馬 剣 尺 は、 緦梯 

子に ブラ 下 つ たま ま、 ゆうゆう として 虚空 を 逃げて い 

く。 

ズ ドン、 ズ ドン！ 警官た ちの 手から、 いっせいに 

あと まつ リ 

ピストルが 火 を ふいた が、 もうこう なれば 後の 祭 だ。 

四 馬 剣 尺の ブラ 下った へ リコ プタ— は、 折からの 半月 

の 空 を、 しだいに 遠く、 小さく、 すがた を 消した。 


へ リコ プタ— の 爆音が、 遠ざかる の を 待って、 床 か 

ひじょうば しご 

ら 這い あがった 春 木 少年、 非常 梯子 づたいに 万国 堂の 

屋根へ おりて いくと、 

「ああ、 君 か、 さっき 電話 を かけて きたの は …… せつ 

かく 注意しても らいながら、 残念に も 悪者 はとり にが 

したよ」 

と、 秋吉 警部が 歯ぎ しりしながら くやしが つてい る。 

「えつ、 それじゃ、 小男 や 猫 女 もに がした のです か」 

「小男 や 猫 女 …… そんな、 妙な やつ は どこに もい な 

ぃぜ」 

「そんな はずはありません。 天窓から 逃げ だした の は、 


横綱の ような 大男です。 小男 や 猫 女 は、 たしかに まだ 

万国 堂の なかに いる はずです」 

春 木 少年 の 言葉に、 警官た ち や 少年 探偵 団 の 同志が 

手 分して、 万国 堂の 隅から隅まで さがして みたが、 小 

男 も 猫 女 も、 どこに も すがたが 見られなかった。 

ああ、 いるべき はずの 小男 や 猫 女が すがた を 消して、 

いる はずの ない 四 馬 剣 尺が、 忽然と して 万国 堂の 天窓 

から 現われた というの は、 いったい、 どういう わけで 

あろう か。 …… 

春 木 少年 は そのこと について、 深く かんがえこんで 

いたが、 やがて 思いだ したよう に、 


「それ はそうと、 この 家の 主人、 チャン ゥ—  〔# 「チヤ 

ンゥ ー」 は 底本で は 「チャン フ ー 匕 さん はどうし たので 

すか」 と、 警部に たずねた。 

「ああ、 チャン ゥ ー 〔# 「チャン ゥ ー」 は 底本で は 「チヤ 

ンフ ー 匕 か。 あの 男 は可哀 そうに、 ひどい 目にあわ さ 

れ ている よ。 まあ、 こっちへ きて みたまえ」 

警部に 案内され て、 奥の ひと 間へ 入った とたん、 春 

木 少年 は 思わず あっと、 ハンカチで 顔 をお さえた。 部 

おお ひばち  すみび 

屋 のなかの 大火 鉢に は、 炭火が かつかつと おこつ てい 

にお  じゅうまん 

て、 あたり いちめん、 肉の こげる ような 匂いが 充満 し 

ている の だ。 


「見た まえ。 チャン ゥ—  〔# 「チャン ゥ ー」 は 底本で は 

「チャン フ ー 匕 の 足 を …… あの 足 を 炭火のう えに のせ、 

ごうもん 

拷問して いたんだ。 ひどい こと をす る やつ も あれば あ 

る もんじ やない か。 まったく 鬼 だよ、 悪魔 だよ」 

見れば 椅子に しばりあげられた チャン ゥ ー 〔# 「チヤ 

ンゥ ー」 は 底本で は 「チャン フ ー 匕の 足 は、 いたいたしく 

火ぶ くれが して 血が にじんで いる。 チャン ゥ—  〔# 

「チャン ゥ ー」 は 底本で は 「チャン フ ー 匕 はこの 拷問に た 

え かねて、 ぐったりと 気 をう しなって いるの だった が 

ひと 眼、 その 顔 をみ たと たん、 春 木 少年 は 思わず あつ 

と 床から とびあがった。 


「あつ、 こ、 こ、 これ は 戸倉 老人！」 

ああ、 チャン ゥ—  〔# 「チャン ゥ ー」 は 底本で は 「チヤ 

へ ん そう 

ンフ ー 匕 と は 戸倉 老人の 変装だった ので ある。 

かいせん こく リゅ うまる 

怪船 黒 竜 丸 

話 変って、 こちら は 四 馬頭 目 を 救いだ したへ リコ プ 

タ ー である。 

海岸通りの 万国 堂のう え を はなれる と、 進路 をし だ 

す ま  あかし 

いに 西に とり、 須 磨から 明 石の ほうへ やって きたが、 

そこで 急に 進路 を かえると、 南方の 海上へ でて いった。 


あわじしま 

そして、 淡路島の 東海岸 ぞいに、 大阪 湾の 出口の ほう 

へで ていった が、 やがて 淡路の 島影から、 意味 ありげ 

めいめつ  あか リ 

に 明滅す る 灯火 をみ ると、 しだいに その上 空へ すすん 

でい つた。 

ヘリ コプタ ー に 向って、 発火 信号 をして いるの は 淡 

ていはく  しょうき せん 

路の島 かげに 停泊した、 三百 トンく らいの 小 汽船、 そ 

の 名 を 黒 竜 丸と いう。 

ヘリ コプタ ー は 黒 竜 丸のう えまで くると、 ピ タリと 

進行 をと め、 しだいに 下降して くる。 やがて 緦 梯子の 

さきが 甲板に ふれる と、 四 馬 剣 尺 はよ たよた と、 緦梯 

子から 甲板に おり 立った。 それ を 見て、 バラ バラと そ 


ばへ 寄って きたの は 木戸と 仙 場 甲 ニ郎。 波立 二 は ヘリ 

コプタ —の 操縦 をして いるので ある。 

四 馬 剣 尺 は 甲板に 仁王 立ちに なり、 

「おまえた ち は 向う へいけ。 それから 五分た つたら、 

机 博士 を おれの 部屋へ つれて こい。 よい か、 わかった 

か。 わかったら 早くい け」 

「しかし、 首領、 首尾 はどうだった のです。 本物の 黄 

金メダルの 半 ペラ は、 手に入つ たのです か」 

「そんな こと はどうで もい い。 早くい けと いえば いか 

んか」 

首領 はわれが ねの ような 声で 怒号した。 これ は 四 馬 


ふきげん 

剣 尺の 不機嫌な ときの 特徴で ある。 そんなと きに うつ 

どくぼう 

かりさから うと、 毒 棒の 見舞い をう ける おそれが ある。 

さわらぬ 神に 祟りな しとば かりに、 木戸と 仙 場 甲ニ郎 

は、 こそこそと 甲板から 下へ おりて いったが、 そのす 

がた が 見え なくなつ てから、 四 馬 剣 尺 はよ たよた と 歩 

き だした。 

不思議な ことに、 四 馬 剣 尺、 いつい かなる 場合で も、 

自分の 歩く ところ を 乾 分の ものに 見られる の を、 ひど 

く 嫌う くせが あった。 唯一度、 机 博士に レントゲンに 

かけられた ときい つし よに 博士の 部屋まで い つたが、 

そのと きとても 毒 棒で、 机 博士 を 脅かして、 決してう 


しろ を 向かせなかった。 そして、 部下に あう とき は、 

ほりもの 

い つも あの 竜の 彫物の ある 大きな 椅子に よ つてい るの 

だ。 

それ はさて おき、 五分た つて 木戸と 波立 二が、 机 博 

士を ひった てて 頭目の 部屋へ 入って いくと、 四 馬 剣 尺 

はいつ ものよう に、 大きな 椅子に ふんぞりかえ つてい 

た。 

「どう だ、 机 博士」 四 馬 剣 尺 はわれが ねの ような 声で、 

「肩の 傷 はなおつ たか。 貴様が あんなと ころへ メダル 

を かくして おく もの だから、 つい 荒療治 もせに やなら 

ん。 しかも 貴様が あんなに 苦労して、 手に入れたり、 


かくしたり していた 黄金 メダルの 半 ペラが、 贋物 だつ 

たという の だから、 こんない い 面の 皮 はない。 は、 は、 

は、 人 を 呪わば 穴 二つと はこの こと だな」 

「ちがう、 ちがう、 そんな はず はない」 

木戸と 波立 二に、 左右から 手 を とられた 机 博士 は、 

かなぎ リ ごえ 

金 切 声 を ふりしぼった。 

「あれが 贋物 だなん て、 そんな、 そんな …… あれ は 時 

こだ いきん か 

代の ついた 古代 金貨 だ」 

「そうよ、 時代の ついた 古代 金貨 だ。 しかし、 やつば 

リ 贋物なん だ。 まあ 聞け、 机 博士、 その わけ をい ま 話 

してやろう」 


四 馬 剣 尺 は ゆらり と 椅子から 乗り だすと、 

「貴様 も 知っての とおり、 あの メダル は、 海賊王 デル 

うず 

マが、 埋めた 財宝の ありか をし るして 二つに わり、 ひ 

とつ を オクタン、 ひとつ をへ ザ ー ル という ふたりの 部 

ゆず  しそん 

下に 譲った の だ。 このへ ザ— ルの 子孫と いうの が この 

おれ、 即ち 四 馬 剣 尺 様 だ。 それから オクタンの 子孫と 

とぐら やそ まる 

いうの が、 あの 戸倉 八十 丸 じ や。 へ ザ ー ルの 子孫 もォ 

へんれき 

ク タンの 子孫 も、 宝 を さがして 東洋の 国々 を 遍歴して 

いるう ちに、 代々 東洋人と 結婚した から、 しだいに 東 

洋 人の 血が 濃くな つてい つたの じ や。 ところで、 海賊 

王 デルマに はもう 一人、 ック— ヮ という 部下が おった 


が、 こいつ は肚 黒い やつで、 デルマ を 裏切った ことが 

ほうちく 

あるので、 放逐され て 宝の わけまえに あずから なかつ 

た。 それ を怨ん でック ー ヮは、 へ ザ ー ルと オクタンの 

持って いる 半 ペラ を、 しっこく 狙って いたが、 ただ 一 

度 だけ、 オクタンの 半 ペラ を 手に入れた ことがある。 

そのと きック ー ヮは その 半ぺ ラの 贋物 を こさえ ておい 

たの だが、 その後 間もなく、 オクタンに つかまり、 殺 

されて、 半 ペラ は 本物 も 贋物 も、 ふたつとも オクタン 

の 手に入った のじ や。 貴様が 手に入れて、 虎の子の よ 

ごしょうだいじ 

うに 後生大事に していた の は、 即ち、 その 昔ック ー ヮ 

のつ くった 贋物で、 しかも、 ック ー ヮとは 誰あろう、 


机 博士、 貴様の 先祖 だぞ。 どう だ、 これで わかった ろ 

あざむ 

う。 先祖が つくった 贋物に、 子孫の ものが 欺かれる。 

世の中に これほど 滑稽な ことがあ ろうか。 わつ はつ 

は つ ！」 

われ 鐘の ような 声で 笑いとば され、 机 博士 はいつ ぺ 

んにぺ シャン コ になった。 四 馬 剣 尺 はしば らく、 腹 を 

かかえて わらって いたが、 やがて やっと 笑い やめる と、 

「いや、 しかし、 机 博士、 おれ は やっぱり 貴様に 礼 を 

いわねば ならぬ わい。 おれ は 今夜、 戸倉の やつが チヤ 

ンゥ— という 中国人に 化けて いる こと を 知って、 忍び 

ごうもん  ごうじょう 

こんで、 本物 を 吐き ださせようと 拷問した が、 強情な 


やつでと うとう 吐き ださなかった。 それで、 もの はた 

めしに 贋物で 間に あわそうと 思って いるの だ。 これが 

おうぎがた 

へ ザ— ル からった わった 扇 型 の半ぺ ラ、 これ は 本物 だ。 

それから こっちが、 机 博士の 肩の 肉からで てきた、 三 

日月 型の 半 ペラ、 こいつ はいまい うとお り 贋物 だ」 

と、 四 馬 剣 尺が デスクの うえに ならべて みせた。 二 

つの 黄金 メダルの 半ぺ ラを みて、 木戸と 波立 二が 思わ 

ず あっと 顔 見合せ た。 

「頭目、 そ、 その 扇 型の やつ はどうし たのです。 それ 

はいつ か、 猫 女め に 横奪り された はずじゃありません 


木戸の 言葉に、 四 馬 剣 尺 ははつ とした 様子だった が、 

すぐ さりげな くせ せら 笑つ て、 

「なに、 猫 女から 取り もどした のよ。 たかが 知れた 猫 

ぞうさ 

女、 取り戻す のに 雑作 はない わい。 さて、 この 半 ペラ 

を ふたつ あわす と、 われ 目 も 文句 も ぴったり あう、 だ 

から、 ここに 彫って ある この 文句 は、 贋物と はいえ、 

本物 どおりに 彫った にちがいないと 思 うんだ。 みろ、 

これが 苦心の 末、 おれが 翻訳した 文章な の だ」 

かみきれ 

四 馬 剣 尺が、 ふところより 取り だした 紙片 をみ て、 

はげたか 

机 博士 は 禿鷹の ように どんらんな 眼 を 光らせた。 

そこに は、 こんな ことが 書いて ある。 


三日月 型の 分 

わが 秘密 を 

とする 者 はい さ 

人して 仲よ く 

リ聖骨 を 守る 

の あとに 現われ 

メダル 右 破片 

左の 穴に 同時 

ただちに 

強く 押す ベ し 

正しく 従うなら 


らの 前に 開かれん 

扇 型の 分 

うけつがん 

かい を やめ 両 

へ クザ 館の 塔に のぼ 

がくぎ よ 

二 匹の 鰐 魚 を 取 除き そ 

たる それぞれの 穴に 金 

を 右の 穴に 左 破片 を 

に 押入れ、 それより 

ふた つの メダル を 


汝ら わが 命令に 

ば 金庫 は 自ら 汝 

戦闘 準備 

とうもく 

残虐な 悪魔の 頭目、 四 馬 剣 尺の ために、 両脚に 

おお- p:h ど 

大火 傷 をした 戸倉 八十 丸 老人 は、 あれから すぐに、 病 

院へ かつぎこまれ たが、 さいわい、 その後、 経過 は 良 

好で、 一 週間 もす ると、 ステッキ 片手に、 病院の 庭 を、 

散歩で きる ようにな つ た。 

その 戸倉 老人 を、 毎日の ように 見舞いに くるの は、 


少年 探偵 団の 同志 五 人。 探偵 長 株の 春 木 少年 を はじめ 

として、 牛 丸 平 太郎に 田畑、 横 光、 小 玉の 三 少年で あ 

る。 

戸倉 老人と いう ひとは、 海賊の 宝 を 追うて 生涯 を は 

げしい 冒険に ささげて きた だけに、 いまだ 家庭の あた 

たかみと いう もの を 知らず、 まして や、 子供の 可愛 さ 

など、 いままで 一 度 も 考えた ことのな いひと だが、 今 

度、 こうして 思わぬ 負傷 をし、 病院で 退屈 を もてあま 

している 折 柄、 毎日の ように 少年た ちの 見舞い をう け 

むじゃき 

ると、 いまさら 子供の 可愛 さ、 無邪気 さとい う もの を 

ひしひしと 感じ、 平和な 生活への あこがれ を、 日 一日 


と 強く する のであった。 

「ああ、 おれ ももう 年 だ。 一 日 も 早く 危険な 冒険の 世 

界 から 足 を あらって、 毎日こう して、 子供た ちと 楽し 

く暮 していきたい もの だ」 

戸倉 老人の 心に は、 そういう 考えが しだいに 深く 

なって いくの だが、 少年た ち は それと 反対に、 戸倉 老 

人の 口から 過ぎ こしかたの 冒険談 をき くこと を、 この 

うえ もな く よろこんだ。 

アフリカの 猛獣狩り、 熱帯での 鰐 退治、 サ ワラ 砂漠 

すなあらし 

の 砂嵐、 さて はまた、 嵐に 遭遇して、 無人島へ 吹きよ 

せられた 難破船の 話な ど、 戸倉 老人の 口から 綿々 とし 


て 語りつ がれる とき、 少年た ち は どんなに 血 を 湧かせ、 

肉 を 躍らせた ことだろう。 少年た ち は、 いつの 日に か、 

自分た ち も、 そういう 冒険談の 主人公に なって みたい 

と 夢想す るの だった。 

ああ、 戸倉 老人が 平和 を 愛し、 少年た ちが、 冒険に 

憧れる、 そこに こそ、 人生の 本当の すがたが ぁリ、 世 

界の 進歩 も、 それな くして は 得られな いの だ。 

それ はさて おき、 今日 も 今日と て、 見舞いに きて く 

れた五 少年 を あつめて、 戸倉 老人が 楽しそう に 昔の 思 

い 出 を 語って いると ころへ、 やって きたの が秋吉 警部。 

「や あ、 相 変らず、 みんなき てるな」 


「ああ、 警部さん、 今日は」 

「警部さん、 今日は」 

少年 探偵 団の 同志 五 人が、 帽子 をと つて、 警部に に 

こに こ 挨拶 をす るの を、 戸倉 老人 は 眼 を 細めて 眺めな 

力、 ら 

「警部さん、 聞いて 下さい。 この 子た ちが 毎日き てく 

れ るので、 わし は どんなに 楽しみ だか 知れません。 ち 

かごろ ではもう、 すっかり 子供に かえった 気持ちで、 

いつまでも、 こうして、 平和に 暮 したいと 思う くらい 

です」 

「はは はは は、 あなた も 変り ましたな。 しかし 戸倉 さ 


ん、 あなたが、 そういう ふうに 平和 を 愛される ように 

なった の は 結構 だが、 その まえに、 ぜひとも 解決して 

おかねば ならぬ 問題が ありましょう」 

「むろんです。 あの 四 馬 剣 尺の ことでしょう。 わし は 

もちろん、 最後まで あいつと 闘う 決心 じ やが、 警部 さ 

どうせ い 

ん、 その後、 あいつら の 動勢に ついて、 何 か 情報が 入 

りました か」 

「は あ、 若干の 情報 は 入って います。 しかし、 戸倉 さ 

ん、 それより まえにお 聞きした いの だが、 あなたと 四 

馬 剣 尺と は、 いったい、 どういう 関係な のです か」 

それ をき くと 戸倉 老人 は、 しばらく 眼 をつ むって 考 


えていた が、 やがて かつと それ を 開く と、 

「いや、 お話しましょう。 もう、 こうな つて は、 何も 

ごえん じょ 

かも 洗い ざら い 打明けて、 あなたがたの 御 援助 をこう 

より ほかにみ ち はない。 まあ、 聞いて 下さい。 こうい 

うわけ です」 

やまひめ やま 

と、 そこで 戸倉 老人が 打明けた の は、 いっか 山姫 山 

の 山小屋で、 春 木、 牛 丸の 二 少年に 語って きかせた 話 

だが、 戸倉 老人 はさら に 言葉 をつ いで、 

「つまり、 海賊王 デルマから、 黄金 メダルの 半 ペラ を 

ゆず  しそん 

譲られた、 オクタン、 へ ザ ー ルの 二人の 子孫と いうの 

が、 この 戸倉と、 四 馬 剣 尺の ふたり だが、 この 四 馬 剣 


尺と いうの は、 まことに 疑問の 人物で、 わしの 聞いて 

いると ころで は、 へ ザ— ルの 子孫と いうの は、 幼い と 

きに 病気に かかって、 それき り 身体が 発育せ ず、 いま 

まで は 小男に なって いると いう こと を 耳に した。 それ 

でも、 年頃に なると 結婚して、 娘が ひとりでき たとい 

うこと だが、 まさか、 その 娘が、 あの 横綱の ような 大 

女で ある はずがない。 だから、 わしに はどう も、 あの 

四 馬 剣 尺と いう 覆面の 頭目が 何者 だか、 さっぱり 見当 

がっかん のじ や」 

戸倉 老人の 話 をき いて、 春 木 少年 は キラ リと眼 を ひ 

からせた が、 かれが 口 を ひらく まえに、 秋吉 警部が か 


らだを 乗り だして、 

「なるほど、 なるほど、 それで だいたい 事情 はわ かり 

ましたが、 いっか 殺された チャン フ ー というの は …… 」 

「ああ、 あれです か」 老人 はちよ つと 暗い 顔 をして、 

「あれ は、 まったく 可哀 そうな こと をし ました。 なに 

あれ は、 わしの 双生児で もなん でもない。 海外 を 

ほうろうち ゆう 

放浪 中、 わしに 生き うつしな ところから、 何 かの 役に 

立つ だろうと 思って、 ひろって きた 男 じ や。 四 馬 剣 尺 

の 眼 をく らます ために、 わし は チャン フ— と 名乗って、 

あの 万国 骨董 堂 を ひらいた が、 わし はし じゅう、 出歩 

かねば ならぬ からだ じ や。 そこで、 近所の ものに 怪し 


まれて はならぬ と 思って、 わしの 留守中 は、 いつも あ 

の 男に 影武者 をつ とめさせ ていたの じ や。 それが あの 

ような ことにな つ て …… 」 

戸倉 老人 は 眼 を しばたた いたが、 なるほど、 これで、 

はじめて わかった。 いっか 山姫 山の 山小屋で、 戸倉 老 

人が 断乎と して、 チャン フ— が 殺された なんて、 そん 

な こと はありえない のじ や、 と い い 放った 言葉の 意味 

が、 これで はじめて、 納得で きる ので ある。 

まことの チャン フ— と は、 戸倉 老人 自身で あつたの 

だ。 

「なるほど、 それで だいたいの 事情 はわ かりました。 


それで は、 私の ほうに 入った 情報 をお 話しましょう」 

秋吉 警部 は 手帳 を ひら いて、 

あわじしま  そうさく 

「御 老人から いっか、 淡路島 一帯 を 捜索して みてくれ 

というお 話が あつたので、 あちらの 警察と も 連絡 を 

しらみ  えんがん 

とって、 虱 つぶしに 島内から、 その 沿岸 を しらべた の 

です が、 すると 果然、 耳より な 情報が 入った のです。 

まず、 その ひとつ は、 淡路島の 周囲 〔# ルビの 「しゅう 

い」 は 底本で は 「しゅい 匕 を、 おりおり、 怪しげな 汽船 

しゅうゆう 

が 周遊 している という こと、 それにつ いで、 ときどき 

しんや 

深夜 淡路島 の 上空に、 竹 トンボの ような 音が きこえる 

という こと、 更に、 その 竹 トンボの 音が 常に 旋回す る 


中心 を さぐって みると、 そこ はへ クザ 館と いう、 古い 

西洋 建築が ある ことが わかった のです」 

「それ だ！」 突然、 戸倉 老人が 手を叩いて 叫んだ。 

「それです、 それです、 警部さん、 問題 は そのへ クザ 

館に あるに ちがいありません。 海賊王 デルマが、 淡路 

島に 根拠地 をお いていた という こと は、 古い 文献に も 

ぜんりょう せんきょうし 

残って います。 その 当時、 デルマ は 善良な 宣教師 を 

よそおい、 島の 中央に、 カトリックの 教会 を 建てた と 

いわれて います。 へクザ 館と いうの が、 きっと、 それ 

にち がいありません。 そこに、 海賊王 デルマの 宝が か 

くされて いるので す」 


戸倉 老人の 声 は、 しだいに 昂奮に うわずって くる。 

その 昂奮が 伝染した のか、 少年 探偵 団の 同志た ち も 手 

あせに ぎ 

に 汗 握って、 戸倉 老人と 秋吉 警部の 顔 を 見 くらべて い 

る。 

秋吉 警部 もに つ こり 笑って、 

「そうです。 われわれ も だいたい、 そういう 見込で、 

へクザ 館に は 厳重な 監視 をお いています。 ところで 

戸倉さん、 あなたの 戦闘 準備 はどうで すか。 脚の ぐ あ 

いがよ かったら、 いっしょにで かけたら、 どうかと 思 

うのです がね」 

「むろん、 いきます。 なに、 これし きの 火傷ぐ らい」 


「警部さん！」 そのと き、 横から 緊張した 声をかけた 

の は、 少年 探偵 団の 探偵 長、 春 木 少年だった。 

「ぼくたち もつれて いって 下さい。 ぼくたち も 四 馬 剣 

尺の 正体 を 知りたい のです」 

ぴ しょう 

それ を 聞く と秋吉 警部 も 微笑して、 

「むろん つれて いくとも、 君た ち こそ は 今度の 事件で 

も、 最大の 功労者なん だからね」 

きょうあく 

ああ、 こうして、 戦闘 準備 はなった。 兇悪 四 馬 剣 尺 

を 向う に まわして、 少年 探偵 団の 働き やい かに。 淡路 

島の 上空に、 いまや、 ただならぬ 風雲が まきおこされ 

ようとして いる。 


へ クザ館 

あわじしま  ひとざと 

淡路島の 中央部、 人里 はなれた 山岳地帯の おくに、 

へ クザ 館と いう 建物が ある。 

その 昔、 国内 麻の 葉の ごとく 乱れた 戦国の 世に、 ス 

ぺ インより わた つ てきた、 一 宣教師に よ つ て 建てられ 

たという 伝説 以外、 誰も この、 へクザ 館の 由来 を 知つ 

ている もの はない。 

爾ぁ、 I？ 星霜、 風雨に うたれ た へ クザ館 は、 

こしょくそうぜん  さい わ 

古色蒼然 として、 荒れ果てて はいるが、 幸 いにして 火 


にも 焼かれず、 水に もお かされず、 いまもって 淡路島 

きつ ぜん 

の 中央 山岳地帯に、 屹 然として そびえて いる。 

しゅうどう い ん 

い つの ころ か、 ここ は カトリックの 修道院 にな つ て、 

けんご  そうりょ  きんせい 

道徳 堅固な 外国の 僧侶た ちが、 女人禁制の、 清い、 き 

せ、 ま  れ、" ま 、「 

びし い 生活 を 送り、 朝夕、 聖母 マリヤに 対する 礼拝 を 

怠らない。 

それ は 秋 もよう やくた けた 十一 月のお わりの こと、 

いんそつ 

二人の 教師に 引率され た 中学生 五名が、 このへ クザ館 

を 見学に きた。 

教師のう ちの 年老いた ほうが、 院長に 面会して、 館 

内 を 参観 させて もらえな いかと 申込む と、 スペイン 人 


けい  こころよ 

系の 老 院長 はすぐ 快 く 承諾して、 若い 修道 僧 を 呼ん 

で くれた。 

さんかん 

「ロザリオ、 この ひとたちが、 へクザ 館の 内部 を 参観 

したいと おっしゃる。 おまえ 御苦労で も、 案内して あ 

げ なさい」 

しょうち 

「は、 承知し ました」 

長年 日本に 住み なれて いる だけあって、 へクザ 館に 

住む 僧侶た ち は、 みんな 日本語が 上手であった。 

「では、 皆さん、 私に ついて おいで 下さい」 

「いや、 どうも有難う ございます」 

むろん、 この 中学生の 一行と いうの は、 戸倉 老人に 


秋吉 警部、 それから 少年 探偵 団の 同志 五 人で ある。 み 

んな てんでに、 スケッチブック や カメラな ど をたず さ 

えてい るが、 かれらの 真の 目的が、 写生 や 撮影に ある 

ようす ていさつ 

ので はなく、 館内の 様子 偵察に ある こと はいう まで も 

ニヽ o 

な レ 

古びて、 ぼろぼろに 朽ち果てた 館内 を ひととおり 見 

終る と、 やがて 若い 僧侶 ロザリオ は、 一行 をへ ク ザの 

塔に 案内した。 この 塔 こそ はへ クザ 館の 名物で、 山岳 

きつり つ 

地帯に そびえる 古 塔 は、 森林の なかに 屹 立して、 十 里 

ぼうけん 

四方から 望見され ると いう。 

「おお、 なるほど、 これ はよ ぃ見晴 しですな」 


塔の てっぺんに のぼった とき、 老 教授に 扮 した 戸倉 

老人 は、 眼下 を 見下ろし、 思わず 感嘆の 眩き を もらし 

た。 

いかにも それ は、 世に も 見事な 眺めであった。 東 を 

き い 

見れば、 大阪湾 をへ だてて 紀伊 半島が、 西 を 見れば 

か い きょ う  せとないかい 

海峡 をへ だてて 四国の 山々、 更に 瀬戸内海に うかぶ 

島々 が、 手に とる ように 見渡せる ので ある。 

「はい、 ここ はへ クザ 館の 内部で も、 一番 聖 なる 場所 

としてあります。 されば、 初代 院長 様の 聖骨 も、 この 

塔の なかに おさめて あるので ございます。 あれ、 ごら 

だん 

ん なさい ませ。 あの 壇のう えに おさめて あるの が、 そ 


つま 

の聖 骨の 壷で ございます」 

えんけい 

と、 見れば 円型 をな した 室内の 正面に は、 大きな 十 

きゅう  せいだん 

字 架 を かけた 翕が あり、 その 翕の まえに は、 聖壇が つ 

くって あり、 その 聖壇のう えに 黄金の 壷が おいて ある。 

そして、 その 黄金の 壺の 左右に は、 これ また 黄金で つ 

がくぎ よ 

くった 二 匹の 鰐 魚が、 あたかも 聖骨を 守る がごと く、 

うずくま つ ている ので ある。 

戸倉 老人 は それ をみ ると、 ふと、 黄金 メダルの 半ぺ 

ラに 書かれた 文字 を 思いだ した。 

わが 秘密 を …… とする 者 はい さ …… 人して 仲よ く… 

…り 聖骨を 守る …… の あとに 現われ …… (以下 略) 


もう 一 方の 半 ペラが ないから、 完全な 意味 はわから 

な いが、 聖骨を 守る …… という 言葉が あるから に は、 

黄金 メダルに 書かれた 文句 は、 この 塔 内の、 この 一室 

を 指して いるので は あるまい か。 

そうな の だ！ 

それにち がいない の だ。 しかし、 そうは わかっても、 

黄金 メダルの 他の 半 ペラの ない 悲し さは、 それ以上の 

なぞ 

謎 は 解きよう もない。 それ はさて おき、 館内の 見物に 

手間 どって いるう ちに、 すっかり 日が 暮れて、 雨 さえ 

ポ ッポッ 降って きた。 まえに もい つたと おり、 へクザ 

ひとざと はな 

館 は 人里離れた 山岳地帯に あるの だから、 こうな つて 


じきょ  とほう 

は、 辞去す る こと もで きないの である。 一行 は 途方に 

おも も 

くれた 面持ち をして いると、 親切な 老 院長が、 一 晚 泊つ 

そまつ 

ておいで なさい とすす めて くれた。 そして、 粗末な が 

らも、 夜食 を ふるまって くれたの である。 

実 をい うと、 これ こそ、 一行の 思う壺であった。 わ 

ざと 参観に 手間 どった の も、 ここで 一 夜 を 明したい ば 

かりであった。 

さて、 一行 七 人、 館内の 二階に ある、 ひろい 寝室へ 

案内され ると、 すぐに 額 を あつめて 協議 を はじめた。 

「問題 は あの 塔に あると 思う のじ やが な。 みんな も 見 

たろう が、 初代 院長の 聖骨 をお さめて ある 壇、 あの 周 


囲 がくさいと 思 うが ど うじ や」 

「小父さん、 そうすると、 四 馬 剣 尺 も あの 塔 を 狙って 

いると いうので すか」 

「ふむ、 たしかに そうだと 思う。 それで どうじ やろう- 

今夜 四 馬 剣 尺が やってく るか どうか は 疑問 だが、 ひと 

つ、 あの 塔 を、 われわれの 手で 調べて みょうじ やない 

か」 

それに 対して、 誰も 反対 をと なえる ものはなかった _ 

そこで 修道 僧た ちが 寝し ず まるの を 待って、 一行 七 

人、 こっそり 寝室 を 抜け だすと、 やって きたの は 古 塔 

の 一 室。 


時刻 はすで に 十二時 を 過ぎて、 宵から 降り出した 雨 

ちょ うぼう 

は、 ようやく 本降りと なり、 昼間 は あれほど 眺望 の 美 

ほこ  こく あん あん  やみ 

を 誇った 塔の てっぺん も、 いまや 黒 暗々 たる 闇につつ 

まれて いる。 

一 行 は その 闇の なか を、 懐中 電気の 光 をた よりに、 

あの 聖壇の まえまで きたが、 そのと きで ある。 少年 探 

偵団の ひとりの 横 光 君が あっと 小さい 叫び を あげた。 

「ど、 どうしたの、 横 光 君 …… 」 

「あの 音 …… ほら、 ブ— ンブ ー ン という 竹 トンボの よ 

うな 音 …… 」 

それ を 聞く と 一同 は、 ギヨ ッ としたよ うに 闇の なか 


で 息 をのんだ が、 ああ、 なるほど、 聞え る、 聞え る、 

降りしきる 雨の 音に まじ つ て、 ブ— ンブ— ン とへ リコ 

プタ ー の 唸り 声。 しかも、 その 音が、 またたくまにへ 

クザ 館の 上空へ ちかづい てきた かと 思う と、 やがて、 

たんしょうとう 

さっと 上から 探照灯 の 光が 降って きた。 

「あつ、 しまった。 へクザ 館の ありか を 探して いるの 

だ」 

ものすご 

戸倉 老人が 叫んだ と き、 ダダ ダダダ と 物凄 い 音 を 立 

てて、 機関銃が うなり だした。 ヘリ コプタ ー のうえ か 

らへク ザ 館の 周囲に むかって、 機関銃の 雨 を 降らせて 

いるので ある。 


ものかげ 

「危 い。 みんな、 物陰に かくれろ」 

一 行 七 人、 蜘蛛の巣 を 散らす がごと く、 四方の 壁に 

ちる と、 力— テンのう しろに 身 を かくした。 

ダ ダダタ ダダダ ダダダ ！ 

機関銃の うなり は ひとしきり つづいて、 へクザ 館の 

ち. o あられ 

周囲の 森に、 弾丸が 雨霰と 降って くる。 

だいだんえん 

大団円 

やがて、 機銃のう なりが ピッ タリ やむ と、 ヘリ コプ 

タ ー はへ クザ 館の 上空に 1: 止したら しく、 ブ— ンブ ー 


ン というう なり 声が、 同じ 方向から 落ちて くる。 

ああ、 わかった。 わかった、 四 馬 剣 尺 は 今夜、 空か 

らへク ザ 館 を 襲撃しょう とする の だ。 そして、 そのた 

めに、 誰もへ クザ 館の 塔へ 近寄らせ ぬよう、 空から 

いかくしゃげき  あお 

威嚇射撃 を やった の だ。 修道 僧た ち は、 おそらく、 蒼 

くな つて、 自分の 部屋で ちぢこまつ ている ことだろう。 

ぼうじゃくぶじん あくぎゃくぶ 

ああ、 なんという、 傍若無人の 悪虐 振り！ 

少年 探偵 団の 同志 五 人、 それに 戸倉 老 人 と 秋吉 警部 

が、 いき を こらして 力— テンの かげに かくれて いると、 

こ つ ぜん 

知る や 知らず や、 やがて 忽然と して、 塔の なかへ 入つ 

てきた の は、 木戸に 仙 場 甲ニ郎 それに つづいて 机 博士、 


最後が 覆面の 四 馬 剣 尺。 ヘリ コプタ ー が 照らす 

たんしょうとう 

探照灯 の 光の ために 塔の なか は、 昼よりも まだ 明る 

なわばしご 

いので ある。 一同 はい ま、 ヘリ コプタ ー から 緦 梯子 づ 

たいに おりて きたので あろう。 脚が 少し フラ ついてい 

た。 

「やい、 机 博士」 四 馬 剣 尺はョ チヨ チ とした 足 どり で、 

聖壇の まえまで 近寄る と、 われがねの ような 声で 

怒鳴った。 

「さあ、 いよいよ 宝の 山へ やって きた ぞ。 いまわしが 

手 を 下せば、 宝 はたち どころ にわしの 手に入る の だ。 

どう だ。 うらやま しいか。 貴様 もお となし くして いれ 


ば、 少し はわけ まえに あずかれ るのに、 わし を 裏切つ 

たばかりに、 宝の 山へ 入っても、 手 を 空し ゆうして か 

える より ほか はない のじ や。 わつ はつ は、 わつ はつ 

ま！」 

四 馬 剣 尺が 腹 を かかえて 笑って いると き、 ギリ ギリ 

ものすご  ぎようそう 

と 奥歯 を かみ 鳴らした 机 博士、 物凄い 形相 をした か 

はいご 

と 思う と、 いきなり 四 馬 剣 尺の 体 を 背後から つきとば 

した。 

と、 これ はどう だ。 

ふくめん 

あの いわおの ような 体 をした 覆面の 頭目の 体が ふが 

いなく もフ ラフラよ ろめいた かと 思う と、 やがて、 腰 


のへん から ふたつに 折れて、 ド シンと 床に ひつく りか 

えった。 

「おのれ！」 四 馬 剣 尺 は 覆面の なかで 叫んだ が、 どう 

いう もの か、 モガ モガ 床で、 もがく ばかりで、 なかな 

か 起き あがる ことができな いの だ。 木戸と 仙 場 甲 一 一郎 

あつ ナ 

が 呆気に とられて みている と、 やがて、 四 馬 剣 尺の ダ 

ブ ダブの 服の なかから、 ピョ コン ととび だしてき たも 

の は、 ああなん と、 小男と 立 花 カツ ミ 先生で はない か。 

力 ー テンの 陰に かくれて いた 七 人 も 驚いた が、 そ 

れ にも 増して びっくり したの は 木戸と 仙 場 甲 ニ郎。 ま 

かえる 

るで 蛙で も 踏ん づけた ように、 ギヤ ッと 叫んで とび 


あが つ た。 

このな かにあって、 唯 ひと リ、 腹 を かかえて 笑い こ 

あくま 

ろげ ている の は、 悪魔の ような 机 博士 だ。 

「わつ はつ は、 わつ はつ は、 東西 東西、 覆面の 頭目、 

かたぐるま 

四 馬 剣 尺の 正体と は、 男の ような 女に 肩車して もら つ 

た 小男と ござ ァぃ。 わつ はつ、 わ はつ はつ は！ やい、 

その 女、 貴様 は 小男の 娘だろう。 そして、 猫 女と は 貴 

様の こと だな。 貴様 は 親爺と 同じ 服の なかに 入って、 

われわれ をさん ざん おもちゃに しゃがった。 やい、 木 

戸、 仙 場 甲 ニ郎、 相手 はこん な 小男と、 たかが 女と わ 

かつち や 何も 恐れる こと はな いんだ。 こんな やつの い 


うこと を 聞く より、 この 机 先生の 乾 分に なれ。 そいつ 

らふたり を やつ つけて しまえ」 

だが、 このと き、 机 博士 は、 四 馬 剣 尺の 恐ろしい 武 

器の こと を 忘れて いたの だ。 

机 博士 は、 最後の 言葉 もお わらぬ うちに、 

「あっちち ちち」 と、 叫んで 右の 眼 をお さえた。 見る 

と、 太い 針が ぐ さりと 右の 眼に つきささつ ている。 

「あ つ ちちち ち」 

机 博士 はふた たび 叫んで、 今度 は 左の 眼 をお さえた。 

同じような 太い 銀の 針が 左の 眼に もつつ 立って いる。 

「あっちち ちち、 あっちち ち、 わつ、 た、 助けて …… 」 


どくぼう 

小男の かまえた 毒 棒から は、 まるで 一 本の 糸の よう 

どくば リ 

につぎ からつ ぎ へ と 毒 針が とび だしてく る。 机 博士 は 

ぜんしん はりねずみ 

みるみる うちに、 全身 針鼠 のようにな つ て、 床のう え 

しちてんばっとう 

に 倒れ、 しばらく 七転八倒し ていたが、 やがて、 ピッ 

タリ 動か なくなった。 

これが 悪魔の ような 机 博士の 最期だった の だ。 

小男 はヒヒ ヒヒと 咽喉の 奥で わらう と、 

「どう だ、 木戸、 仙 場 甲 ニ郎、 おれの 腕前 はわかった 

か。 おれ を 裏切ろう とする もの はすべ てこのと おりだ 

どう だ わかった か」 

「シ ュ、 シュ、 首領 …… 」 


木戸と 仙 場 甲ニ郎 は、 あまりの 恐ろし さに ガタ ガタ 

ふるえながら、 

「あ つ し は 何も 首領 を 裏切ろう などと …… 」 

「そうか、 おれが 小男と わかっても か。 ふ ふ ふ、 なる 

ほど、 おれ は 小男 だが、 ここにい る 娘 は 恐ろしい やつ 

くらやみ 

よ。 こいつ はな、 暗闇で も 眼が 見える の だ、 そして、 

男よ リカが 強く、 人 を 殺す ことな ど、 屁と も 思って い 

ない の だ」 

「お父さん、 何 を ぐずぐず いってる のよ。 それより 早 

がくぎ よ 

く、 鰐 魚 をのけ て、 二つの 穴に 黄金 メダル を 入れな さ 

いよ」 


ああ、 恐るべき 立 花 カツ ミ。 彼女 は 机 博士が 針鼠の 

ようになって 死ぬ の を 見ても、 平然として 眉 ひとつ 動 

かさなかった の だ。 

「よし、 よし、 おい、 木戸、 仙 場 甲 ニ郎、 その 壇のう 

えに ある 鰐 魚 を 二つと ものけ てみ ろ。 ああ、 のけた か 

のけたら そこに、 穴が 二つ ある はず だが、 どう だ」 

「はい、 首領、 ございます、 ございます」 

「ふむ、 あるか、 それで はな、 この メダル を ひとつず 

つ 入れて みろ。 右の 穴に は 右の 半 ペラ、 左の 穴に は 左 

の 半 ペラ …… 入れた か、 よし、 それじゃ ァな。 おれが 

号令 を かける から、 それと いっしょに ぐっと 押してみ 


るんだ ぞ、 一 ィ …… 一 ーィ …… 三！」 

ごうぜん  おんきょう 

そのと たん、 轟然た る 音響が、 へクザ 館の 塔 を つら 

ぬいて、 暗い 夜空につつ 走った。 力 ー テンの かげに か 

くれていた 一 行 七 人 は、 1 瞬、 足下が 水に うかぶ 木の 

葉の ように ゆれる の をかん じたが、 つぎの 瞬間、 こわ 

ごわ 力 ー テンの かげから 顔 を だしてみ ると、 こ は そ も 

いかに、 木戸 も 仙 場 甲ニ郎 も、 小男 も 猫 女 も 立 花 カツ 

ミ 先生 も、 さて また、 針鼠の ようになって 死んだ 机 博 

士も、 みんな みんな 影 も 形 も なくなって いるで はない 

きつね 

か。 春 木 少年 はちよ つとの 間、 狐に つままれ たよう 

な 顔 をして いたが、 やがて こわごわ 力— テンから 外へ 


でる と. 

「ああ、 みんなき て 下さい。 あれ あれ、 あんなと ころ 

に …… 」 

その 声に、 一 同が バラ バラと 力— テンの 影から とび 

だしてみ ると、 聖壇の まえ 方 六メ— トルば かり、 ぼつ 

のぞ 

かりと 床に 大きな 穴が あいていて、 そのな かを視 いて 

みると、 数十 メ— トルの はるか 下に、 黒ずんだ 水が は 

うず 

げしく 渦 をまい ていた。 そして、 その 渦に まきこまれ 

小男 も、 立 花 カツ ミ 先生 も、 机 博士 も、 木戸、 仙 場 甲 

ニ郎 も、 みるみる うちに 水底 ふかく 沈んで いったので 

ある。 


「おとし 穴です ね」 

「ふむ、 おとし 穴 だ」 秋吉 警部 は 顔の 汗 をぬ ぐいな が 

ら、 

「しかし、 どうして あんな ことにな つたので しょう。 

黄金 メダルに 書いて ある こと は、 それで は、 ひと をお 

とし 入れる ための、 噓 だった のでし ようか」 

戸倉 老人 は それに は 答えず、 聖壇の 左の 穴に はめこ 

りめん  ほ 

まれた 黄金 メダルの 半 ペラ を 取り だして、 裏面に 彫ら 

れた 文字 を 読んで いたが、 やがて にっこり 笑う と、 

にせもの 

「わかりました、 かれら はこの 贋物の 半 ペラに かかれ 

た 文句に だまされ たのです。 わしの 持って いる 本物に 


はね、 二つの 半 ペラ を 穴の なかに 入れる と、 それより 

(壁 際に 身 を 避け) ふたつの メダル を、 (長き 竿に て 押 

すべし) と、 なって いるので す。 ところが この 贋物で 

は、 それより ただちに ふたつの メダル を (強く 押す ベ 

し) となって います。 そのために、 海賊王 デルマが 万 

一 の 場合の 用意に つくって おいた、 罠の なかに おちた 

のです」 

ああ、 それと いうの も 自業自得だった ろう。 

それ はさて おき、 一 同が おとし 穴に 気 を とられて い 

みまわ 

ると き、 キヨ 口 キヨ 口と あたり を 見廻して いた 牛 丸 平 

と つ ぜん 

太郎 が、 突然、 


す  とんきょう 

「あつ」 と、 素っ頓狂な 声 を あげた。 

「あれ を 見い、 みんな、 あれ を 見い、 えらい 宝 や、 宝 

の 山が 吹き こぼれて るが な」 

その 声に、 弾かれた ように ふりかえった 一同の 眼に 

きゅう 

うつった の は、 十字架の かかった 翕が 真 一 一つに われて、 

そこから ザ クザク と 聖壇のう えに 吹き こぼれて くる、 

ほ うぎ よ く 

古代 金貨に 宝玉 の 類 …… へクザ 館の 塔なる 聖壇のう 

えに は、 みるみる うちに 七色の 宝の 山が きずかれて 

い つたので ある。 …… 

四 馬 剣 尺 を 頭目と する、 悪人 一 味 はすべ て 減んだ。 


唯一 人、 へ リコ プタ— に 乗った 波立 二の みは、 その後、 

杳 として 消息が わからなかった が、 首領 を 失った かれ 

き い  おきあい 

に 何が できよう。 その後、 紀伊 半島の 沖合に、 へ リコ 

プタ ー の 破片ら しい ものが うかんで いるの を 見た もの 

が あると いうが、 あるいは それが、 波立 二の 最後 を 物 

語って いるので は あるまい か。 

うわさ 

へ クザ 館から 発見され た 宝石 や 古代 金貨の 噂 は、 

けんでん  かんさん 

たちまち 全世界に 暄 伝され た。 それ はい まの 金に 換算 

すると、 零と いう 字 を、 いくつつ けて よい かわからぬ 

ぱ くだ い 

ほど、 莫大な ものに なろうと いう。 

それらの 財宝 は、 すべて、 日本の 教育 復興の ために 


使用され る ことにな り、 戸倉 老人 や 少年 探偵 団、 さて 

リぇき  う 

はまた、 秋吉 警部た ち は、 それから 一 銭の 利益 も 得る 

ことはなかった。 

それ にもかかわらず、 いや、 それ だから こそ、 戸倉 

老人 も、 少年 探偵 団の 同志た ち も 幸福だった。 

かいがん どお 

戸倉 老人 は その後、 海岸通りの 店 を 売り はらって、 

あわじしま  あかし 

思いでの 淡路島 を 眼の まえに 見る、 明 石の 丘に 一軒の 

家 を 建てた。 そして、 いまでは 草花 を 作りながら、 静 

かに 余生 を 送って いる。 その 戸倉 老人の 何よりの 楽し 

みは、 土曜から 日曜へ かけて、 泊り がけで 遊びに くる、 

少年 探偵 団の 同志た ちに、 御馳走 をす る ことで あると 
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